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（なんと、美しい！）

　五歳のシャルロット・ド・ヴァローズ皇女は、くりっとした大きな瞳ひとみを見開いて感かん嘆たんした。

　大陸一の栄えい華がを極きわめたヴァローズ帝てい国こくの中でも、随ずい一いちの規模を誇ほこっているルゼリエール皇こう宮ぐう。高名な建築家や芸術家たちが二十年以上の歳さい月げつをかけて建設した、その白はく亜あの美しい宮きゅう殿でんの礼拝堂で、豪ごう華かな婚こん礼れいの儀ぎが行われていた。

　皇宮礼拝堂専属の宮きゅう廷てい楽団と聖歌隊が奏かなでる旋せん律りつと、たくさんの王おう侯こう貴族たちに囲まれるなか、若い新しん郎ろう新婦は笑えみを交かわし合う。

　新郎は公こう爵しゃく家の長男で、新婦は十七歳になるシャルロットの姉だ。

　ウエストをギュッと細く絞しぼったベルラインの純白のウエディングドレス。光こう沢たくのあるベルベット地のドレスのトレーンは施せ釉ゆうタイルの床ゆかに広がり、先が見えないほどに長く続いている。胸むな元もとや肩かたが開いたノースリーブのローブ・デコルテのため、ダイヤモンドを連ねた豪華なネックレスが映はえていた。

　頭部ではネックレスと同じデザインのティアラが眩まばゆいほどに輝かがやき、そこから垂たれたチュールで作られたマリアベールがふわりと風に揺ゆれている。ベールの縁ふちには金糸や銀糸で繊せん細さいな刺し繡しゅうがほどこされ、それは新郎の白いフロックコートの装そう飾しょくとお揃そろいだ。

（姉さまがキラキラしてるわ。キレイ。キレイすぎる！）

　末っ子のシャルロットを含ふくめて、ヴァローズ家の親や兄姉はみんな容姿端たん麗れいだが、今日の姉は目がくらみそうなほど美しかった。

　礼拝堂の高いドーム型の天てん井じょうには聖人のフレスコ画が描えがかれ、壁かべ一面のステンドグラスからは七色の淡あわい光が差し込んでいる。

　すべてが、まるで異空間に迷まよい込んだかのように神秘的だ。

　あまりに感動したシャルロットは、儀ぎ式しきが終わって礼拝堂から饗きょう宴えんの間に移動する姉を追いかけた。

「姉さま！」

　フラワーシャワーを浴びて頭部に花びらをつけている姉を、シャルロットは捕つかまえた。

「姉さまは、どうしてそんなにキレイなの？」

「まあ、ありがとう」

　新婦は長いトレーンを持ち運んでいる侍じ女じょたちに目配せをして立ち止まり、かがんでシャルロットに目線を合わせた。

「好きな人と結けっ婚こんするのですもの。当然よ」

　姉の言葉に、シャルロットはコテリと小首をかしげた。

「だけど姉さまは、セイリャク結婚なのでしょう？」

　五歳のシャルロットでも、自分たちは帝国の利益になるように、適切な相手と婚こん姻いんすることになると知っていた。

「いいえ、恋れん愛あい結婚よ」

　シャルロットは「ええっ」と声をあげて、目を丸くした。

「私は心から愛し合える人ができたの。だからお父さまとお母さまにお許しをいただいて、大好きな人と結婚したのよ。この日が待ち遠しかったわ」

　姉はそう言って幸せそうにはにかんだ。

　その白い肌はだと純白のドレスを回かい廊ろうの窓から差し込む光が照らし、まるで女め神がみのように神こう々ごうしい。

「わたしも恋愛結婚をして、キレイになりたい！」

　シャルロットの意気込みに、姉はクスリと笑う。

「ならば、愛されるような女性にならないとね。人として美しくある努力を怠おこたってはダメよ。そうすれば、きっと運命の人と出会えるわ」

「美しくある努力！　なるほど！」

　シャルロットは勢いよくうなずいた。

「愛し、愛されると、女性は世界一綺き麗れいになるのよ。そして好きな人と結ばれて祝福を受けると、自分だけではなく、たくさんの人を幸せにできるの」

「恋愛をすると、世界一キレイに。……みんな幸せになる」

　シャルロットは、その言葉に衝しょう撃げきを受けた。

　宝石がちりばめられたドレスの胸元に、紅葉もみじのような手を当てる。確かに自分は姉の晴れ姿を見て感動し、ふわふわとした幸福感を抱いだいていた。

　思えば婚礼の儀では身内の王侯貴族だけではなく、普ふ段だんは仏ぶっ頂ちょう面づらをしている廷てい臣しんも、鋭するどい表情の兵士たちも、一様に笑え顔がおになっていた。みんな幸せそうだった。

　シャルロットは決意した。

「わたしも恋愛結婚をして、美しくなって、みんなを幸せにする。姉さまありがとう！」

　姉はにっこりと微笑ほほえみながら立ち上がった。




　──ここでシャルロットは、大きな勘かん違ちがいをした。




（恋こいをすると美しくなって、美しさは人を幸せにするんだ！）

　シャルロットの中で、「恋＝美＝幸せ」という方程式ができあがった。

　その日を境に、シャルロットは「美」について研究をし始めた。

　自分磨みがきがいきすぎて、「逆立ちは美容にいい」と知ると、人前であろうとその場で実じっ践せんし、「美しくなる湧わき水みずがある」と聞けば、山やま奥おくでも自ら汲くみに行った。

　皇女らしく「たくさんの人を幸せにしたい」と願う努力のベクトルが、おかしな方向に曲がっていた。

　数年のうちにシャルロットは、「変わり者の姫ひめ」と認にん識しきされるようになっていた。




　そして十一年後。

　十六歳になったシャルロットは、誰だれもが見み惚とれるほど美しく成長していた。

「──そうして真実の愛を知った二人は、永遠の口づけを交わした……」

　支柱に精せい巧こうな彫ちょう刻こくがほどこされた天てん蓋がい付きのベッドに横たわりながら、シャルロットはお気に入りの侍女による朗読をうっとりと聞いていた。

　シャルロットはワンピース状のシルクの寝しん衣いに身を包み、腰こしまである豪ごう奢しゃなブロンドの髪かみはシーツに広がっている。枕まくらにはシャルロットが作った精油がふりまかれ、安あん眠みんに導く甘い香りが漂ただよっていた。

「ねえ、アンヌ」

「いかがなさいましたか、シャルロット様」

　侍女のアンヌは恋愛小説に落としていた視線を上げた。

　こちらもシャルロットに負けず劣おとらず輝く金糸のような髪を、上部でひとつにまとめている。ベッドサイドに置かれた燭しょく台だいの灯火とともに、長い睫まつ毛げの影かげが揺れていた。

「わたしはいつになったら、その小説のような恋愛ができるのかしら？」

　シャルロットの大きな瞳には、ワクワクとした期待が込こめられていた。アンヌは瞠どう目もくしたまま、しばし皇女の整った相そう貌ぼうを見つめ、紅が艶つやめく唇くちびるを開く。

「シャルロット様は皇后陛下がお持ちになる縁えん談だんを、すべて断っておいででしたね」

「だって、どのかたもわたしにふさわしくないのだもの」

　シャルロットの信条の一つに、「容姿は心の鏡」がある。

　心が美しければ、当然、見た目に表れると考えている。「人として美しくある努力を怠ってはならない」と姉に言われた影えい響きょうもあった。

　だからシャルロットは外見で判断して、縁談を断っていた。しかも、その理由をはっきりと口にした。

　あまりに相手に失礼で、いつしか母親は娘むすめに縁談を持ち込まなくなった。

　シャルロットは第九子、四女で末っ子だ。兄姉たちは政治的な結婚が多く、そのおかげで重要な国や組織との関係は強固になっている。どうしてもつながりたい勢力もないことから、両親はシャルロットを好きにさせることに決めたようだ。

「お相手がいなければ、恋が始まりようもありません」

「だから、そういうものは、ふさわしい相手とともに自然に……」

「理想の恋こい人びとは、降っても湧わいてもきませんわ」

　シャルロットはアンヌの言葉が脳に浸しん透とうするまで動かずにいたが、ガバリと上半身を起こしてアンヌの腕うでを摑つかんだ。

「このままでは、恋ができないということ？」

「そうなります」

「そんな！　わたしはどうすればいいの？」

　シャルロットはショックを受け、細い眉まゆを盛せい大だいに下げた。

（小説のヒロインたちは誰だって、自然に恋に落ちているのに！）

　心身ともに磨いて美しくいれば、恋愛小説のような恋をしたうえで結婚できるものだと信じて、シャルロットは楽しみに待っていた。

「ならばシャルロット様、お相手を探さなければいけませんわね」

「恋人探しね。……うん、する。しなければならないわ！」

　シャルロットは力強く拳こぶしを握にぎった。

　──こうして、シャルロットの恋人探しが始まった。







[image: ]




　ルゼリエール宮の壮そう麗れいな大広間の奥に、天てん蓋がい付きの椅い子すが二つ並んでいた。一つには皇后、もう一つには末娘むすめの皇女・シャルロットが鎮ちん座ざしている。

　シャルロットは長い睫まつ毛げを揺ゆらし、いささか不満そうに眉み間けんにしわを寄せ、じっくりと婚こん約やく者しゃ候補の肖しょう像ぞう画を見ていた。まだうっすらと幼さの残る頰ほおに、いくつもの指輪がはまった指を添そえている。

「どうにも美しさが足りないわ」

「肖像画では実際の魅み力りょくが伝わりづらいのでしょう。直接会ってみてはいかがですか？」

　一段低い大理石の床ゆかに控ひかえているアンヌがシャルロットに応える。シャルロットのドレスのように宝石はあしらわれていないものの、アンヌも白いレースの襟えりがついた青い豪ごう奢しゃなドレスを身に着けている。

　シャルロットはますます眉間のしわを深めた。

「無理。会いたいと思う人がいないもの」

「シャルロット」

　皇后が冷ややかな声を挟はさんだ。とりとめのない二人のやりとりは聞き飽あきているのだ。

「あなたが美しくないと嫌いやだと言うから、はるばる遠くの大陸まで範はん囲いを広げて、美び貌ぼうの王おう侯こう貴族を集めたのです。これ以上を望んでも無む駄だですよ」

「わかっていますわ、母上。次を見せて」

　シャルロットは母親から顔を逸そらして、肖像画を持っている侍じ従じゅうに声をかけた。肖像画を持ったその侍従は後ろに下がり、別の肖像画を持つ侍従が前に出た。天てん井じょうの高い大広間には、肖像画を持つ二十名ほどが縦一列に並んでいる。

　──相手がいなければ恋れん愛あいはできない。

　そんなごく当たり前のことにやっと気づいたシャルロットは、まず帝てい国こく内で相手を見つけようとした。

　しかし、シャルロットのお眼鏡に適かなう者はいなかった。

　そこで結局、母親に頼たのみ込んで各国から婚約者候補の肖像画を集めることになったのだ。

　言わんこっちゃない、とばかりに母親にあきれられた。

「こちらは五百年以上続く王朝の第二王子です。生物学に精通しておられ……」

　侍従が肖像画の王子について説明する。王子は二十代半ばで、目鼻立ちのはっきりとした端たん麗れいな容姿だった。

　しかし、シャルロットはその肖像画ではなく、説明をする侍従の肩かたに目をとめた。肩と袖そでの縫ぬい目めがほつれ、袖そで山やまに小さな穴が開いている。

「あなた……」

　シャルロットは眉まゆをつり上げて腕うでを組み、侍従を睨にらんだ。背後でゴゴゴと噴ふき出だす炎ほのおが見えるようだ。

[image: ]

「よくも穴の開いたダブレットを着て、わたしの前に立てたわね」

「ひいいっ、申し訳ございません。妻が家を空けておりまして……、お許しください！」

　侍従は真っ青になってひれ伏ふした。

「そんなもの、二秒で修しゅう繕ぜんできるじゃないの。美意識が足りないわ。アンヌ」

「はい」

　呼ばれたアンヌは優ゆう雅がな所作で立ち上がった。侍従の前に立つと、どこからともなく針と糸を取り出して、二秒とかからず侍従の袖山を縫い合わせた。神がかった縫ほう製せい技術だった。

　自分の肩かた口ぐちを見ながら、侍従が呆ぼう然ぜんとする。もうどこに穴があったのかわからない。

「自分で修繕できないのなら、人に頼むこともできるでしょ。美は心の鏡、精しょう進じんなさい」

　眉をつり上げたままそう言い放つと、ころりと表情を変えてシャルロットは微笑ほほえむ。

「そうすればご夫人にも惚ほれ直されること請うけ合い、家庭円満よ」

　シャルロットの背後の炎が一いっ瞬しゅんにしてシャボンになったような変化に、侍従は頰を染めて見み惚とれた。アンヌの咳せき払ばらいで我に返ると、侍従は慌あわてて肖像画を正面で持って顔を隠かくす。

（そういえば、肖像画のチェックをしていたんだわ）

　うっかり服の穴の不快さに我を忘れていた。改めて肖像画を見る。

「美しいけれど、わたしとは合わない気がする」

　シャルロットの何度目かの同じつぶやきを聞くと、皇后のこめかみに青筋が浮うかんだ。

「もう説明はよい、肖像画を並べなさい」

　皇后が侍従たちに命じた。

　シャルロットに家いえ柄がらや教養を説明しても無駄だ。決め手は容姿なのだ。

　変わり者の姫ひめにはもったいないほど美しい者たちばかりなのに、シャルロットは難なん癖くせをつけて、ちっとも首を縦に振ふらない。

　皇后は意識して呼吸を整えながら指先でこめかみをもんだ。

「やっと覚かく悟ごを決めて結けっ婚こんする気になったと思ったから、尽じん力りょくしてあげたのです。シャルロット、近くでよく見て決めなさい。私は二度と同じことをしませんからね。苦労したのだから」

「……わかっていますわ」

　シャルロットは母親譲ゆずりの整った顔をしかめ、ピンク色の小さな唇くちびるをすぼめた。

　細い指で腕うで木ぎを摑つかみ、ダイヤモンドがちりばめられたビロードの天蓋付きの椅子から立ち上がる。

　ファージンゲイルによって大きく膨ふくらんだワインレッドのドレスが揺れて、海のように光こう沢たくが波打った。ドレスと同じ生き地じのヘッドドレスも、シャルロットのブロンドによく似合っている。

　イーゼル・スタンドに載のせられた肖像画の前に移動したシャルロットは、十センチほど背の高いアンヌの腕に自らの腕を絡からみつけた。

「むむむ」

　シャルロットはうめくように小さく声をもらし、腕を組んだまま肖像画を一通り見て歩いた。そして一番容姿の整った肖像画の前に戻もどる。

「どれもピンとこないわ。わたしはアンヌやマルク以上の容姿でないと、恋愛ができる気がしないのだけど」

「ではマルクを夫にしたらどう？　リュゼール家なら申し分ないわ。あなたのお守もりにも慣れているし」

　皇后は扇おうぎで額を扇あおぎながら、投げやりに言った。「マルク」とはシャルロット専属の騎き士しのことだ。

「マルクは頭が固いし、紳しん士しらしくないのだもの。ロマンティックな恋こいの相手にならないわ！」

　対象外だとシャルロットは否定した。

「シャルロット様は、恋にどんなイメージを持たれているのですか？」

　アンヌに尋たずねられたシャルロットは、瞳ひとみを輝かがやかせた。

「恋に落ちるというくらいなのだから、一目会ったその瞬しゅん間かん、崖がけから落ちたときくらいに心臓がドキドキするに違ちがいないわ！」

「崖から落ちたことがおありなのですか？」

「あるわよ！　一人で美容に効く薬草を探しに行って……。とてもドキドキしたわ」

「そんな危険なことは二度としないでください。普ふ段だんは完かん璧ぺきなのに〝美〟が絡むとなりふり構わないのですから……」

　なぜか嬉うれしそうなシャルロットを見て、アンヌは青ざめながら額を押さえた。

「そもそも恋こい人びとになれるかどうかなんて、肖像画でわかるはずがないわよね！」

　シャルロットが開き直ると、皇后の鋭するどい視線が飛んできて、ビクリと肩を震ふるわせながらアンヌの背に隠れた。

「母上、ちゃんとこの中から選びますから。たくさん探してくださって感謝しています。肖像画をすべてわたしの部屋に運んでちょうだい」

　最後は侍従たちに声をかけると、アンヌの背中を押して逃にげるように大広間を出た。そんなシャルロットの後ろ姿を見ながら皇后は苦く笑しょうする。

「あの子、本当に選ぶ気があるのかしらね」

　皇后の様子からは、長期戦になってもやむなしという気構えが窺うかがえた。

　結局、母は娘に甘かった。




「うまくいかないものね。確かに肖像画はどれも美しいのだけれど、なにが足りないのかしら」

　シャルロットは首をひねった。

　二人はアーチ型の天井から光の入る回かい廊ろうを通り、シャルロットの部屋に向かっている。足取りは重い。

「実際に会えば、印象が違うのかしら……」

　そのシャルロットの言葉に、アンヌは、「そういえば」と口角を上げる。

「隣りん国ごく、シュルーズメア王国には王子が二人いて、どちらも若く美び丈じょう夫ふなのだとか。さきほどの肖像画の中にはございませんでしたわね。先方の都合で取り寄せられなかったのかもしれません。内政が混乱している、とか」

「既に結婚しているのかもしれないわよ」

「いいえ、未み婚こんです。二十歳はたちと十九歳だったはずですわ」

　それならば、どちらも年齢的に十六歳のシャルロットと釣つり合いがとれている。シャルロットは興味が湧わいてきた。

「しかも第一王子は」

　そこでアンヌは言葉をとめた。青い瞳にいたずらっ子のような光をたたえている。

「第一王子は、なに？」

　シャルロットは気になって、アンヌの袖を引っ張って先をねだった。

　アンヌはどこから取り出したのか、シャルロットの目の前に書しょ籍せきを掲かかげた。

「第一王子は、この『盗とう賊ぞく王子』に登場する義ぎ賊ぞくのモデルだという噂うわさがあります」

「ウィリアムのモデルなの!?」

　その本は、シャルロットお気に入りの恋愛小説の一つだ。

　神しん出しゅつ鬼き没ぼつの義賊であるウィリアムの表の顔は、実は王子。不正を働く悪質な王侯貴族の宝物庫に夜な夜な忍しのび込んでは、民たみに金銭を配っている正義の味方だ。

　ある日、王子が敵対する王国の城に忍び込んだところ、姫と鉢はち合あわせし、正体を知られてしまう。はじめは険けん悪あくな関係だったが、駆かけ引ひきの末、二人は両想おもいになり結ばれる。

「盗賊王子が盗ぬすんだものは、姫の心だったのです」

　シャルロットはウットリと小説のフレーズを口にした。

「まさに、隣国の第一王子の名前が〝ウィリアム〟なのですわ」

「なんて素す敵てきなの！　ぜひともウィリアムに会ってみたいわ！」

　シャルロットは瞳を輝かせながら、アンヌの両手を握にぎった。

「では早さっ速そく、母上に面会の手配をしてもら……待った！」

　シャルロットは自分でストップをかけた。

　未婚の若い王子と皇女の面会だ。うっかり「婚約」の流れになってしまっては困る。まだウィリアムのことをなにも知らないのだから。

「でも、会いたいわ。……そうだ！」

　シャルロットはひらめく。容姿も人となりもわからないから困るのだ。

「アンヌ、ウィリアムをチェックしに、隣国に行くわよ！」

「まあ、楽しそうですわね」

「そうでしょ！　そうね、将来の夫になるかもしれないのなら、ウィリアムの素の姿も見たいわ。わたしが皇女だと知られないように、身分を隠して会いましょう！」

　シャルロットはノリノリだ。

　いよいよ恋愛結婚に向けて走り出すのだ。しかも行き先が隣国であることが、ますますシャルロットの胸を弾はずませる。

　美を研究しているシャルロットは、山野草だ貝だ苔こけだと、美容薬の材料を採集するために帝国を駆け回っていたが、その範囲は主に、シャルロット専用の森林や浜はま辺べのみだった。皇こう帝ていは我が子が崖から落ちたショックから、皇居周辺に広い敷しき地ちを用意して、シャルロットに遠出をさせないようにしていた。

　異国で恋に落ちるのは、シャルロットのお気に入りの恋のシチュエーションであり、純じゅん粋すいに遠くの地への憧あこがれと興味もあった。

「なんとしてでも、母上に隣国行きの許可をもらわねば。アンヌ、説得できそう？」

　話術はシャルロットよりもアンヌのほうが長たけている。

　本音では今すぐ隣国に行きたいが、母には「自分の立場がわかっているのか」と説教をされる未来しか見えない。

「それでは、皇后陛下には内ない緒しょにいたしましょうか」

　アンヌはニッコリと微笑んで、人差し指を立てて唇に当てた。

「誰だれにも秘密にして、こっそりと城を抜ぬけ出し、お忍びで隣国に行って、王子と運命の恋をするのです」

　アンヌは一節一節を区切って、強調するように言った。

「素す晴ばらしいわ！　それでいきましょう、アンヌ！」

　シャルロットは頭から湯気が出る勢いで、全身を真っ赤に染めた。

　秘密、こっそり、お忍び、運命の恋。

　シャルロットが好きなワードばかりだ。

　しかも運命の恋のお相手は、お気に入り小説の登場人物のモデルかもしれないのだ。

「ど、ど、ど、どうすれば」

　シャルロットは興奮しすぎて、ろれつが回らなくなった。

「あのかたなら、きっと、なんとかしてくれます」

「あのかた？」

　キョトンとするシャルロットに、アンヌは猫ねこのような瞳を細めて、にっこりと微笑んだ。

「シャルロット様の、唯ゆい一いつの騎士様ですわ」







　シャルロットはアンヌと腕を組み、ルゼリエール宮の敷地の一角にある、皇帝近この衛え騎き兵へい連れん隊たいの訓練場に到とう着ちゃくした。

「構え！　駆け足！　進め！」

　白い徽き章しょうのついた青い制服に身を包んだ数百の騎き兵へいが隊列をなし、将軍の号令に合わせて人馬一体となって行進している。兵たちの掛かけ声ごえと大地を蹴ける力強い馬の蹄ひづめの音が鳴なり響ひびいていた。

　そこに、場ば違ちがいな声が交ざり始める。

「マルクー！　マルクマルクマルク──！」

　この部隊で、その声の主を知らぬ者はいない。

　声の方向では、皇女がぶんぶんと両手を振っていた。

「やめ！」

　将軍は訓練を中断して、先頭の列にいるマルク・ジャック・ド・リュゼールに憐あわれむような眼まな差ざしを向けた。

「皇女殿でん下かがお呼びだ」

「……失礼いたします、閣下」

　眉間にしわを深く刻みながらマルクは一礼をして、周囲にも声をかけながら列を抜け出した。

「ボクも、失礼しますっ」

　最さい後こう尾びに整列していた、マルクの従卒であるピエール・ブローもそれに従った。彼は正式な隊員ではないので近この衛え隊の制服を着ていなかったが、リュゼール家の口くち利ききで訓練に参加していた。

「おまえは続けていろ」

「いいえ、行きます。マルク様とボクは一心同体ですからっ」

「……」

　真顔のピエールを見て、マルクは軽く肩をすくめた。

　シャルロット、アンヌ、マルク、ピエールの四人は、大庭園の一角にある噴ふん水すいに移動した。

　庭園は庭師たちによって数万種類の花々で彩いろどられ、周囲には花の甘い香りが漂ただよっていた。常緑樹の低木を刈かり込んで動物をかたどったトピアリーも目を楽しませてくれる。

　シャルロットは噴水の縁ふちに腰こし掛かけ、アンヌもその隣となりに座った。

　マルクは二人の正面に立つ。特に背筋を伸のばそうと意識せずとも、腹筋と背筋のバランスがとれた程ほどよい筋肉が自然と垂直に立たせた。マルクの隣に並んだピエールも鍛きたえてはいるものの、マルクと並ぶと華きゃ奢しゃに見える。

「訓練中は邪じゃ魔まをしてくれるなという俺のささやかな願いを、最近はやっと理解してくれたものと思っていたんだが」

　マルクは腕を組んでシャルロットを見下ろした。上がり気味の整った眉の下の切れ長の瞳は高い鼻び梁りょうの影かげが落ち、威い圧あつ感が増している。

　ヴァローズ帝国広しといえども、シャルロットにこのような不ふ遜そんな態度をとる者はほかにいない。

「今回は仕方がないわ。緊きん急きゅう事態なの」

「ならば、さっさと話すといい」

　マルクは制せい帽ぼうをはずして、ダークブラウンの短たん髪ぱつをかき上げた。その様子を見て、シャルロットはむむっと唇を内側に丸める。

「もっと紳士らしい振る舞まいはできないの？　せっかく美しいのに、台なしだわ」

「安心しろ、俺は相手に合わせて接している」

「またそんなこと言って！　内面を磨みがかないと、もっと美しくなれないわよ！　そうだわ、心を研けん鑽さんする三か条を書いてあげる」

　シャルロットが羊皮紙と羽根ペンをアンヌから受け取ろうとするのを、マルクは制した。

「おまえは一体、なにをしに来たんだ」

「あっ、そうだったわ！　マルクは、シュルーズメア王国の第一王子を知ってる？」

「隣国の第一王子なら、ウィリアム殿下だな。俺が知っているのは名前だけだ。友好国ではあるが、それほど国交は盛さかんではない」

　それがどうしたのかと、マルクは話の先を促うながす。

「ウィリアムの容姿を見たことはある？」

「いや。……結婚相手がウィリアム殿下に決まったのか」

　マルクはハッとしたようにシャルロットを見た。

「それは、まだ。その前にウィリアムに会いに行こうと思って」

「……会いに行く？」

　マルクはいぶかしげに眉をひそめた。

　シャルロットは、ことの顚てん末まつをマルクに話して聞かせた。

「……おまえがそんなにかぶれやすいとは思わなかった」

　マルクは大きな手で額を押さえた。

『盗賊王子』の内容はマルクも知っている。シャルロットにせがまれて、何度も朗読しているからだ。

「それは要素の一つにすぎないのだけど」

　シャルロットは照れた。

「いい加減に、おかしなこだわりを捨てろ」

「こだわりって、美について？　極きわめればたくさんの人を幸せにすることができるのよ。それに、誰にも迷めい惑わくをかけていないじゃない」

　一瞬、場の空気が凍こおった。

「とにかく、出会わなければ恋は始まらないわ。誰にも秘密でこっそりと城を抜け出して、お忍びで隣国に行き、ウィリアムと出会いたいの」

　シャルロットはアンヌから受け売りの、大切なキーワードが詰つまった言葉をマルクに伝えた。口にするだけでもワクワクしてくる。

「元げん凶きょうは、またアンヌか」

「いいえ、シャルロット様が希望されたことですわ」

　マルクが睨むも、アンヌはそれをにっこりと受け流す。

　シャルロットの暴走は昔からだが、近年はアンヌの入いれ知ぢ恵えもあるとマルクは踏ふんでいる。

　ピエールが「姫様は恋愛小説が好きですもんね」とシャルロットに話しかけた。

「隣国の王子様と出会って、本物の恋をするのですね！　シャルロット様ならきっとやり遂とげられます。ロマンティックです！」

「ピエールもそう思う？」

「もちろんですとも！」

　シャルロットとピエールは手を合わせてキャッキャと盛り上がった。

「でも姫様。両陛下に内緒で城を抜け出して、身分を隠してシュルーズメアに行くなんてこと、できるんですか？」

「それはマルクの考えることだわ。ね、マルク」

「不可能だ」

　二人の高まったテンションに冷や水をかけるように、マルクがきっぱりと断言した。シャルロットは立ち上がってマルクに飛びつく。

「なぜ？　マルクはいつも、なんでも手配してくれるじゃないっ」

「陛下に頼め」

「父上に話したら一いっ蹴しゅうされて終わりよ」

　マルクは「わかっているじゃないか」と言わんばかりに、シャルロットの身体からだを離はなした。

「無茶を言うな、国際問題になるぞ。俺を犯罪者にするつもりか」

　シャルロットはマルクの両りょう腕うでを摑んで、真っすぐに見上げた。

「わたしは誰かに用意された相手との結婚じゃなくて、運命の恋がしたいの！　わがままを言っているのはわかってるわ。うまくいかなかったら、母上の言うとおりに大人しく結婚するつもりよ。だからお願い！」

　シャルロットは真しん摯しに訴うったえた。

　自分でも無む謀ぼうな頼みごとをしている自覚がある。しかし、納なっ得とくできる恋愛をする最後のチャンスのはずだし、頼たよれるのはマルクしかいないのだ。

「……」

　マルクは思案するようにしばらくシャルロットの表情を眺ながめたあと、ふと視線を上げるとアンヌと目が合った。

「マルク様は、シャルロット様の幸せを一番に考えていらっしゃいますわね」

「……そうだな。こんなのでも俺の主だ」

　マルクはシャルロットの頭部をかき回した。シャルロットは「こんなのとはなによ」という表情をしながらも、されるがままになっている。

「シャルロット様も十六歳。今まで縁えん談だんが決まらなかったことのほうが不自然なのです。ここで一度、しがらみのない地で自由にさせて差し上げませんか？」

「こいつは今までだって、好き放題に生きてきただろう」

「視野が狭せますぎました。外に出られたら、見えていなかったものに気づかれるかもしれませんわ」

「わたしに見えていないものがあるの？　視力はとてもいいわよ」

　シャルロットは首をかしげる。

　アンヌは皇女に笑えみを向けて、マルクに視線を戻した。

「マルク様にとっても、悪い話ではないと思うのですけれど」

　アンヌの笑みに、マルクは眉間のしわを深めた。その顔には「胡う散さん臭くさい」と書いてある。

「けれど、マルク様がどうしても嫌だとおっしゃるのでしたら結構ですわ。わたくしだけでも、充じゅう分ぶんシャルロット様をお守りできますから」

　アンヌは立ち上がり、マルクに張り付いているシャルロットをペリッとはがして引き寄せた。

「シャルロット様、わたくしと二人でシュルーズメア王国に参りましょう。女二人旅では不満ですか？」

「そんなことはないわ。とても楽しそう！」

　シャルロットは再び表情を輝かせた。

「待て。俺が行くかどうかの問題ではないだろう。その計画自体をやめろと言っているんだ」

「やめません。この機会を逃のがしては、恋探しの旅などできなくなってしまいます」

「そうよ、アンヌの言うとおり！」

　シャルロットは便乗した。

「もし恋の相手が見つからなくても、ご結婚前の最後の思い出になりますわよ、シャルロット様」

「楽しみねっ」

　シャルロットはアンヌに促され、マルクたちに背を向けて歩き出した。

「そうそう、協力してくださらないマルク様。くれぐれも他言無用でお願いいたします。ごきげんよう」

　アンヌは肩かた越ごしに振り返ってマルクに釘くぎを刺さした。明らかな挑ちょう発はつだった。

「いいんですか、マルク様」

　ピエールはハラハラしながら、マルクとアンヌを交こう互ごに見た。この見み目め麗うるわしい二人は、シャルロットを挟んでたびたび、こうして対立する。どちらもシャルロットのための言動なのだが、主張が食い違うのだ。

「話に乗ったらアンヌの思う壺つぼだ」

　アンヌの後ろ姿を流し見ながらマルクはつぶやく。

「アンヌがシャルロットを連れて宮きゅう殿でんを抜ける計画をしていると陛下に報告するのが、一番安全で平和的な方法だ。そうするべきだ」

　マルクは自分に言い聞かせるようにそう言って、遠ざかるシャルロットたちを見つめた。

「……最後の思い出、か」

「マルク様？」

　ピエールがマルクを見上げると、彼は眉を寄せて複雑な表情をしていた。
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　シャルロットがこよなく愛する側近が、帝国にたった二人だけ存在する。

　一人は侍じ女じょのアンヌ。

　もう一人は騎士のマルクだ。




　マルク・ジャック・ド・リュゼールは、帝国の名門、リュゼール家の三男として生まれた。武人一家で、皇帝近この衛え騎き兵へい連れん隊たい長ちょうであった父に連れられて、マルクも六歳から訓練に参加していた。

（そろそろだな……）

　十一歳のマルク少年は、憂うれいた表情で吐と息いきした。

　騎き乗じょう中のため、馬が歩くたびに身体が上下に揺れる。ダークブラウンの柔やわらかい短髪が風になびいた。

　リュゼール家といえども、三男となると継つがせる爵しゃく位いがないため、マルクは養子に出されることになっていた。場所は遠い異国だ。

　おそらく両親はマルクについて、異国で領主となるか、帝国内の領家の婿むこ養よう子しとなって肩かた身みの狭い思いをするかの二に択たくだと考えたのだろう。

　親の愛情だとはわかっているが、両親や祖国との別れはつらい。

　既すでに大人に引けをとらない剣けん技ぎを習得していたマルクは将来を嘱しょく望ぼうされていたため、近衛騎兵連隊の仲間からも惜おしまれていた。

　そんな仲間との訓練を終えて、帰宅する途と中ちゅうのことだった。

　その日は珍めずらしく宮殿の敷地から離れた山林での訓練で「この新緑の景色も見納めか」と物思いにふけりながら、マルクはのんびりと馬を進めていた。

　制帽と首に巻いていたクラヴァットを外して麻あさの袋ふくろに入れて馬にかけ、制服の襟をゆるめてリラックスしている。

「もう、ちょっと……っ」

　ふいに、少女の声が降ってきた。

（気のせいか？）

　声がした方角にはいくつかの常緑樹と、その先に崖が続いているだけだ。

　素す通どおりしようとも思ったが、切せっ羽ぱ詰つまったような掠かすれた声だったのが気になった。

　マルクは手た綱づなを繰くって木々の間を分け入った。

（やはり、誰もいない）

　すぐに木々が途切れて岩いわ肌はだが広がる。踵きびすを返したところで、離れた後方からパラパラと小石が落ちる音がした。

（……？）

　小石を辿たどって視線を上げていったマルクは、ギョッとした。

　少女が、崖に張り付いていた。

　高さにすると建物の三階、いやそれ以上だろうか。

　初夏らしい黄色いドレスをなびかせながら、少女はローヒールの両足を突つっ張ぱり、片手で岩の凹おう凸とつを摑んで、もう片方の手は頭上に伸ばしている。その指先には、マルクが見たことのない植物が生えていた。

（おいおい、なにやってんだ）

　周囲には誰もいない。少女は一人で崖に登ったようだ。

「取れた！」

　植物を握った少女が嬉しそうに叫さけんだ瞬間、足場が崩くずれた。

「あっ」

　片手だけで体重を支えられるはずがない。少女は崖から落ち始めた。

　マルクはとっさに鐙あぶみの鉸か具こで馬の腹を蹴った。馬は主人の意図を察して駆け出すが、とても間に合う距きょ離りではない。

　マルクは爪つめが食い込むほど手綱を握り、ギリッと歯を鳴らす。

（一か八か！）

　マルクは片足を鞍くらにかけて馬の上に立ち、跳ちょう躍やくした。

　指先が少女に触ふれ、なんとか小さな身体を引き寄せて抱だきしめた。

　着地まで気を回している暇ひまはなかった。マルクは少女を庇かばいながら地面に転がった。野草が多少のクッションになったが、全身に激しい痛みが走る。

「……っ」

　部位ごとに力を込こめて確かく認にんすると、幸い骨には異常がないようだった。

　マルクは痛みをこらえて身を起こし、腕の中の少女を抱かかえ直した。どうやら無傷のようで、ホッとする。

　今いま更さらながら、一気に冷ひや汗あせが噴き出した。もし間に合わなければ、少女は生きていなかったかもしれない。

「大だい丈じょう夫ぶか」

　マルクは膝ひざにのせた少女の肩を揺らした。

　植物をしっかりと抱え込み、ギュッと目を閉じている少女を改めて見て、マルクは息をのんだ。

　磨き上げられた象ぞう牙げのような肌はだに小ぶりで形のいい唇が色づき、長く豊富な睫毛は力んでいるためか細かく揺れている。豪奢な長いブロンドの巻き毛は光の粒りゅう子しを散らしながら広がり、甘い香りを漂わせていた。

　──まるで天使のような少女だった。

　マルクが硬こう直ちょくしたのは、その容姿のせいだけではない。

　胴どう部は精密かつ上品な金きん襴らんで、そこから立ち上がった糊のりのきいた高いレースの襟、そして宝石がちりばめられた豪ごう華かなドレス。

　その衣い装しょうから、即そく座ざに皇族だとわかったのだ。

　この年代の皇女は、六歳のシャルロットしかいない。

「美しい！」

　少女の声で我に返ると、大きな青い瞳がまっすぐにマルクを見上げていた。
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「あなたは天使？　ここは天国なの？」

　くしくもマルクと同じ感想を持ったらしいシャルロットの言葉に、マルクは眉を寄せた。どこから突っ込んでいいのかわからない。

「違う」

　マルクは端たん的てきに否定した。

「じゃあわたし、助かったのね！　そうそう、この特とく徴ちょう的な葉、やっぱり見間違いじゃなかった。これで兄さまとしている美容薬の研究が進むわ。たくさんの人を美しくできるはずよ。ありがとう！」

　シャルロットは握った植物とマルクを見ながら礼を言った。命を救われたことよりも、珍しい植物を得たことを喜んでいるように見えるのは気のせいだろうか。

「はぁ、とてもドキドキした。貴重な体験ね」

（死にかけたというのに、なぜ嬉しそうなんだろう）

　普ふ通つうの幼い少女なら、泣き出すか震えるかするものだろう。

　笑え顔がおで胸を押さえているシャルロットが理解できず、マルクは眉間のしわを深めた。シャルロット姫は変わり者だと噂で聞いていたが、これは納得せざるを得ない。

「こんな危険なこと、誰かに頼めばいいだろう」

「わたしの代わりに誰かを危険な目に遭あわせるなんて嫌よ。それに、ほしいものは自分で手に入れたいもの！」

　さも当然だという顔をしているシャルロットを見つめて、マルクは絶句した。

　これが皇族の言葉だろうか。本当にこの少女は皇女なのか。

　人としては好ましい考え方なのかもしれないが、上に立つ者としては感覚があまりにもずれていた。

（危険だとわかっているなら崖に登るな）

　そもそも、そこからおかしいのだ。いや、それ以前に、なぜ皇女が一人で宮殿を抜け出しているのだろうか。

「そんなことより、あなたはあちこち怪け我がをしているのね」

（無理をしておまえを助けたからな）

　とマルクは思ったが、口にはしない。シャルロットと話していると、だんだん力が抜けていくようだ。

　少女が皇女なら平へい伏ふくしなければならないのだろうが、まったくそんな気にはならなかった。

「助けてくれたお礼に、早く治る薬をあげる」

　そう言ったシャルロットは、小さな両手でマルクの頰を包み、擦すり傷きずのある額に、頰に、手の甲こうに口づけた。

　シャルロットの突とっ飛ぴな行動と、あまりにも柔らかい感かん触しょくに驚おどろいて、マルクは動けなかった。

「口づけは万ばん能のう薬だと本に書いてあったの。初めて使った特別な薬よ」

　シャルロットはマルクの膝の上で無む邪じゃ気きに微笑んだ。

（それは絵本の話なのでは）

　そうマルクは思ったが、頭が正常に回らない。万能薬というより、なにかの魔ま法ほうにかけられたようだ。

　シャルロットはマルクの頰に触れたまま、「それにしても」と至近距離からマルクを見つめた。

「見るほどに美しい。褐かっ色しょくの瞳はトパーズのよう。通った鼻筋に、形の良いい唇。肌はだ触ざわりもとてもいい」

　シャルロットは無ぶ遠えん慮りょにベタベタとマルクの顔を触さわりまくり、にっこりと微笑んだ。

「誰か！　近衛騎兵連隊の責任者を連れてきて！」

　シャルロットが大声を出した。近くに訓練場があることは知っている。

「皇女殿下」

　マルクはシャルロットを止めようとしたが、皇女は叫ぶのをやめない。ついでにマルクから下りるつもりもないようだ。しっかりと抱きつきながら叫んでいる。

「これはこれは、皇女殿下。どうされましたかな」

　訓練終わりの近衛騎兵のメンバーが、シャルロットの声に気づいて集まっていた。その一人、近衛騎兵連隊長であるリュゼール将軍がシャルロットに声をかけた。マルクの父親でもある。

　将軍はマルクと同じく、近衛騎兵の青い制服を身にまとっていた。右胸と制帽のクラウン部分には国章、そして将校であることを表す徽章や金色のオークリーフが二本装着されている。

「わたしは、この者が欲ほしい！」

　シャルロットはマルクを抱きしめながら、将軍にきっぱりと言い放った。将軍はもちろん、マルクも驚いた。

「愚ぐ息そくのマルクをお気に召めしましたか」

　制帽を脱ぬぎ屹きつ立りつした将軍が問うと、シャルロットは首がもげんばかりに強くうなずいて、マルクの首に回している両腕にギュッと力を込めた。

「……父上」

　マルクは状じょう況きょうについていけずに、助けを求めるように父を見上げた。

　どうしたものかと、将軍は髭ひげをなでてしばし考えるような仕草をする。

　リュゼール将軍はマルクの未来を想像させるような端たん整せいな容姿で、軍人らしい厳おごそかな空気と炯けい眼がんを持ち合わせていた。

「マルクは未熟な騎士見習いでございます。皇女殿下には、ほかに相応ふさわしいお相手がおりましょう」

「マルクがいい！　マルクじゃないとイヤ！　こんなに美しいのだもの、わたしの騎士にならないとおかしいわっ！」

　シャルロットは二度と離さないと言わんばかりに、マルクの胸に顔をうずめた。

（俺はペットやオモチャじゃないんだぞ）

　マルクは困こん惑わくしながらも、悪い気はしなかった。こんなに求められるのは初めてだ。なにしろいずれ遠くに飛ばされる身。考えようによっては、親に「いらない」と言われたようなものなのだ。

「残念ながら、マルクは近々国を出るのです」

「なぜっ!?」

　シャルロットは真っ青になり、この世が終わったかのような悲鳴をあげた。

「マルクは三男ですから……」

　シャルロットはパッと顔を上げて将軍を見た。顔色が桃もも色いろに戻っている。

「マルクに宮きゅう廷ていの官職や領地を約束する。そうしたらマルクをくれる？」

　どうやらシャルロットは、将軍の一言でマルクの状況を把は握あくしたようだ。幼くても皇女、皇位継けい承しょうなどについて耳馴な染じんでいるためだろう。

「どうしたものか……」

　将軍は先ほどよりも真しん剣けんな表情で髭をつまんだ。




　かくしてシャルロットは、マルクを好きなときに好きなだけ呼びつけることができる権利を得た。

　シャルロットは六歳、マルクは十一歳。

　これが二人の初めての出会いだった。

　マルクは当初、シャルロットに恭うやうやしく接していた。相手は皇女で、養子に行かなくてすむようにしてくれた恩人でもある。

　しかし、マルクの都合もお構いなしで昼夜を問わず毎日何度も呼び出され、マルクはシャルロットに対して、だんだん遠えん慮りょのない態度になっていく。

　そうやってマルクがいくら迷惑をこうむっても、シャルロットから逃げ出せないのには訳があった。

　リュゼール将軍はちゃっかり、マルクのための爵位を皇帝に要求していたのだ。

　皇帝としても、ヤンチャな娘にお目付け役ができるのは願ってもないことだった。シャルロットの逃とう亡ぼう癖へきに頭を悩なやませていたからだ。

　父は娘に交こう換かん条件を出した。

「マルクをおまえだけの騎士にしてやろう。その代わり、一人で勝手な行動をしないこと。どんな授業でも逃げずに受けること。成績を落とさないこと。一つでも破れば、二度とマルクには会わせない」

「むむむ、マルクをわたしの騎士にするためならば、仕方がない……」

　シャルロットはしぶしぶと承しょう諾だくした。

　マルクに選せん択たくの余地はなく、そのほかの者たちの利害は完全に一いっ致ち。

　こうして爵位と引き換かえに、マルクはシャルロットの専属騎士になった。

　シャルロットがマルクを気に入ったきっかけは容姿だったが、文句を言いながらもシャルロットの難題に応える完璧な騎士になり、かけがえのない存在になっていった。




　宮廷で〝シャルロット皇女の二大犠ぎ牲せい者〟と囁ささやかれている二人目は、侍女のアンヌ・ポワソンだ。

　一時期、シャルロットには決まった侍女がいなかった。

　着き替がえも、入浴も、就しゅう寝しん時の読み聞かせも侍女の仕事。世話係の侍女は常に視界に入る。だからシャルロットは納得のいく美しい侍女を求めていたのだが、なかなか見つからなかった。

　そもそも皇こう宮ぐうの侍女たちは容姿端麗な貴族の息女ばかりなのだが、美に傾けい倒とうするシャルロットの審しん美び眼がんは厳しい。「美しさが足りない」とシャルロットに言われた侍女候補たちは、気を悪くして去っていった。

　結局しわ寄せはマルクにきて、本来侍女がするべき仕事まで押し付けられる始末だった。

　ある日、シャルロットがいつものようにベッドに引きずり込んで朗読をさせたマルクに、

「頼むから、侍女に仕事を振ってくれ」

　と真顔で懇こん願がんされた。

　マルクといるのが嬉しくて、つい頻ひん繁ぱんに呼び出していたのだが、相手はどうも本気で迷惑がっているようだとようやく気づいたシャルロットは、真面目に侍女を探すことにした。




　同じころ。

　十四歳のアンヌ・ポワソンは、初めての夜会に出席していた。

　親に課せられた目的は、金持ちの貴族に気に入られて、結婚すること。

　アンヌは田舎いなかの男だん爵しゃく家の娘で、このままではポワソン家の存続が危あやうかった。

　両親と兄は、アンヌの美貌に望みを託たくして皇宮に送り出した。家族の命運はアンヌにかかっていると言っても過言ではない。

（けれど、イヤなものはイヤ）

　貴族の子息たちに囲まれて笑顔で話しながら、アンヌはネガティブな気持ちを扇で隠す。

「一曲、踊おどっていただけますか？」

　公こう爵しゃくがアンヌに手を差し伸べた。

　この夜会では、トップクラスの金持ちだ。アンヌが「はい喜んで」と答えるはずだったその言葉は、小さな影に遮さえぎられた。

「ちょっと待った！」

　声の主は、年とし端はもいかない少女だった。仁に王おう立だちになり、アンヌたちに向かって小さな手の平を突き付けている。

「やはり！　なんと美しい！」

　少女は両手を組んで、アンヌに向かって興奮したように叫んだ。

　突とつ然ぜんのことに、アンヌは啞あ然ぜんとする。

「わたしほどになると、会場に入った瞬間にわかったわ。頭の中の〝美しいもの探知機〟がビンビンなんだもの」

　可愛かわいらしい少女は腰こしに手を当てて誇ほこらしげにしている。

　ざわざわとしている周囲の声で、少女は皇女のシャルロットだとわかった。「変わり者の姫」の噂は、田舎に住んでいるアンヌの耳にも入っていた。

　アンヌはシャルロットによって廊ろう下かに連れ出されると、ギュッと両手を握られた。

「わたしの侍女になってほしいの！」

　まるでプロポーズをするかのような熱ねつ烈れつな瞳だった。

「皇女殿下の、侍女」

　アンヌの聡そう明めいな頭脳が計算を開始する。

　さきほどの公爵は皇族の血筋で爵位も財産も申し分なかった。比ひ較かくする皇女は、まさに皇族。国のトップの家系だ。

　皇族の侍女ともなれば、その肩かた書がきだけで箔はくがつく。俸ほう給きゅうも相当なものだろうし、これほど熱心ならば、更さらに上乗せ要求をしても受け入れられるかもしれない。

　しかも部屋付きの第一侍女になれば、主と同等の権力を持ったも同然だ。相手は子ども。たとえ変わり者だとしても、いくらでも手て懐なずけられるはずだ。

　皇宮には王侯貴族が集まるので、働きながら納得できる結婚相手を探せばいい。

　そこまで瞬しゅん時じに弾はじき出したアンヌは、にっこりと微笑んだ。

「光栄ですわ皇女殿下。喜んでお受けいたします」

「やった！　ありがとうアンヌ！」

　──こうしてアンヌは侍女に召し上げられた。

　このとき、シャルロットは十歳、アンヌは十四歳。

　皇女の侍女になることを告げると、家族から拍はく手しゅ喝かっ采さいを受けた。

　打算から始まった侍女生活は、想像以上に忙いそがしかった。本来は五人以上で分担するはずの侍女の仕事を、アンヌは一人でこなさなければならなかったからだ。

　しかし、仕事はそれほど苦ではなかった。

　キラキラした瞳で見上げてくるシャルロットは、まるでなついた愛あい玩がん動物のように可愛かったのだ。

　アンヌは思おも惑わく通りにあっさりと部屋付きの第一侍女になり、そしていつしか、損得抜きでシャルロットに仕えるようになっていた。
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　隣国に行こうと決めた、その日の夜。

　シャルロットはアンヌとともに、自室で旅立ちの準備を進めていた。

　とはいえ、国の警備を潜くぐり抜けてお忍びで皇宮を抜け出すのは簡単ではない。荷物をまとめ終わると、二人は隣国へ行く作戦を練った。

　いい案が出ずに悩んでいると、コンコンと部屋のドアがノックされた。アンヌがドアを開けると、制服姿のマルクと従卒のピエールが立っていた。

「どうだ、お忍び作戦は順調か」

　アンヌに促されて入室したマルクは、テーブルを挟んだシャルロットの向かいのソファに座った。シャルロットは唇を内側に丸めるようにすぼめる。

「いま考えているところよ。なかなか難しくて」

「そうだろうな」

　マルクは長い足を組んで、シャルロットに視線を向ける。

「手伝ってやろうか」

「いいの？　マルクは反対なのでしょ？」

「不本意だが、おまえの護衛騎士として、仕事はしないといけないしな」

　マルクの泰たい然ぜんとした態度に、後ろに立つピエールはニヤニヤと笑う。

「マルク様は素す直なおじゃないですね。食事や着き替がえすらしないで、さっきまで姫様のためにずっと走り回って……イタタタタッ、痛いですよマルク様ぁ」

　振り向いたマルクがピエールの頰を引っ張っていた。

「協力してくれるのね、やった！　ありがとうマルク！」

　シャルロットは飛とび跳はねるようにソファから立ち上がると、マルクの隣となりに移動した。

「善は急げよ！　明日出発したい！」

　シャルロットは瞳を輝かせてマルクの顔を覗のぞき込んだ。

　マルクは「そう言うと思った」と口角を上げる。

「その代わり、俺の言うことは絶対に守れよ。勝手なことはしないように」

「わかったわ。さすが、わたしのマルク！」

　シャルロットはマルクに抱きつき、胸むな元もと辺りの白いクラヴァットに小さな顔をうずめた。シャルロットは彫ちょう刻こくの英えい雄ゆうのように、無駄なく引き締しまったマルクの身体に触れるのが大好きだ。

「これは旅の荷物ですか？　ボクが預かっておきますね」

「わたくしも手伝いますわ」

　ピエールが荷を持って部屋を出ようとするのに、アンヌも付き添っていく。

　部屋にはシャルロットとマルクだけになった。

「マルクがわたしの部屋に来るのは久しぶりね」

「招しょう請せいが寄せられていた国に両陛下がご訪問され、先日までそれに同行していたからな」

「それだけじゃないでしょ」

　シャルロットは不満そうに頰をふくらませてマルクを見上げた。

「辺境の警備だとか、諸外国に親書を運んだりとか、皇宮を出てばかり。マルクはわたしの騎士なのに」

「仕事なのだから仕方がないだろう」

「この一年で急にじゃない。それまでは毎日のように一いっ緒しょにいたのに。その前には一年間も国を空けたのだから、遠えん征せいは控えるべきだわ」

「寂さびしかったのか」

「あたりまえよ！」

「……そうか」

　微び笑しょうするマルクの表情を見て、シャルロットは「あれ？」と思う。

（いつもと、マルクの雰ふん囲い気きが違う気がする）

「なんだ？」

　シャルロットが至近距離から凝ぎょう視ししてくるので、マルクは軽くのけぞって距離をとった。

「わかった！　ここにしわがないのね！」

　シャルロットはズビシッとマルクの眉間に人差し指をつきつけた。デフォルトのように、常に深く刻まれている眉間のしわがない。

（そういえば、マルクが眉を寄せるようになったのって、いつからだったかしら）

　以前はそんなことはなかったはずだ。不ふ機き嫌げんそうなマルクも美しいので、シャルロットはあまり気にしていなかった。

「いつまでやっているんだ」

　マルクはシャルロットの指を外した。

「明日からの旅は、俺も楽しもうと思っているだけだ」

　そのマルクの言葉には決意の片へん鱗りんが含ふくまれていたが、シャルロットは気づかない。

「きっと素敵な旅になるわ！」

　シャルロットは根こん拠きょのない自信に満みち溢あふれ、満面の笑みを浮かべる。

「そうだな」

　マルクはクスリと笑ってシャルロットの頭に手をのせると、皇女の笑顔がほろりととろけた。







　翌朝。

　シャルロットはアンヌと足場の悪い岩場のトンネルを歩いていた。一定間かん隔かくで壁かべに灯ともった燭しょく台だいが設置されているものの、薄うす暗ぐらい。

　ここは、皇宮から外部に続く隠し通路だ。一部の王侯貴族しか知らない。シャルロットはその存在を把握していたが、使用するのは初めてだった。朝日を合図に自室を出て、この隠し通路を使って外に出てくるようにマルクに指示されていた。

「まさかこんなところにあったなんて知らなかったわ！　極ごく秘ひの隠し通路ってステキな響きね！」

「……足元にお気を付けくださいませ、シャルロット様」

「大丈夫よ。今日の服は軽くて動きやすいしね」

　シャルロットは旅が楽しみすぎて一いっ睡すいもできなかったが、軽い足取りで進んでいく。一方、主に付き合って睡すい眠みんをとらなかったアンヌは、体力を削けずられて既に息が切れていた。

　二人は質素な町娘の格好をして外がい套とうを羽織っていた。常に丁てい寧ねいに結ゆい上げられているシャルロットの長い髪かみは、首の後ろで無造作に束ねられている。

　ヴァローズ帝国からシュルーズメア王国までは、どんなに急いでも一いっ泊ぱくする必要がある。普段の二人の格好では目立ちすぎるため、昨夜のうちにマルクがピエールに運ばせた服だった。

　しばらく歩くと前方に明かりが見えてきた。大きな岩が互たがい違いに設置され、グネグネと歩かされたあとに、視界が開けた。

「裏庭に繫つながっていたのね」

　狭い通路から解放されて、シャルロットは伸びをした。

　前方にはしばらく平地が広がっていて、その奥に緑の茂しげった低山がある。皇族専用の狩しゅ猟りょう場だ。軍人たちが使っている訓練場もこの近くに点在している。

　近くにある川のせせらぎや鳥のさえずり、初秋の虫の音も聞こえてきた。すっかり周囲は明るくなっている。空気の澄すんだ爽さわやかな朝だ。

　そして。

「あっ、マルクだわ！」

　遠くに馬車と、その前に立つマルクとピエールを見つけて、シャルロットは駆け出した。

「シャルロット様、走ると危険ですわ」

　アンヌも慌てて追いかけた。朝あさ露つゆに濡ぬれた草が靴くつを湿しめらせる。

「マルク！」

　シャルロットは勢いをつけたまま、まるで体当たりのようにマルクに飛びついた。慣れたもので、マルクは涼すずしい顔で衝しょう撃げきを受けとめる。

「マルク、おはよう！」

「おはよう」

　マルクは装そう飾しょくのまったくないグレーのシンプルなダブレットを身に着けている。シャルロットたちと同じように目立たない服装だ。ピエールはいつもと変わらず、ライトブラウンのヴェストにキュロット姿。二人とも細身の剣けんを携けい帯たいしている。

　身軽な服装のせいか、マルクの表情は普段よりも明るいように見えた。

「誰にも見られずに、部屋を抜け出せたか？」

「もちろんよ！　なんだかスパイみたいで楽しかったわ。ね、アンヌ」

「え、ええ」

　やっと追いついたアンヌは、息も絶え絶えに答えた。完かん徹てつの上に全力疾しっ走そうさせられるとは。さすがのアンヌもシャルロットのテンションに振り回され気味だ。

「マルクのおかげよ」

　シャルロットの白い肌は昂こう揚ようで桃色に染まっていた。新しいオモチャを与あたえられた子どものようだ。

「よかったな」

　マルクがシャルロットの形のいい頭に手をのせると、シャルロットは嬉しそうに笑って、マルクの胸に頰を擦こすりつける。

「シャルロット様」

　アンヌが控えめにシャルロットの手を引いた。

「旅先では、そんな子どものような行こう為いはいけませんわ」

　珍しくアンヌが釘をさす。

「えっ、わたしは心身ともにピカピカに磨き上げた立派なレディよ！」

「そうですわね、これから大人の恋をするレディですわ。相応の振ふる舞まいをお忘れなく」

　アンヌの言わんとしていることが、シャルロットにも伝わった。

（そうよね、素敵な恋をするために、気を引き締めなければ！）

　シャルロットはこくりとうなずいた。

「さぁ、見つからないうちに敷地を出ちゃいましょう！　乗ってください」

　ピエールが馬車の折りたたみ式の階段を降ろし、扉とびらを開ける。彼はリュゼール家の厩きゅう舎しゃ係なので、馬の扱あつかいはもちろん、御ぎょ者しゃとしての腕うで前まえも確かだった。

　馬車は四人乗りで四輪のキャリッジだ。手入れの行き届いた黒く凛り々りしい青あお鹿か毛げの馬が二頭繫がっている。

　マルクとピエールがサポートして女性二人を馬車に乗せると、マルクも乗り込み、ピエールは階段を戻して御者台に座った。

「では、出発しますよ！」

　声とともにピエールが鞭むちで合図をすると、馬が走り出した。シャルロットは窓を開けて、流れ込んでくる風を浴びる。




　いよいよ、シャルロットの恋探しの旅が始まった。
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「そろそろ、シュルーズメア王国ね」

　シャルロットはワクワクしながら、馬車の窓から外の景色を眺ながめている。

　国境に関所は設置されておらず、この辺りは放牧された牛や羊などが草を食はむような牧歌的な風景が広がっていた。

　帝てい国こくを出てから、丸一日が経過していた。

　昨夜は帝国内の宿屋に泊とまった。ある程度の安全性と治安の担保に、主に下級貴族が利用する宿をマルクが選び、旅の一日目は無事に終しゅう了りょうしていた。

「ウィリアム殿でん下かとお会いする日が待ち遠しいですわね、シャルロット様」

　そう声をかけてくる侍じ女じょに、シャルロットは目を向けた。庶しょ民みんの質素な服装でも、アンヌは輝かがやくほど美しい。それに加えて、頭もよく仕事は完かん璧ぺきだ。

「アンヌはどんな男性が好みなの？」

　シャルロットは気になって、隣となりに座るアンヌに尋たずねた。

「わたくしが舌を巻くほどの、頭脳明めい晰せきなかたを探しています」

「それは難なん儀ぎだな」

　マルクは斜ななめ向かいのアンヌを流し見た。彼はこの侍女の計算高さをよく知っている。

「そうおっしゃるマルク様は、どんな女性がお好みなのですか？」

「そういえば、聞いたことがなかったわね！」

　シャルロットが興きょう味み津しん々しんという表情で正面のマルクに顔を向けた。

「俺を巻き込むな」

　マルクは腕うでを組み、車窓の外に目を向けた。これ以上話を振ふってくれるな、という態度だが、残念ながら馬車の中で逃にげ場ばはない。

「照れなくてもいいじゃないの」

「俺が照れているように見えるのか」

　マルクの表情を文字にできるなら「迷めい惑わく」と読み取れる。

「マルク様は、山のように舞まい込んでくる縁えん談だんをすべて断っているそうですわね」

「えっ、そうだったの？」

　アンヌの言葉にシャルロットは驚おどろいた。初耳だった。

「人気があるのは当然ですわ。シャルロット様が手放しで認める容姿に加え、この若さで既すでに伯はく爵しゃくに叙じょされ、騎き士しとしても出しゅっ世せ頭がしらですもの。世の女性が放っておくはずがございません」

「確かに！　さすがわたしのマルク！」

　シャルロットは感かん嘆たんした。

「やめろアンヌ」

　マルクはきまりが悪そうだ。アンヌは「事実ですわ」と微笑ほほえむ。

「それで、マルクはなぜ結けっ婚こんしないの？」

　シャルロットは心底不思議そうにマルクを見る。

　マルクは眉まゆを寄せ、ため息をついた。

「それをおまえが言うのか」

「ん？」

　マルクは更さらに近づいてきたシャルロットの頭に手をのせて、くしゃっとかきまぜた。

「手のかかる姫ひめのお守もりがあるからに決まってるだろ」

「わたしのせい!?」

　ひゃあっと喜んでいるともとれる悲鳴をシャルロットはあげた。

　馬の蹄ひづめや車輪が地面を削けずる音が変わり、馬車の揺ゆれが少なくなった。舗ほ装そうされた道になったのだ。

　周囲の景色も石造りの建物に囲まれるようになり、更に進むと広大な敷しき地ちを取り囲む壁かべが現れる。シュルーズメア王国の貴族街だ。

　しばらくして、馬車が一いっ軒けんの屋や敷しきの敷地に入っていった。

「到とう着ちゃくです。お疲つかれさまでした！」

　御ぎょ者しゃ台にいたピエールが素す早ばやく降りて、階段を用意してドアを開けた。

　シャルロットが降りると、手入れをされたバラ園に囲まれたレンガ造りの屋敷が目の前にあった。

　この屋敷はシュルーズメア王国に住む子し爵しゃく家の別べっ荘そうで、使用人ごとマルクが借りた。

「国王が主しゅ催さいする明後日あさっての夜会に、ここの子爵家の名で出席できるよう手配している」

　隣りに並んだマルクが伝える。

「夜会に参加できるのね！」

「そうでもしないと、王子に近づくことすらできないだろ」

「さすがマルク！」

　いつものようにシャルロットがマルクに抱だきつくと、馬車の音に気づいて出で迎むかえにきた使用人たちがギョッとしていた。

（いけない、淑しゅく女じょらしい振る舞いをしようと決めたばかりだったのに）

　幼い頃ころからの癖くせはなかなか抜ぬけない。シャルロットからしたら、お気に入りの人形に抱きつくのに近い感覚なのだ。

　シャルロットはマルクから離はなれて、コホンと咳せき払ばらいをした。

「でも、偽にせ者ものだと気づかれたら大変じゃない？　帝国のスパイだと勘かん違ちがいされたら、それこそ国際問題に……」

　取とり繕つくろうように聡そう明めいぶって見せるシャルロットに、「初めからそう言っているだろう」と言わんばかりに、マルクは眉を寄せる。

「招待状は本物だから入る際には問題ない。そのほかにも手回しをしているが、会場では目立つなよ」

「わかったわ」

　マルクの言葉に、シャルロットは生き真ま面じ目めそうにうなずいた。

　それからは使用人に部屋を案内され、それぞれ別行動となった。

　これからは子爵家の息女として振る舞うので、貴族らしいドレスに着き替がえるかとアンヌに聞かれたが、動きやすい今の衣い装しょうが気に入ったシャルロットは断った。

　それに、この服装のままならば周囲を散策できるだろう。初めての国に好こう奇き心がムクムクとわいてくる。まだ昼を過ぎたばかりだ。部屋にこもっていてはもったいない。

　しかし、シャルロットは一人で行動することを固く禁じられている。

「アンヌはどこに行ったのかしら」

　一通り荷物の整理が終わると、使用人たちに屋敷を案内してもらうと言って出て行ったきり、アンヌが戻もどってこない。

　ウロウロしていると、裏庭で馬の世話をしているピエールを見つけた。

「アンヌ様はまだ屋敷の方々に案内されていますよ。国が違ちがうと覚えることも多いのでしょうね。マルク様は出かけました。ボクもついて行きたかったんですけど、頑かたくなに拒きょ否ひされてしまってションボリです」

　ピエールは肩かたを落とした。

「ピエールも手はあかないの？」

「はい。急いで走らせたので、馬たちに無理させちゃったんですよね。しっかりケアをしてあげないと！」

　ピエールが馬をなでる。

　シャルロットが隣りん国ごくに行くのをあまりにも楽しみにしていたので、ピエールは気を使ったらしい。どうりで到着が早かったわけだ。

「ありがとう。ピエールもゆっくり休んでね」

　シャルロットは礼を言ってその場を立ち去った。

「誰だれもつかまらない。困ったわ……」

　と、シャルロットがトボトボと歩いたのは三歩までだった。

「一人で行動するなと言われたのは帝国。でも、ここは隣国だから約束は無効ね！」

　シャルロットは都合よく解かい釈しゃくして、意い気き揚よう々ようと街に出かけた。

　普ふ段だんなら美白対策としてアンヌに日ひ傘がさを差してもらうのだが、今はひとりなので入念に日焼け止め入りの美容液を塗ぬった。これは美を探求するシャルロットが開発し、貴族の間でも流行はやっている商品だ。

「街並みはそこまで帝国と変わらないわね。でも空気が違う。こちらのほうが内陸だからね」

　シャルロットは青空の下で深呼吸する。石いし畳だたみの道を跳はねるように歩くと、ハーフアップにしている腰こしまであるブロンドの髪かみやチュニックワンピースの裾すそが踊おどるように揺れた。

　主に三階建ての石やレンガの外がい壁へきに、素す焼やきのテラコッタなどで装そう飾しょくされた外観が並んでいる。露ろ店てんを覗のぞくと、見たことのない商品もあった。

　購こう入にゅうしたいところだが、シャルロットは現金を持ち合わせていない。眺めて楽しむことにする。

「そういえば、一人で散歩するのって久しぶりね」

　美容薬の素材集めは必ずマルクかアンヌが一いっ緒しょだったし、危険だと言われて行かせてもらえないこともあった。

（読んだ小説で、城を抜け出した王女がこうして城下町を歩いているときに、運命の人と出会うシーンがあるのよね。ステキ！）

　主人公の王女がはぐれ者たちに絡からまれているところを、紳しん士しに助けられるのだ。

「ほら、もっとあるだろ。隠かくしてねえで出せよ」

　賑にぎやかな商店街にそぐわないだみ声が耳に入った。

（そうそう、こんな感じで絡まれて……ん？）

　その声は想像ではなく、実際に聞こえてきたものだった。

　シャルロットがそちらに足を向けてみると、一人の男性を五人の男性が囲んでいるようだった。

　大通りから外れているとはいえ、人通りは多いのに誰も助けようとしない。こういうことは日にち常じょう茶さ飯はん事じなのだろうか。

　服装からして、五人が平民、囲まれている一人が貴族のようだ。貴族といっても身に着けているダブレットはあまり質のよくない麻あさが使われているので、下級だと思われる。だからこそ従者などを連れておらず、一人でいるところを狙ねらわれたのかもしれない。

「もう渡わたしただろう。私はこれ以上持っていない」

　二十代前半くらいの貴族は震ふるえあがっている。

「貴族様の所持金がこれっぽっちなわけがねえだろ。痛い目にあわされたくなければ、全部出せよ」

　ガラの悪い大おお柄がらの男が小こ袋ぶくろを振る。チャリチャリと金属がこすれる音がした。

「だから、噓うそなんて……」

「やめなさいっ！」

　シャルロットがその場の男性達に声をかけた。仁に王おう立だちになってバーンと片手を突つき出だす少女を見て、男たちが一いっ瞬しゅん固まる。しめたとばかりにシャルロットは貴族の男の手を引っ張って、輪の中から引き出した。

「おいっ、なにしてくれてんだよ」

「それはこちらのセリフよ。寄ってたかって恥はずかしくはないの？　男の風上にも置けないわ。実に醜みにくい！」

　卑ひ怯きょう者が嫌きらいなシャルロットがまくしたてるが、男たちはシャルロットに見み惚とれて聞いていなかった。

「おい、こんなベッピン見たことねえぞ」

「まぼろしか」

　男たちは目を擦こすったり、ぼんやりしていたりする。

「わたしが美しいのは当たり前よ。日々どれだけ努力していると思っているの。美は内面から宿るの。そんなことをしているから、あなたたちは醜いのよ。善行を重ねて美の徳を積みなさい！」

　さっさと逃げればいいのに、シャルロットはわざわざ一人一人に指を突きつけて説教をするので、見惚れていた男たちが我に返ってしまった。

「なっ、なにわけのわからねえこと言ってんだ」

「痛い目にあいてえようだな」

「傷はつけるなよ。この女は金になるぞ」

「あら、わたしがお金を生むって、なぜ知っているの？」

　シャルロットは得意げに胸を張った。

「長年の研究の成果で、美容品のブランドをいくつも立ち上げているの。どれも好評よ。美しい肉体は美しい精神に宿るけれど、逆もしかり。あなたたちも美しくなればきっと心が綺き麗れいになるわ！　取り上げたお金を返して『悪いことをしてごめんなさい』と謝るなら、新作の美容薬をあげてもいいのよ」

「コイツはなんの話をしてるんだ」

　斜め上からの返しに再び男たちはたじろいだが、今度は立ち直りが早かった。

「話しても無む駄だだ。とにかく、この女を連れて行け」

　シャルロットは両側から腕を取られた。

「ちょっと、手までガサガサじゃない！　それに、そんなに不ふ摂せっ生せいが表れてる肌はだじゃ、特製の美容薬でも助からないレベルよ!?　早さっ急きゅうに対処しないと手て遅おくれになるわ！」

「意味がわからん。女を黙だまらせろ」

　精神的に疲ひ労ろうした男たちによってシャルロットの口に布が巻かれているとき、鋭するどい声がした。

「その女性を放せ！」

　視線を向けると、身なりのしっかりとした長身の男性が、男たちに剣けんの刃は先さきを向けていた。上等な胴どう衣いと所作だけで、地位の高い貴族だとわかる。

　サラリとしたプラチナブロンドの髪に、透とう明めい感のあるアッシュブルーの瞳ひとみ。二十歳前後だろうか、陶とう器きのような肌が彫ほりの深さを際きわ立だたせている。

　シャルロットは囚とらわれたまま瞠どう目もくした。

「なんと美しい！」

　場ば違ちがいなシャルロットの叫さけびは、幸いにも口を塞ふさいでいる布に吸い込まれた。

「なんだおまえは！　こんな上玉、手放すわけがねえだろ。消えろ！」

　男の一人が近くの空き瓶びんを剣けん士しに投げつけた。至近距きょ離りにもかかわらず、剣士は瓶を避よけると同時に踏ふみ込んで斬きりつけ、返す手で剣がひらめいた。

　剣士が元の位置に戻った瞬しゅん間かん、貴族から取り上げていた小袋と、男の髪の一部が地面に落ちた。

「なっ……髪が！」

　男の頭部は一ひと房ふさほど髪が切られて、頭皮が見えている。

「僕は剣よりも銃じゅうのほうが得意だから、次は狙いが外れるかもしれないな。首をはねてもいいならまとめて面めん倒どうをみてもいいが、どうする？」

　再び剣士に刃先を向けられた男たちは、顔を見合わせた。

「銃って……、おい、もしかして噂うわさの」

「おそらく、本物だ。剣の鍔つばに国章が彫ほられてる。マジで街に現れるのかよ」

「相手が悪い」

　男たちはうなずき合って、シャルロットを解放して逃げて行った。

「二度と悪さをしてはダメよ！」

　シャルロットは口の布をはぎ取って男たちの後ろ姿に向かって叫んだ。それから「汚けがらわしいったらないわ」と、男たちに触ふれられたところを薬品で消毒した。

「あの、さっきはありがとうございました」

　そうシャルロットに礼を言ってきたのは、男たちに囲まれていた貴族の男性だ。どうやら貴族はシャルロットに助けられたあと、助けを呼びに行って、剣士を連れて来たようだ。

　シャルロットは落ちた小袋を拾って男性に渡す。

「わたしはなにもしていないわ。お礼なら彼に言って」

（絡まれているところに助けに現れるなんて、まるで小説の中の王子様みたい！）
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　物語のようなシチュエーションにウキウキしながら、シャルロットが長身の剣士を見上げると、剣を鞘さやにおさめたばかりの彼と視線が合った。

　剣士の目が大きく見開かれる。

「まさか……。いや、こんなところにいるはずが……。しかもそんな格好で」

　剣士は戸と惑まどうようになにか言っている。

　それに構わず、改めて端たん整せいな顔を近くで見たシャルロットは、礼を言うのを忘れて吐と息いきとともにうっとりとつぶやいた。

「美しい……」

　すると剣士は銀色の睫まつ毛げをまたたかせてから、腹を押さえて笑い出した。

　突とつ然ぜん笑い出した剣士を、シャルロットはキョトンとして見つめた。

（わたしはなにか、おかしいことを言ったかしら？）

　シャルロットの発言で、意図せず相手を怒おこらせたり笑わせたり困らせたりすることはよくあることなので、普段はあまり気にしないのだが、さすがに剣士は笑いすぎな気がした。

「間ま違ちがいない。第一声がそれだなんて。変わらなすぎだよ」

　クスクスと笑いながら剣士はシャルロットを見つめる。

「久しぶりだね、シャルロット。僕を覚えていない？」

「わたしのことを知ってるの!?」

　今度はシャルロットが驚く番だ。

（どなたかしら。こんなに美しいのだから、わたしが忘れるはずがないのに。だけど、シュルーズメア王国に知人なんていないはず）

　シャルロットは頭をひねるが、なんにも引っかからなかった。

「殿下の手を煩わずらわせてしまって申し訳ございませんでした。私の代わりにこの女性が大変なことになるかと思うと、パニックになってしまって」

　貴族は遠くに停とまっている馬車に目を向けた。

　周囲に助けを求める際に前方不注意で馬車の前に飛び出してしまい、乗っていた剣士に事情を話したという流れのようだ。

「構わない。民たみのトラブルは国も解決する責任がある。それに彼女に会えるなんて、こちらこそ感謝しなければいけない」

「殿下？」

　シャルロットは貴族の言葉を繰くり返かえした。

「こちらはウィリアム殿下です。あなたもただ者ではないとお見受けしておりましたが、殿下とお知り合いだったのですね」

　深入りしないほうがいいと判断したのか、貴族の男はもう一度礼をすると足早に去っていった。

「ウィリアム、って……」

　シャルロットの声に反応して剣士、もといシュルーズメア王国第一王子のウィリアム・シュルーズメアが微笑んだ。プラチナブロンドの髪が陽光を反射して輝く。

　この国に来た目的。

　第一王子のウィリアムに出会うこと。

　そしてあわよくば、ウィリアムと恋れん愛あいをすること。

（いきなり出会っちゃったわ!!）

　あまりに予想外なことに、シャルロットの口がぽかんと開く。

「僕を思い出した？」

　至近距離からアッシュブルーの瞳にねだるように見つめられ、シャルロットはドキリとした。

　思えば家族やマルクたち以外の異性とこんなに近くで話すことなんてなかった。

（どこで会ったのかしら。夜会？　そうなると人数が多すぎて……）

　シャルロットは美容薬の研究に明け暮れていて、数えるほどしか夜会に顔を出していなかった。それでも一度に何百人も集まるし、シャルロットは興味のないことはすぐに忘れてしまう。

「ウィリアム……」

「シャルロット！」

　ヒントをもらおうと声をかけたとき、シャルロットを呼ぶ声が聞こえた。

「あっ、マルクだわ」

　ものすごい勢いでマルクが走ってくる。ウィリアムもそちらに顔を向けた。

「勝手なことはするなと言っただろうっ」

　マルクはシャルロットを探して街を走り回ったのだろう。珍めずらしく息を切らし、肌がうっすらと上気して、額には汗あせに濡ぬれた前まえ髪がみが張り付いている。

　そんなマルクも美しいと思ったが、それを口にすると雷かみなりが落ちることはさすがのシャルロットにもわかったので、ぐっとこらえた。

「それは帝国での話だから無効だと……」

「俺は一昨日、『勝手なことはするな』『俺の言うことは絶対に守れ』と、そう言ったはずだ」

　旅立つ前日、シャルロットの部屋でのことだ。最近なので、すぐに思い出せてしまう。

（そうだった）

　初めての街に舞いあがって、うっかり忘れていた。

「ごめんなさい」

　シャルロットはシュンとうなだれた。

「二度目はないからな」

　言葉は厳しいが、マルクのその声は柔やわらかかった。シャルロットの無事がわかって、怒いかりよりも安あん堵どが勝ったようだ。

「……っ」

　そこでマルクはウィリアムに視線を向けて、困こん惑わくした表情を浮うかべた。

　遠くからシャルロットを見つけたときに、身なりのいい男性と話していることはすぐにわかった。シャルロットの安全が確かく認にんできたので叱しかることから始めたが、思っていた以上に男性の階級が高いと察し、言葉に詰つまったのだ。

「ウィリアム殿下、そろそろ」

　馬車からやってきた従者がウィリアムに声をかけた。その言葉でマルクも相手がわかり、慌あわてて敬礼する。それをウィリアムは制した。

「いいよ、気にしないで。きみは今でもシャルロットと一緒なんだね」

「今でも？」

　マルクが眉まゆ根ねを寄せる。

「ウィリアムは以前、わたしと会っていたみたい。マルクもそうなのね」

「いや、そんなはずは……」

　とっさのことに、マルクは言葉が出ないようだ。

「僕はもう行かなきゃ。ねえシャルロット、いつまでこの国にいるの？」

「あまり長くはいられないだろうけど、数日は……。ね、マルク」

　マルクはうなずいた。

「それなら、明後日の夜会に招待していい？」

「もともと出席する予定よ。また会えるわね！」

　そうなんだ、とウィリアムは破顔した。

「夜会の前にも会えないかな。デートしよう」

「ええっ」

　シャルロットは思わず声をあげた。願ってもない誘さそいだが、急展開すぎて喜びより戸惑いのほうが大きい。

「都合が悪い？」

「まさか！」

　シャルロットは濡れた犬が身体からだを乾かわかすような勢いでぶんぶんと首を横に振る。その様子にウィリアムは笑えみを深めた。

「よかった。明後日はどこに迎むかえに行けばいい？」

　シャルロットは仮宿である子爵家の住所がわからないので、マルクから伝えてもらった。

　ウィリアムは二人に別れのあいさつをして、颯さっ爽そうと去っていった。

「どうやったら街中で王子と遭そう遇ぐうできるんだ」

　マルクは何度目とも知れない、未知の生物を見るような視線をシャルロットに向けた。

「ふふふ、実はね」

　シャルロットは屋敷から出てマルクが迎えに来るまでの一連の流れを説明した。

　途と中ちゅうでマルクのこめかみに破は裂れつせんばかりにハッキリと血管が浮きあがったが、彼は黙って最後まで聞き遂とげた。

「危険なことに首を突っ込むなと我ながらあきれるほどしつこく言っているのに。おまえには言葉が通じない」

　シャルロットが話し終わると、マルクは怒りを通とおり越こして悲ひ嘆たんにくれるように手で顔を覆おおった。

「ドンマイ！」

「誰のせいだ」

　再び怒りのボルテージが上がりそうなマルクに、「それより！」とシャルロットは話を替かえた。

「聞いていたでしょ、ウィリアムにデートに誘われたのよ。なんという僥ぎょう倖こう！」

「まったくだ。一生分の運を使いきったな」

　マルクは同意した。

　隣国に来て早々、シャルロットは願いどおりに、まるで小説のように容姿も立ち居振る舞いも完璧なウィリアムと偶ぐう然ぜん出会えたのだ。

　誘われたということは、相手もシャルロットを憎にくからず思っているのだろう。しかも、過去にシャルロットと会っているという。

「ああ、これぞ運命！　まさに運命の恋こいが始まらんとしているんだわ！」

　シャルロットは両手を組んで、芝しば居いがかった様子でくるりと一回転した。

　マルクは苦く笑しょうぎみに口角を上げて、シャルロットの頭に手をのせた。

「よかったな、シャルロット」

「ええ！」

　シャルロットは満面に笑みを浮かべながらうなずいた。

「でも、ちょっと不安だわ。デートなんてしたことがないもの。失敗してしまったらウィリアムに申し訳がないし」

　シャルロットは眉をハの字に下げた。

「そういうものに、失敗もなにもないだろう」

「わたしは皇こう宮ぐうからあまり出たこともないし、世間知らずだとウィリアムにがっかりされるかも……」

　姉に言われたとおり、運命の人にいつ会ってもいいように美しくいるよう努めていたが、出会ったあとの行動はなにも勉強していなかった。

　珍しく不安を訴うったえるシャルロットに、マルクは「そうか」と思案顔になった。それから外していた視線をシャルロットに戻す。

「それなら、俺と予行練習をしてみるか」

「予行練習って……デートの？」

　思わぬ言葉にシャルロットはマルクの言葉を復唱した。マルクは平静そうに見えて、少々はにかむような表情でシャルロットを見つめる。

「それは名案だわ！」

　ぱあっとシャルロットは瞳を輝かせた。マルクはホッとしたように緩ゆるめた表情をすぐに引ひき締しめ、「帰るぞ」とシャルロットを促うながし、仮宿に向かって歩き始めた。

「したいことはあるか」

「デートでしたいことなんて、いっぱいありすぎるわ！」

　シャルロットは読んだ恋愛小説の場面を思い出して真しん剣けんに悩なやむ。

「そうだ、街中デートがしたい！」

　シャルロットは一人で街を散策しているときに思い出した小説の話をマルクに聞かせた。

　王女は城下町で貴族の男性と出会い、街で遊んでいる間に互たがいに恋に落ちる。けれど身分差により、二人は身をわきまえて元の居場所に戻るのだ。

「結ばれない二人の、うたかたの恋」

　マルクは感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。

「二度と会えなかったけれど、二人は一生独身で愛を貫つらぬくのよ。そのデートの思い出を胸に」

　シャルロットはうっとりと語った。

「考えておく」

　そんなことを話している間に、子爵の屋敷に着いた。

「シャルロット様！」

　心配して待ち構えていたアンヌとピエールが駆かけ寄よってくる。シャルロットは平ひら謝あやまりした。その様子を見て、マルクはやれやれと首を振る。

「なぜその反省を次にいかせないのか」

　シャルロットは頭がいいはずなのに、同じような失敗を繰り返す。本人が根本的に改善しようとしていないことが原因だろうが、そもそも改善しようと思わないことが問題だ。

　マルクは用事の途中だったらしく、再び屋敷を出て行った。

　シャルロットは部屋に戻ると、アンヌに今日街で起きたことを話した。アンヌは猫ねこのような目を大いに丸くした。

「夜会を待たずして自力でウィリアム殿下に出会っただけでなく、お誘いまで受けるなんて。さすがシャルロット様としか言いようがありませんわ」

「そうでしょう」

　シャルロットは得意顔になる。

「そして、明日は午後からマルク様とおでかけになるのですね」

　マルクは明日の午前中まで予定があるという。さきほども屋敷に到着して早々着替えていたようで、貴族だとわかる上等なダブレットを着ていた。どうも忙いそがしいらしい。

　マルクが不在の間の護衛には、ピエールがつくことになっている。

「そうよ。でもよく考えたら、マルクと二人で出かけるなんて当たり前すぎるわね。デートの予行練習になるのかしら」

　シャルロットが美容薬の素材集めをする際や、剣けん技ぎや馬術訓練などにもマルクを付き合わせていた。

「マルクはすぐに説教をするし」

　シャルロットは不満そうに唇くちびるをすぼめる。マルクがこの場にいれば「説教をさせるようなことをしなくなってから言え」とやり返されたに違いない。

「そこはマルク様も心得ていると思いますけれど。シャルロット様もお気持ちを変えないといけませんわ」

「気持ちを変える？」

　シャルロットは首をかしげる。

「たとえば明後日、殿下とはどんなお気持ちでお会いになるのですか？」

「そうね……、意気込みでいうならば、運命の恋を成じょう就じゅさせる！　かしら」

「では、同じ気持ちでマルク様とも臨のぞまなければ、意味がありませんわ」

「同じ気持ちって……」

（運命の恋を成就させるという意気込みで、マルクとデートする？）

　まったく想像がつかない。

「マルク様のことはウィリアム殿下だと思って接しないと、予行練習になりませんもの」

　シャルロットは何度かまばたきをする。

（言われてみれば、そうだけれど）

　シャルロットはマルクとのデートをイメージしようとしたが、なにも思い浮かばなかった。つい最近まで、恋愛は超ちょう自し然ぜん的に発生すると考えていたくらいだ。恋愛小説を読んでわかった気になっていたが、実態については無知もいいところだった。

「とにかく、マルクとのデートを成功させて、恋愛上級者になってみせるわっ！」

　シャルロットは気合いを入れた。







　翌日の午後。

　シャルロットはピエールとともに、マルクとの待ち合わせ場所に向かっていた。マルクは朝食を済ませると、早々に出かけていた。

　街行く人は美び貌ぼうの少女に目を奪うばわれている。町娘の衣装でもシャルロットは浮いていた。

「ボクなんかがお供で申しわけないです」

　ピエールが恐きょう縮しゅくする。

　シャルロットが美しい者以外できるだけ排はい除じょすることをピエールは知っているし、彼はリュゼール家の使用人で、そもそも皇女と会話ができるような身分ではない。

「なにが？　マルクから、ピエールはとても腕が立つと聞いているわよ」

　シャルロットは護衛として申し分ない旨むねを伝える。身分差のことなど意に介かいしていない。

「マルク様が……」

　直接褒ほめられたことのないピエールは感動に震える。

「それに、いくらマルクの従卒だからといって、美しくなければわたしの視界に入れていないわ。ピエールはとても可愛かわいらしいわよ」

「ありがとうございます、姫様」

　年下の皇女に「可愛らしい」と言われたピエールは大いに照れた。マルクがいれば「喜ぶな」と突っ込まれただろう。

　待ち合わせ場所は目め抜ぬき通どおりの端はしにある、通つう称しょう『花時計広場』だ。季節折々の花で囲まれた大きな日時計が中心にある広場で、この街の憩いこいの場になっている。

　シャルロットの好みに合わせてマルクが指定した広場で、恋こい人びとたちの待ち合わせによく使われているという。情報どおり、日時計の周囲や歩道沿いに設置された石造りのベンチには、何組もの男女が寄り添って座っていた。

（わあ、近い近い）

　顔を寄せ合って談だん笑しょうする男女を見て、シャルロットははわはわと頰ほおを紅潮させた。

　舞ぶ踏とう会かいはともかく、宮きゅう廷ていではたとえ夫ふう婦ふであろうと人前でこんなに密着していることはなかった。

（これが恋人の距離感なのね）

　濃のう密みつな空気がこちらにまで流れてくるようで、シャルロットは落ちつかない。

　そこから連想するように、ことあるごとにマルクに抱きついていた自分を思い出し、更に顔を赤らめる。

（わたし、淑女としておかしなことをしていたのかも）

　シャルロットは改めて、とんでもなく今いま更さらなことに思い至った。

（でも、ずっとそうだったから……）

　幼いころからマルクはいつも傍そばにいて、それが当たり前になっていた。初期のころは侍女の仕事まで押し付けていたので、添い寝ねに付き合わせることもあった。親兄弟よりも身近すぎて、距離感なんて考えたこともなかった。

　今まで使ったことがなかった脳の部位を刺し激げきされてムズムズする。

「あっ、マルク様ですよ」

　ピエールの声に我に返ると、日時計の近くにマルクが立っていた。

　胸むな元もとをゆるめた白いシャツに黒い下した衣ごろもというシンプルな服装で、生き地じは一いっ般ぱん的なウールなのに、マルクが着るとシルクのように艶つやめいて見える。日々の鍛たん錬れんで鍛きたえ抜かれた肉体の起き伏ふくがそう見せるのかもしれない。腰にはレイピアを携けい帯たいしている。

　いつもと雰ふん囲い気きの違うマルクの姿に、シャルロットはドキリとした。

　やはりマルクも目立っていて、特に女性たちの視線を集めている。

（さすがわたしのマルクだわ）

　シャルロットは誇ほこらしげになる。

　普段のシャルロットならば走ってマルクに飛びついているところだが、距離感を考えていたばかりだったので我が慢まんした。

「マルク、待った？」

「いや、来たばかりだ」

「……！」

　シャルロットは瞳を輝かせた。

（こんなシーン、何度も読んだわ！）

　これはデートなのだと、シャルロットは改めてワクワクし始めた。

「ボクはこれで。楽しんできてくださいね」

　出先で着ていたのであろう、マルクが手にしていた質のいい胴衣やクラヴァットを受け取って、ピエールは去っていった。

「どこに行くの？」

「着いてのお楽しみだ」

　マルクに促され、二人は歩き出した。

　見上げるとマルクと目が合い、ふっと微笑まれた。

「その服、よく似合っている」

　その言葉にシャルロットは驚いた。マルクに服装を褒められたのは初めてだ。その表情があまりに柔らかかったので、シャルロットは少々頰を染める。

「アンヌが、おしゃれをしていけって」

　シャルロットは白いレースのロングスカートの上に、丈たけの違うチュニックを二枚重ねて着ていた。チュニックの両サイドの深いスリットからレースがのぞき、三色使いのしゃれたワンピースのようなコーディネートになっていた。

　腰まであるブロンドの髪はハーフアップにして、右耳の上で結んでいる。そこにはボリューム感のある手作りのニットの花飾かざりと、それを彩いろどるようにプリーツの薄うす手での布が巻かれていた。

　皇宮では見られない、庶民ならではのフェミニンな装よそおいだった。

（こういうときって、褒め返したほうがいいのかしら）

　そうシャルロットが考えていると、マルクに腰を引かれてドキリとした。

「人混みでは離れないように」

　マルクはさりげなくシャルロットを人波から守っていた。

　腰に回されている手が温かい。

　思えば、シャルロットからはベタベタとマルクに触さわるが、反対はほとんどなかった。せいぜい頭をなでられるくらいだ。こうして触れられるのも新しん鮮せんだ。

（マルクもデートだと思ってくれているのね）

　なんだかくすぐったい気持ちになる。

「あっ、マルク。その店を見てもいい？」

　シャルロットが指さしたのは生花店だ。帝国では見たことのない植物が目に入り、思わず足を止めてしまった。

「ああ、行こう」

　マルクはシャルロットを促した。

　シャルロットは購入する苗なえや種を決める。温室を持っていて自ら管理しているので、育て方の説明も受けると、植物の話で店主と大いに盛り上がった。

「お嬢じょうちゃん、若いのに詳くわしいね」

「十年は植物の研究をしているもの！」

　シャルロットは得意になる。

「そういえばお嬢ちゃん、聞いたかい？　昨日もウィリアム王子が現れたそうだよ」

　聞いたもなにも、シャルロットは会っている。

「昨日もって、よくあることなの？」

「知らないのかい」

　四十代くらいのよく日焼けした店主は、驚いたような表情をした。

「ウィリアム王子は、よく城から貴族街に通っているからね。そのついでだろうけど、街の様子も気にしてくれて、困ったことがないかと声をかけてくれるんだ。いい王子だね。このまま王様になってくれるといいんだが」

「なるでしょ。第一王子なのだから」

　そう言うシャルロットを、店主は「なにも知らないんだねえ」と同情するような表情で見た。

「ウィリアム王子が、一歳下のジョルジュ王子に地位を脅おびやかされているのは有名な話さ。弟王子を担かつぎ上あげているのは税金食いの廷てい臣しんで、今はウィリアム王子が目を光らせているけれど、ウィリアム王子になにかあったら、この国も俺たちも大変なことになるかもしれない」

「でも、ただの噂でしょ？」

　王室の陰いん謀ぼう話なんてよくあることだ。

「いやいや、俺は造園の仕事をしているから、貴族の屋敷の庭の手入れもするのよ。それで下働きの連中からも話が入るってわけだ。ウィリアム王子が貴族街に通っているのは、信しん頼らいできる仲間と打ち合わせをするためのようだぜ」

　辻つじ褄つまは合っているようだ。

　マルクも切れ長の目を伏ふせぎみにした難しい表情で、長い指の背を顎あごに当てている。店主の話を聞いて考え込んでいるようだ。

（……あっ）

　その奥。

　通り沿いに立ち止まっている数人の妙みょう齢れいの女性たちが目に入った。頰を染めて、マルクをチラチラ見ながらきゃっきゃと騒さわいでいる。

（マルクに見惚れているのね）

　ついさっきまで「どうだ、わたしのマルクは美しいだろう」と鼻を高くしていたのに、なぜか少し、胸がモヤモヤした。

「マルク！」

　シャルロットは、少し離れた位置にいたマルクの腕に手をからめた。

「どうした」

「購入したものの配達手配と、代金の支し払はらいをお願い」

　マルクは「了りょう解かい」の意のようにポンとシャルロットの頭に手をのせて、店主のもとに歩いて行った。

　シャルロットが通りに視線を戻すと、女性たちがいなくなっていてホッとする。

（なんだったんだろう？）

　シャルロットはモヤモヤの正体がわからず首をかしげながら自分の胸を押さえた。

　生花店を出て、露店を眺めて歩く。

　そのうちにシャルロットは、スパイシーな香りに誘われた。ウサギ肉をペースト状にして、パイ生地で包んで焼いたパテだ。

「このパテを食べていい？　あっ、でもこっちの串くし焼やきも美味おいしそう！」

　街中デートをしたいと読んで考えた小説のシーンにも、恋人と食べ歩くシーンがあった。それもシャルロットがしてみたいことの一つだった。

　皇宮では立食パーティが開かい催さいされることもあるが、置かれている食事はゲスト用で、皇族が会場で食べることはない。

　マルクとは何度か庭でお茶会をしたこともあるが、座って食事をしただけだ。食べ歩きなど、帝国ではできない。

「戻ったら夕食だ。どちらか一つにしろよ」

　シャルロットは大いに悩み、自分用にはパテを選んだ。うずら肉の串焼きも購入し、そちらはマルクが持つ。

「美味しい！」

　レモンに似た爽さわやかなカルダモンとバターがよく合うパテだった。こうして歩きながら食べるのも初めてなので、美味しさが割り増しになっている気がする。

「これも食べるか？」

「食べる！」

[image: ]

　マルクに口の前に串くしを差し出された。うずら肉も気になっていたのだ、断るはずがない。

　肉は四切れほどに分かれていたが、一切れが大きいので、半分ほどで嚙かみ切きる。

「これも美味しい」

　シャルロットは頰に手を添えた。脂あぶら身みが少なく繊せん維いの詰まった淡たん泊ぱくなうずら肉に、ブラックペッパーが効いていた。

「そうか」

　マルクが串くし肉にくを口に運ぶ。

（あ、……れ？）

　それはわたしの食べかけで、と言う前に、肉はマルクの口の中に消えていた。

　シャルロットの顔が真っ赤になった。

（なんでこんなに恥ずかしいのだろう）

　またも、理解不能な感情がこみ上げてきた。

（マルクは味見をさせてくれたのだから、わたしも食べてもらったほうがいいのかな）

　しかし、手の中のパテには自分の歯型がはっきりとついている。

　いまだかつて食べ物をシェアしたことがなかったシャルロットは、ちぎって渡すという発想がなかった。

「心配しなくても、俺はおまえほど食い意地は張っていない。すべて食べればいい」

　シャルロットがあまりにも冷や汗を流しながらパテを睨にらんでいるので、マルクは軽口を叩たたく。

「ち、違う！　そうじゃないわ！」

　冗じょう談だんを真に受けたシャルロットは、思わず手にしていたパテを丸ごとマルクの口に突っ込んだ。

「……っ！」

　かろうじてパテを飲み込んだマルクは、ゴホゴホとむせる。

「おまえは俺を殺す気か」

　あやうく窒ちっ息そくしかけたマルクは、背中を丸めて喉のどをさすった。

「そんなつもりじゃ……！　なにか飲み物」

　慌てて走り出そうとするシャルロットの手をマルクが摑つかんだ。

「いい、動くな。ろくなことがない」

「ごめんなさい」

　シャルロットはションボリとする。

「いいから、これでも食べていろ」

　マルクはシャルロットに串焼きを握にぎらせた。

「それはマルクのだから」

「これ以上食べたら胸やけが起きそうだ」

「怒ってない？」

　シャルロットは窺うかがうようにマルクを見上げる。その顔は、主人に見捨てられそうな子犬のようだった。マルクは思わず苦笑する。

「何年おまえに付き合っていると思う。こんなことで怒っていたら、堪かん忍にん袋ぶくろが天に届くほど大きくても足りない」

　マルクに頭をぐりぐりとされたシャルロットは笑え顔がおになった。

「よかった！　ごめんねマルク。わたしは今日、なんだかおかしくて」

「安心しろ。今日に始まったことではないから」

　串焼きを食べ終えてしばらく歩くと、マルクが足をとめた。

「ここが目的の場所だ」

　アーチの入り口に「ラバーズヒル」と書かれた看板があった。長い上り坂は、常緑広葉樹で覆われたトンネルになっている。

「二人で丘おかを登ると永遠の愛が得られるという、いわば恋人たちのパワースポットのようだ」

「わあっ、ロマンティックね！」

　シャルロットは手を組んで跳ねた。まさに好みの場所だった。

　シャルロットのとびきりの笑顔を見て、マルクも満足そうに微笑む。

「ただし、二つ条件があるから、そうそう容よう易いに恩おん恵けいは受けられないようだ」

「条件？」

「一つは、女性は目を閉じてトンネルを抜けること」

「そんなの簡単だわ……あっ」

　運動神経には自信のあるシャルロットは、目を閉じて意気揚々と歩き出したが、すぐにつまずいた。足場は舗装されておらず、常緑広葉樹の根がむき出しになっている。

「そうなるから相手に、俺に摑まって歩くんだ」

「ありがとう、マルク」

　転ぶ前にマルクに支えられ、そのまま手を逞たくましい腕に導かれた。

（目を開けられないと相手に頼たよるしかないものね。恋人たちの試練その一、ってところかしら）

　胸を弾はずませながら足場の悪い坂を上り始める。シャルロットには見えないが、葉の隙すき間まから木こ漏もれ日びが差し込む緑に囲まれたトンネルは神秘的な空間だ。

　根に足を取られるたびにシャルロットはギュッとマルクの腕にしがみつき、細ほそ腰ごしに回っているマルクの手にも力がこもった。

（なんだか、ドキドキする）

　マルクにはしょっちゅう抱きついているのに、この違いはなんだろう。目を閉じていて、視覚以外の感覚が研とぎ澄すまされているのだろうか。

　マルクの強きょう靭じんな腕は安心感があり、丘の上といわず、目を閉じたままどこまででも行けそうだ。マルクの胸元から香るかぎなれたハーブの香こう水すいは心を穏おだやかにしてくれる。

（ずっと、こうして歩いていたいわ）

「もうすぐ、トンネルの出口だ」

「……っ！」

　優やさしくマルクに囁ささやかれて、シャルロットは肩を撥はね上げた。よく響ひびく低い声が耳を打って、鼓こ動どうが速くなる。

（坂道だから、疲れちゃったのかしら）

　火ほ照てる頰に戸惑いながら、シャルロットはそんなことを考えた。

「到着だ」

　その声にシャルロットが目を開くと、小高い丘からシュルーズメア王国の街並みがよく見えた。青空のもと、奥にシュルーズメア城があり、その周辺に貴族街、そして城下町が囲うように広がっている。

「わぁ、いい眺め！」

　シャルロットは丘の端に駆け寄った。風になびくハーフアップの髪を片手で押さえながら笑顔で振り返る。

「一つ目の課題は余よ裕ゆうだったわね。ねえマルク、条件は二つあるって言ってなかった？」

「もう一つは運だ。この丘で、二人揃そろって彩さい雲うんを見ること」

「彩雲ってなに？」

　シャルロットは隣りに並んだマルクを見上げた。

「彩雲とは、虹にじのように鮮あざやかに色づいた雲のことだ。太陽光が雲に含ふくまれる水すい滴てきを回り込んで進むことで発生する」

「マルク、詳しいわね」

「調べておいたんだ。おまえに聞かれるだろうからな」

　マルクの笑みに、シャルロットは頰を染めた。いつもマルクは、シャルロットがしてほしいことを先読みして、準備を整えてくれる。

「彩雲は幸福を呼ぶとも言われている」

「そんな雲、見たことがないわ」

「だから、そうそう容易に恩恵は受けられないと言っただろ。この景色を眺ちょう望ぼうするだけでも……」

　マルクが言葉をとめ、驚いた表情で空を見上げている。

「どうかした？」

　シャルロットもマルクの視線を追い、ぱっと瞳を輝かせた。

「美しいわっ！」

　太陽を背負って、まるで七色の綿のような雲が青い空をゆったりと流れていた。

「これが彩雲ね！」

「ああ」

「すごい！　じゃあわたしたち、永遠の愛を得られたということね！」

（……あれ？）

　そう言ったシャルロットは、彩雲を見たまま動きをとめた。

（わたしと、マルクが、永遠の愛を……）

　いやいや、とシャルロットは笑いながら首を横に振った。

「わたしたちが永遠の愛を得ても意味ないのにね！　……ってマルク？」

　おかしいね、と二人で笑い飛ばすはずが、マルクの瞳は笑っていなかった。

　真っすぐに見つめてくるマルクの表情は、シャルロットが知らないものだ。こみ上げる感情を抑おさえるような真しん摯しな表情で、しかしどこか切なげに瞳が揺れている。

　そのライトブラウンの瞳に吸い込まれるように、シャルロットは目が離せなくなった。

「マルク？」

　シャルロットが不安げにそう呼びかけると、ポンと頭に手をのせられた。

「その噂は恋人の場合だ。俺たちには関係ない」

　改めて見上げると、マルクはいつもと変わらぬ表情に戻っていた。

（あれ？　見間違いだったのかしら）

「そうよね、ここはラバーズヒルだものね！」

　二人はしばらく丘からの眺めを堪たん能のうしてから緑のトンネルを下った。

　屋敷への帰り道、花時計広場を通った際に、シャルロットは脇わき道みちから見えるボートに目をつけた。

「マルク、ボートに乗りましょう！　お詫わびにわたしが漕こぐわ！」

　丘の上から湖が見えていて気になっていたのだ。

「転てん覆ぷくさせるなよ」

「任せて！」

　ボート乗り場に行くと、かなり広い湖が広がっていた。恋人たちが集つどう広場の近くにあるだけに、ボートに乗っているのは男女のペアばかりだった。

「立札に、遊泳禁止って書いてあるわね。ボート専用の湖みたい」

　それでなくても秋口だ。わざわざ冷たい湖に入る者はいないだろう。

「だいぶ影かげが長くなったな。これで最後だ」

　傾かたむいた日の光も茜あかね色いろがかってきた。

「漕ぎ手は進行方向側に背を向けて座る」

「こっちね」

　マルクの指導を受けてシャルロットはボートに乗り込んだ。桟さん橋ばしでボートを摑んで固定していたマルクが、そのあとに向かい側に乗った。

「いくわよ！」

　シャルロットは腕まくりをした。やる気満々だ。

「ンーショ、ンーショ。思ったより重たいわね」

　シャルロットが二本のオールで漕ぎ始める。ほとんど進まない上に、湖面をオールが叩いて激しい水しぶきがあがった。

「晴れているのに、なぜか水が降ってくるわ！」

「なぜかじゃない。理由は明白だ」

　マルクは額の前に両手をかざして、水よけの庇ひさしを作っている。

「腕は思いきり前に伸のばしていい。それから腕をゆっくり上げるとオールが静かに着水するから、飛沫しぶきが上がらない」

「ボート中央の段差を足場にすると力を入れやすい」

「腕だけで漕ぐから重いんだ。身体全体を使うと楽になる」

　シャルロットが慣れてくるたび、マルクは少しずつアドバイスを増やしていった。

「速く漕げるようになってきたわ！」

　シャルロットは嬉うれしくなって、腕の回転を速めた。

「スピードを競きそうわけじゃない。周囲を見ろよ。ああなっては迷惑だからな」

　マルクは猛もうスピードで湖を駆け抜けているボートを指さした。十代前半の少年二人が乗るボートだ。シャルロットのように漕ぐことが楽しくなって飛ばしているのだろう。

「そうね。じゃあ休きゅう憩けいするわ」

　反面教師がいたおかげで、シャルロットはすぐに納なっ得とくした。

「どうだ、少しは明日の参考になったか」

「参考って？」

　首をかしげそうになったところで、シャルロットは思い出した。

（そうだ、明日はウィリアムとデートするんだわ！）

　すっかりそのことを忘れ、ただ普ふ通つうに楽しんでしまった。

「う、うん」

　頭から抜けていたとは言えない。

「そんなわけがないか。殿下が連れて行ってくださる場所とはかぶらないだろうからな」

　まあ、でも、とマルクが笑みを浮かべながら続ける。

「楽しかったな」

「楽しかった？　マルクも？　ホントに？」

　シャルロットは嬉しくなって身を乗り出した。

「パテを口に突っ込まれたのに!?」

「それはもう勘かん弁べんしてくれ」

　マルクはうんざりした表情で髪をかき上げた。

　──シャルロット様もお気持ちを変えないといけませんわ。

　昨日アンヌに言われた言葉をふいに思い出した。

（運命の恋を成就させるという意気込みで、マルクとデートするように、という）

　そうでなければ、疑ぎ似じ体験にならないとアンヌに言われた。

　シャルロットはポッと頰を染めた。

　その言葉を言われたからか、マルクが普段と違う面を見せたからか。

　今日はずっと、ふわふわとしたような気持ちだった。

（思っていた以上に収しゅう穫かくがあったわ）

　うん、とシャルロットはうなずいた。

「わぁ、どいてどいて！」

　叫び声がシャルロットの思考を遮しゃ断だんした。

　声の方向に顔を向けると、ボートがすごい勢いで向かってきていた。さきほど見かけた、スピードを出しすぎている少年二人だ。

　どうやら調子に乗って最大スピードを出したところ、うっかりオールを落とし、自力で止められなくなったようだ。

　シャルロットはすっかりオールから手を離し、ボートは動きを止めている。マルクの位置からではオールが届かず、向かってくるボートを回かい避ひするのは不可能だった。

「シャルロット、そのまま動くな！」

　マルクの声と、その身体がかぶさってくるのは同時だった。

　次の瞬間、ボートを横から突く激しい衝しょう撃げきが襲おそった。その勢いで乗っているボートが回転したのがわかる。湖水が波のように二人にかかったが、マルクが盾たてになり、シャルロットはあまり濡れなかった。

「助けて！」

　見ると水しぶきをあげて、二人の少年が溺おぼれていた。

「ここで待っていろ」

　身を起こしたマルクはそう言うと、ボートから飛び降りた。

「落ち着け、大だい丈じょう夫ぶだ。ここは浅い」

　マルクは少年たちに声をかけながら手て際ぎわよく抱き上げると、裏返しになっていたボートを元に戻して乗せる。

「怪け我がはないか？」

「だいじょうぶ、ありがとう兄ちゃん！」

　感動している少年たちに、マルクは自分たちのボートのオールを渡した。そして、安全に漕ぐよう言い含めて送り出す。

　マルクは長身で精せい悍かんな顔立ちをしているので、一見近寄りがたい雰囲気があるが、世話焼きな性しょう分ぶんだった。

「オールを渡してしまって、いいの？」

「どうせずぶ濡れなんだ。ボートを牽ひいていく。幸い、岸までそんなに離れていない」

　マルクはシャルロットが乗ったボートの側面を持って歩き出す。

「そんな！　ボートに乗りたいと言ったのも、避けられなかったのもわたしなのに」

　その言い方にマルクはイヤな予感がした。

「気にするな。これは事故だ。おまえは余計なことをせずに、そこにいろよ」

「マルクが湖の中からボートを押しているのに、わたしだけのうのうとボートに乗っているなんてイヤ。わたしも手伝うわ！」

　シャルロットは湖に飛び込んだ。

「……やると思った」

　マルクは頭痛がするとでもいうように額を押さえた。

「ひゃっ、思った以上に冷たい！　天気がよくて助かったわね、マルク」

　シャルロットのブロンドの髪が水面に広がった。重ねているチュニックが一気に水を吸い込んで重たくなる。

「遊泳が禁止されているということは、ボートと人が接せっ触しょくしないようにという注意喚かん起きだし、水温が低くて長時間入じゅ水すいするのに適さないという意味合いもあるだろう」

　マルクは普段の冷静な表情でシャルロットを諭さとす。

「わかっているけれど、一緒に運びたかったんだもの」

　ずれてはいるが、それがシャルロットの優しさなのだとマルクは理解できた。

「仕方がない」

　マルクは高めの位置で片手でシャルロットを抱かかえると、もう片方の手でボートを運び始めた。

「しっかり摑まっていろよ」

「わっ」

　シャルロットはマルクの首に腕を回した。

「重いでしょ。わたしもギリギリ足がつくから歩けるわ」

「湖面には岩があって足場が悪い。おまえを歩かせるわけにはいかない」

「そうしたら、さっきよりマルクが大変なんじゃ」

「だからボートに乗っていろと言っただろう」

　シャルロットはうなだれた。

「ごめんなさい」

「おまえの暴走には慣れている」

「ボートに戻ったほうがいい？」

「このままでいい。俺一人に運ばせたくなかったんだろ」

　至近距離にあるシュンとした表情のシャルロットを、マルクは柔らかい瞳で見つめた。

　ボート専用の冷たい湖で、マルク一人に奇き異いの目を向けさせたくなかった。立場を共有したかった。

　シャルロットの思いは、ただそれだけだったのだ。

　一見、奇き行こうにしか見えないシャルロットの行動はたいがい意味がある。マルクはその原理に気づける稀け有うな人物だった。

　桟橋に着き、先にシャルロットを岸にあげると、マルクも身軽に桟橋に着地した。

「あっ、手を貸そうと思ったのに」

　シャルロットが悔くやしがる。

「おまえのことだから、引っ張るふりをして落とすんだろ」

「バレてた！　だってお約束だもの」

「これ以上、無駄な体力を使わせるな」

　二人は近くの芝しば生ふに座って休むことにした。濡れた服を絞しぼる。シャルロットは布が多いので、いくら絞ってもきりがない。

　幸い外気は暖かかった。夕暮れなので服が乾くとまではいかないが、風か邪ぜをひくようなことはなさそうだ。とはいえ、日が落ちるとぐっと空気が冷える。

「そろそろ屋敷に戻らないと……」

　茜色の空を見上げながらシャルロットはつぶやいた。

　名残なごり惜おしかった。

　もう少し日が落ちるのを待ってもらえないかと、夕日を恨うらめしく思う。

　静かになったマルクに目を向けると、仰あお向むけになって目を閉じていた。濡れた髪や薄うすい服が肌に張り付いて、鍛え抜かれた逞しい身体のラインがはっきりと見える。

　そこに夕日が当たって幻げん想そう的な色合いになり、まるで女め神がみに愛された英えい雄ゆうの絵画のようだった。

「寝ているの？」

「このままでは眠ねむってしまいそうだ。誰かさんのせいで寝ね不ぶ足そくだからな」

「もしかして、わたしのせい？」

「ほかに誰がいるというんだ」

　瞼まぶたが開き、トパーズのような瞳が現れる。

（……どれだけ見ていても見み飽あきないわ）

　心の中で賛美していると、マルクの上半身に新しいひっかき傷がいくつも服の下に浮いているのに気がついた。

「マルク、怪我をしてる」

　シャルロットは胸や首の辺りを示した。マルクは「胸？」と言いたげに手を当てると、得心したように手を芝生に戻した。

「さっきの子どもだな。溺れないように必死だったから、その時に引っ搔かいたのだろう」

　かなり長いミミズばれもあり痛々しいと思っていると、今度はマルクの足の異変に気づいた。

「これは、血……」

　下衣が黒いので気づかなかった。

　シャルロットがマルクの足元に移動してそっと裾をめくっていくと、脛すねの横辺りがザックリと切れて流血していた。

「マルク、大変！」

　シャルロットは真っ青になる。

「触らなくていい。おまえは血が嫌いだろう」

「えっ、別にそんなこと……」

「湖底の岩で切ったようだ。放っておいていい。そのうち止まる」

　かつて戦場に行き、命の淵ふちを彷徨さまよった経験のあるマルクには慌てるような傷ではないのかもしれない。とはいえ傷は浅くないようだ。出血もかなりある。

「だめよ！　感かん染せん症しょうは怖こわいのよ！　水！　消毒！　治ち療りょう！」

　シャルロットは飛び上がるように立つと、駆け出そうとする。素早く上半身を起こしたマルクが、その手をしっかりと握った。

「待て。どこに行く」

「お医者さんを探してくるわ」

「医師なんてそう見つからないだろ」

　しかも自じ称しょうするだけの藪やぶ医い者しゃも多い。見知らぬ街で腕のいい医師を探すのは困難だ。

「移動するなら俺も行く。頼たのむから俺の目の届く範はん囲いにいてくれ」

「動く前に消毒して止血したいのに！」

　シャルロットは地じ団だん駄だを踏んだ。

「水、消毒……」

　シャルロットは繰り返して、周囲を見た。

「うん、いけるかも。ねえマルク、剣を貸して。植物を採取したいの」

　シャルロットはマルクの前でしゃがんだ。意図を察したマルクは、レイピアとともに携たずさえていた短たん剣けんをシャルロットに渡す。

　シャルロットは一番上のチュニックを脱ぬぎ、袋ふくろ代わりにして植物を集め始めた。その選定には迷いがない。

　すぐにいっぱいになった植物を抱えて、シャルロットは戻ってきた。

「まずは傷口を水で洗い流す。湖の水は危険な菌きんがいたりするから」

　シャルロットは髪かみ飾かざりにしていたプリーツの薄手の布を外した。身近にあるもので唯ゆい一いつ、湖水で濡れていない布だ。

「こういう、茎くきや葉が膨ふくらんでいる多肉植物は、内部に水を溜ためこんでいるの」

　シャルロットはそう説明しながら、植物のツルリとした半透明の内部をくりぬいていく。それを布に集めて、傷口の上で絞った。布越しにサラリとした透明な液体がしたたり、血を洗い流した。

　絞りきった湿しめった布で別の植物の葉を丁てい寧ねいに拭ふくと、シャルロットはその葉を揉もみほぐした。

「これはバラ科の植物で、本当は根のほうが抗こう菌きん作用があるし、乾かん燥そうさせて煮にだすとかして成分を抽ちゅう出しゅつしたほうが効果が高いけど、これは応急処置だから」

　その葉を傷口に重ねて貼はっていき、袋代わりにしていたチュニックを短剣で細く切ると、包帯のようにマルクの足に巻いていく。

「終了！」

　シャルロットは満足そうにマルクの下衣の裾を下ろして、短剣を返した。

「これでしばらくは大丈夫よ。屋敷に戻ってお医者さんを紹しょう介かいしてもらったら、きちんと治療してもらいましょう」

「ずいぶんと手際がいいな」

「見直した？」

　シャルロットは得意げな顔をマルクに近づけた。

「万ばん能のう薬だと言ってなんの治療もしなかったころよりは成長したようだ」

　マルクは揶や揄ゆする。

「万能薬？」

　なんの話かとキョトンとしたあとに、マルクと出会った日のことを思い出し、シャルロットは赤くなった。

　マルクの擦すり傷きずに、シャルロットは万能薬だと言って口づけた。

「あのときはまだ六歳だったから。というか、何年前の話をしているのよ！」

　恥ずかしすぎて、シャルロットは逆ギレをした。

「なにを照れているんだ」

　マルクは不思議そうだ。

（あれ？　確かに、どうしてこんなに恥ずかしいのかしら）

　マルクには添い寝をしてもらっていたし、いつもあいさつ代わりに抱きついているのに。

（そう、いつも……）

　目の前には湖水で服の張り付いた、艶なまめかしい姿のマルクがいる。

（わあああっ！　わたしったら、なぜそんなことができたの!?）

　シャルロットは両手で顔を覆った。

「どうした、シャルロット」

　マルクに手首を握られて顔を覗き込まれそうになる。シャルロットは慌ててうつむいた。

「言ったでしょ、わたしは今日、おかしいのよ」

　きっと初めてのこと尽づくしでキャパシティオーバーになってしまったのだ。恋愛だ恋人だデートだと考えすぎて、どこかの回線が焼き切れてしまったのだ。

　今晩、頭を整理して、明日になれば元通りになるはずだ。

　火照った顔を上げられないでいると、

「シャルロット」

　と良く響く低い声が耳元で囁いた。

　せっかく落ち着いてきた鼓動がまた高まって、シャルロットは意識が遠のきそうになる。

（もう離れて！）

　シャルロットはそう思っているのに、追い打ちをかけるようにマルクが抱きしめてきた。

「ま、ま、マルク……」

　マルクからのここまでの接触は緊きん急きゅう時以外にほとんどなく、シャルロットはどうしていいのかわからなかった。

　マルクはそのまま動かなくなる。

「シャルロット……」

　マルクに声をかけられた。

　なにかを言いかけ、しかしその続きの言葉をのみこんだ気配がした。

「……幸せになれよ」

　しばらくして、優しい声が耳じ朶だを打った。

　マルクはゆっくりと身を離し、帰ろうとシャルロットを促す。

　マルクを見上げたが、逆光で表情は見えなかった。
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　翌日。

　日が高くなったころにウィリアムが馬車で迎むかえに来た。馬車のドアには王家の紋もん章しょうが大きくデザインされているが、そのほかの外装はシンプルで、金きん箔ぱくやら絵画やらの派手な装そう飾しょくはされていない。

　シャルロットはアンヌたちに見送られ、馬車に乗り込んだ。

「こうしてシャルロットと会う日を、とても楽しみにしていたよ」

「わ、わたしも……」

「今日も、とても綺き麗れいだ」

　隣となりに座るウィリアムが長い足を組くみ替かえると、身体からだが密着した。

　ドキリとして、シャルロットの肩かたに力が入った。ウィリアムがクスリと笑う。

「一昨日の威い勢せいはどうしたの？　リラックスして。これから遊びに行くのだから」

　端たん整せいな顔立ちのウィリアムに覗のぞき込まれ、シャルロットはますますカチンと石のように固まった。

（そう、これはデート。美しい王子とのデート。運命の恋こいを成じょう就じゅさせるという意気込みの本番のデート！）

　シャルロットは赤いサテン生き地じの豪ごう奢しゃなドレスのスカートを握にぎって、冷ひや汗あせを流しながら、内心キャーッと悲鳴をあげていた。

　嬉うれしい悲鳴でもあり、どうしようという戸と惑まどいの悲鳴でもある。

　異性と二人きりで出かけるなんて、家族とマルクを抜ぬけば初めてなのだ。緊きん張ちょうするなというほうが無理だ。

　アンヌは一いっ緒しょに来てくれるかと思っていたのだが、「そんな無ぶ粋すいなことはできかねますわ」とあっさり断られてしまった。

　──実は、気き掛がかりなのはマルクのことだ。

　一晩経たてばいつも通りになると思っていたのに、今朝マルクと顔を合わせると、シャルロットはつい顔をそらしてしまった。

　なぜか、まともに顔を見ることができなかった。

　結局、子し爵しゃく家を出るまで避さけるように過ごしていた。

（変に思われていないかしら）

　今日はもともと夜会に参加する予定だったので、マルクとアンヌとは夜会で合流することになっている。

（今のこの状態も含ふくめて、わたしはどうもおかしいわ）

　シャルロットは頰ほおに手を当てて考える。

　相手が異性だろうと、初対面だろうと、王おう侯こう貴族だろうと、おそらく幽ゆう霊れいや怪かい物ぶつだって、基本的にシャルロットは臆おくさない性格だ。

　シャルロットは、世界がいつもとは違ちがう歯車で回っている気がしていた。

　これまで皇こう宮ぐうで自由奔ほん放ぽうに過ごしてきたシャルロットが、この旅で一人の女性として変化しようとしているのだが、本人はそれを自覚できていない。

「ねえシャルロット。六年前のこと、思い出してくれた？」

「六年前なの？」

　ウィリアムの言葉に、シャルロットはやっと彼と目を合わせる。

　一昨日のウィリアムの話からすると、自分たちは過去に会っているようだ。

　あれからシャルロットも思い出そうと努力してみたが、頭をどう絞しぼってみても、記き憶おくの一欠片かけらも出てこなかった。

「……僕は忘れたことなんてなかったんだけどな」

「ごめんなさい」

　ウィリアムの表情が陰かげったので、シャルロットは慌あわてて謝った。もう一度記憶を探さぐってみる。

「えっと、六年前というと、わたしは十歳で……」

「僕は十四歳だ」

　ウィリアムが六年前の二人の出会いについて語り始めた。
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　十四歳のウィリアム・シュルーズメアは、遊学のために隣りん国ごくのヴァローズ帝てい国こくに渡わたっていた。

（疲つかれた……）

　授業が終わり、宿しゅく泊はく先に戻もどる前にウィリアムは木こ陰かげに腰こしを下ろした。

　母国と帝国は二日あれば移動できるだけあって、気候はそれほど変わらないし、大きな文化の違いもない。

（このまま、この国に移住してしまおうかな）

　ウィリアムは数年前から虚きょ弱じゃく体質になり、休きゅう憩けいを挟はさまないと倒たおれてしまう。原因は不明だ。

　今もこうして帰路の途と中ちゅう、休憩をとっていた。ゆっくりと身体を倒して目を閉じる。初夏の風がウィリアムのプラチナブロンドをサラリと揺ゆらした。

　ウィリアムは王位継けい承しょう権第一位の第一王子ではあるが、その体質のため廷てい臣しんたちに将来を不安視されている、という噂うわさを何度も耳にした。

　自分の息むす子こを玉座に就つかせたいという第二王子の母が噂を広げているのかもしれないが、ウィリアム本人も、自分に父親のようなハードな公務が務まるとは思えなかった。

　母親が野心を剝むき出だしにしているためか、異い母ぼ弟ていである一歳年下のジョルジュともうまくいっていない。

　この遊学も、義母が父に強く勧すすめたのだという。ウィリアムがいないうちに、地じ盤ばん固めでもしたいのかもしれない。

（覇は権けん争いになんて興味がない。なりたい人がなればいいよ）

　正直、地位よりも自分の身体のほうが気になる。一生この虚弱体質は治らないのだろうか。

（治らないだろうな。侍じ医いがそう言っていたのだから）

　卑ひ屈くつな気持ちになっていると、少し離はなれた場所で、カサカサッと草が擦すれる音がした。それから、草を踏ふむような小さく軽い音が近づいてくる。

（ウサギかな）

　そう思っていると、目を閉じている視界が暗くなった。木こ漏もれ日びが届かなくなったようだ。

　雲がかかったのかと、ウィリアムは目を開ける。

「うわっ」

　思わず声が出た。

　至近距きょ離りから、見知らぬ少女に見下ろされていた。

「な、なに？」

　慌ててウィリアムは後ずさりながら上半身を起こす。

　少女を見て、ウィリアムは二度驚おどろいた。豪奢な金きん髪ぱつを有する少女が、かつて見たことがないほど可愛かわいらしかったからだ。

「せっかく美しいものが落ちているから、どうやって持ち帰ろうかと」

「……なに言ってんの」

　ウィリアムはムッとした。

　からかわれていると思ったのだ。

　確かにウィリアムの造形は整っているが、瘦やせ細ほそっていて女の子と間ま違ちがえられることもあった。ウィリアムはそれがコンプレックスだった。

「だから、持ち帰りかたを……」

「そっちじゃなくて」

　いや、それもなのだが。「美しい」も「落ちている」も「持ち帰る」も、つまり少女の発言すべてがおかしかった。

「こんなにガリガリなのに……」

「お腹なかがすいているの？」

「食べてるよっ」

　ウィリアムは体質を説明した。少女にいくつか質問をされて答えると、少女は複数の症しょう状じょうの可能性と、その改善方法を理路整然と説明した。まるで専門家のようだ。

「詳くわしいね」

　ウィリアムは三度驚いた。

「わたしは医者や研究職の兄さまたちに協力してもらって、美容薬の研究開発をしているの。食事は美に直結するからね。美に関してはドンとこいなのよ」

　少女は胸を張った。

「疲れやすいでしょ？　集中力が途と切ぎれたり、気持ちが後ろ向きになったりする。それも治るわ」

「そんなことまで、本当に？」

　ウィリアムは思わず少女の細い両りょう肩かたを摑つかんだ。

「もちろん。これからは、いろんなことが上手うまくいくようになるわ！」

「……いや、やっぱり、そんな簡単にいくはずないよ。いろいろ試ためして、ずっとこんな状態なんだ。どうせ一生、このままなんだ」

　ウィリアムは少女から手を外し、うつむいた。すると「いけない！」と、首がグキリと鳴りそうな勢いで、両手で顔を持ち上げられた。

「そんなにウジウジしていたら、美しさが逃にげるわ！」

（美しさが逃げるって……）

　ウィリアムは茫ぼう然ぜんと少女を見つめた。

「わたしが教えた改善方法、ちゃんと実行するのよ！　必ずよくなるわ！　身体は交こう換かんできないのだから、きちんと向き合わなきゃだめ。返事は!?」

「は、はいっ」

「よし！」

　納なっ得とくしたというよりも、勢いでウィリアムはうなずいた。

　こうして少女と話しているうちに、上手くいかないことを、すべて体質のせいにしていたことを自覚した。

「もし、それでも体質が治らなくても、努力した事実は残るわ。自信がついて、いまよりも、もっと心身が美しくなっているはずよ！　だけど、わたし」

　シャルロットは至近距離からウィリアムを見つめながら微笑ほほえんだ。

「今のあなたは、とても美しいと思うわ」

　ウィリアムはドキリとした。

　人生に対して投げやりになりかけていた自分に、女め神がみが祝福を与あたえてくれたように思えた。

「でも、そこに甘えちゃダメよ！　美は人を幸せにするの。せっかく美しいのだから、きちんと磨みがかないと世界の損失よ。まだまだ、あなたはいけるはず！　精しょう進じんして！」

「世界の損失……」

　少女は大真面目に、またよくわからないことを言った。おそらく、彼女のモットーなのだろう。

「シャルロット！」

　遠くから聞こえてきた男性の声に、少女はビクリと肩をすくめて顔色を変えた。

「マルクだわ！　この声は怒おこってるかも。なぜっ」

　少女は慌てたように立ち上がった。少女はシャルロットというようだ。

「あの、シャルロット」

　呼びかけると、走りかけていたシャルロットが振ふり返かえった。

「そう言ってくれるなら、僕が本当に美しくなったら、デートしてくれる？」

　シャルロットはまた満面の笑えみを浮うかべた。

「ええ、もちろん！」

　そしてシャルロットは四よつん這ばいになって、少し先にある生いけ垣がきの隙すき間まに入っていった。小さな身体だからこそ、ギリギリ通れる隙間だった。

「おまっ……、そんなところから」

　生垣の向こうから、驚いたような男性の声が聞こえてきた。ここからでは姿は見えない。

「遠くに行くなと言っただろ」

「言われたとおり近くにいたわ！　だからマルクの声も聞こえて、すぐに戻ってきたでしょ」

　シャルロットは必死に言い訳をしている。

「見えなければ同じなんだよ。心配させるな」

　マルクというらしい男性は、やれやれとため息交じりの声になった。シャルロットは許されたと感じたようで、「あのねっ」とはしゃいだトーンに変わる。

「わたしの〝美しいもの探知機〟がビンビンでね。見に行ったら、美しいものが落ちてたの！」

「なんだそれは」

　そんな会話がだんだんと遠のいていった。

「シャルロット、か……」

　名を呼んでみると、ウィリアムの胸は甘いもので満ちた。




　あの変わった言動と名前と年代で、シャルロットは皇女だとのちに判明した。

　この国では、シャルロットは〝変わり者の姫ひめ〟として有名なようだ。

　変わり者といっても、ネガティブな意味合いはほとんどない。

　シャルロットはかなりお転てん婆ばで手がかかるようだが、そのような面めん倒どうごとは専属騎き士しのマルクと侍じ女じょのアンヌが一挙に引き受けているため、周囲に迷めい惑わくが及およんでいないことが大きいようだ。

　むしろ、好意的な意見が多かった。

　シャルロットは開発している美容に関する品の試作品をたびたび周囲に配っていた。王侯貴族は男女問わず美容に力を入れている者が多く、効果にも定評があるようで、開発者の評判も上がっていたのだ。

　そんな姫のアドバイスどおりにすると、本当にウィリアムの体質は改善した。

　不思議なもので、心身が元気になるとさまざまなモチベーションまで上がって、運動も勉強もこれまで以上に精を出し、身体も逞たくましくなっていった。

　一年後に国に戻ったときには、別人のようだと株が上がった。

　するとウィリアムのもとに、廷臣たちから相談ごとが持ちかけられるようになった。弟のジョルジュの派は閥ばつに属さない者たちだ。それまではウィリアムが本当に王位を継承するのか判断できず、口をつぐんでいたようだ。

　つまり、ウィリアムは次期王としてみなされるようになり、否いやが応おうでも継承争いに巻き込まれるようになっていった。

　落ち着いたらシャルロットに会いに行こうと考えていたが、その機会にはなかなか恵めぐまれなかった。

　そんなある日。

　ウィリアムが馬車で貴族街から城に戻る途中の城下町で、貴族の男性に助けを求められた。

　駆かけつけてみると、再会を夢見ていた少女が、なぜか庶しょ民みんの格好をしてそこにいた。
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　ウィリアムが初対面のシーンをかいつまんで話すと、シャルロットはポンと手を打った。

「あのときの落としもの！」

　やっとシャルロットは思い出した。

「あのときは背もわたしと同じくらいだったのに、大きく育ったのね！」

「いや、そこまで小さくなかったし、落としものでもないからね」

　ウィリアムは苦く笑しょうしながら訂てい正せいした。

「シャルロットのおかげで健康になったよ。ありがとう」

「どういたしまして」

　シャルロットはニッコリと微笑んだ。ウィリアムもつられたように目を細める。

「シャルロットは変わらないね。いや、あの頃ころよりもっと美しくなっているけれど」

「当然よ」

　ウィリアムがはにかみながら讃たたえた言葉を、シャルロットはさらりと受け止める。

　今日のシャルロットは王子と出かけるとあって、貴族らしい見み栄ばえのするドレスを着ていた。

「シャルロット、一昨日はどうしてあんな格好をしていたの？」

「それは……」

　身分を隠かくしてこっそりあなたに会いに来たの、と本人には言えない。

「えっとね……」

　上手い言い訳が思いつかず、シャルロットは冷や汗を流した。噓うそはつき慣れていない。アンヌならこの間に、もっともらしい理由をいくつも挙げていただろう。

「いいよ、言えるようになってからで。事情があるんでしょ？」

　そう言うウィリアムは気を悪くしているようではないので、シャルロットは胸をなでおろした。

「今はこうしてシャルロットといられるだけで胸がいっぱいなんだ。ずっと会いたかった」

　アッシュブルーの瞳ひとみが伏ふせられたかと思うと、手を持ち上げられて、指先に触ふれるだけのキスが落とされる。

（わっ）

　シャルロットはドキリとする。

　あいさつとしてそう珍めずらしい仕草ではないのだが、不意打ちだったのと、あまりにウィリアムの瞳が甘やかだったからだ。

（こういうときには、なんと返せばいいのかしら。勉強はなんの役にも立たない！）

　シャルロットがあわあわとしているうちに、馬車が劇場の前で停とまった。

「行こう、貴婦人たちに人気の演目を予約したんだ」

　ウィリアムにエスコートされながら馬車を降りると、シャルロットはリードされるままにウィリアムの腕うでに手を回した。さすがに所作がスマートだ。

（昨日はマルクに、腰に手を回されたんだっけ。街中だったから人に当たらないように……）

　左ひだり腕うでがウィリアムに密着して動きがぎこちなくなりながら、ふとそんなことが頭をよぎった。

「こういうことに慣れていないの？」

　ウィリアムに尋たずねられて、シャルロットは頰を染めながらうなずいた。

「男性と出かけたりしなかった？」

　重ねて聞かれて、こくこくとうなずく。

（昨日、マルクと予行練習をしておいてよかった。しなかったら、もっとひどかったはず！）

　そう考えていると、

「あの騎士とも？」

　とウィリアムに尋ねられ、シャルロットは顔を上げた。

　なぜマルクのことを聞かれるのだろう。

「気にしないで。とても親しそうだったから」

　軽く首を振ったウィリアムに「ここだよ」と座席へ促うながされた。

　劇場は主に石せっ膏こうで作られた白い半円形の建物だ。観覧席はアーチ部分で三階建てになっており、三千席ほどある。舞ぶ台たいは張り出しになっていて屋根がない。舞台袖そでや幕が存在しないので、役者たちは舞台奥おくの壁かべにいくつか設置されている扉とびらから出入りする。

　シャルロットとウィリアムが座ったのは、舞台の真正面、二階の最前列で、特等席だ。

「晴れてよかったよ。雨が降ると中止だからね」

　シャルロットが腰掛けてから、ウィリアムも着席する。

　客席には屋根があるので天候はそれほど影えい響きょうしないが、風や日差しが強ければ役者は大変だろう。今日は晴れてはいるものの薄うっすらと雲がかかっていて、秋風も爽さわやかだ。絶好の観劇日和びよりといえる。

「まだ時間が早いの？　わたしたち以外いないけれど」

　シャルロットは周囲を見回す。

「貸し切りだからね。二人でゆっくり観劇したいと思って」

　ウィリアムが微笑んだ。よく見ると一いっ般ぱん客はいないが、ウィリアムの護衛らしき兵が控ひかえている。

「無理にチケットを押さえたんじゃないよ。今日はソワレ公演しかなかったから、もう一公演してもらえないかと依い頼らいしたんだ。快かい諾だくしてくれたよ」

　ウィリアムが直接頼たのんだのではないだろうが、王子の要よう請せいとあっては劇団側も断れないだろう。

　とはいえ、ウィリアムは街で人気のようだし、「皇太子が見た演目」ということで広告になり、集客につながるかもしれない。主しゅ催さい者側は本当に喜んでいる可能性もある。

「準備をしてくれてありがとう、ウィリアム。演劇はあまり見る機会がなかったから楽しみよ。演目はなに？」

「『盗とう賊ぞく王子』だよ」

「えっ!?」

　シャルロットがあげた声に驚いたようで、ウィリアムは目を丸くした。

「どうかした？」

「わたし、その話好きなの！」

「そう、よかった」

　ウィリアムは笑え顔がおに戻った。

　なんという偶ぐう然ぜんだろうか。

　近年の人気作だからシャルロットが読んだわけで、それが戯ぎ曲きょく化されているのは必然かもしれない。ウィリアムも貴婦人に人気だから選んだと言っていた。

　しかし、誘さそってきたのがウィリアムだというのが、なんとも奇き遇ぐうだった。

「その主人公のモデルがウィリアムなんじゃないかって言われているの、知ってる？」

「……シャルロットはそれも知ってたんだ」

　ウィリアムはいたずらがバレた子どものような表情で、薄うすく頰を紅潮させた。

「まさかウィリアム、義ぎ賊ぞくだったの!?」

「そんなわけないよっ」

　ウィリアムは慌てて否定する。

「そうじゃなくて、そういう噂を耳にしたから、前からこの作品に興味があったんだ。原作を読んだことがなかったからね。今回はいい機会だと思って」

（なるほど。偶然なようで、そうでもないのね）

　シャルロットは納得した。

「どうして自分がモデルと言われているのか知ってる？」

「聞いた話によると、僕がよく城下街に顔を出しているのが義賊王子と被かぶっているようだよ。あと、民たみの暮らしをサポートしているとか……、こんなの王族なら当たり前だけどね」

　ウィリアムの声が小さくなって、視線を伏せた。

　その悲しげな表情を見て、シャルロットは昨日の噂うわさ話ばなしを思い出した。




　──ウィリアム王子が、一歳下のジョルジュ王子に地位を脅おびやかされているのは有名な話さ。弟王子を担かつぎ上あげているのは税金食いの廷臣で、今はウィリアム王子が目を光らせているけれど、ウィリアム王子になにかあったら、この国も俺たちも大変なことになるかもしれない。




　まさに、街のヒーローとして、ウィリアムと義賊王子が重ねられているのかもしれない。

「あと、銃じゅうが得意なことも共通するみたいだ」

　ウィリアムは気を取り直したように言った。

「ウィリアムは銃が得意なの？」

「そう。昔は身体が弱かったから、剣けんより銃を重点的に練習したんだ。今では国で一番の腕うで前まえだと言われている」

　ウィリアムは誇ほこらしそうだ。

「すごいわ！　一番なんてそうなれるものじゃないもの！」

　シャルロットは褒ほめたたえる。

「マルクも剣けん技ぎは国で一番と言われてるけど、銃はどうなのかしら」

　シャルロットの言葉に、ウィリアムの動きが一いっ瞬しゅん止まる。

「ねえ、ウィリアムはどんな恋れん愛あい小説が好き？」

「恋愛小説は……、読んだことがないかな」

「そうなの」

　シャルロットは残念そうに眉まゆを下げた。どの作品が好きなのか語り合いたかったのだが。

　マルクには朗読をさせているので、彼はシャルロットの好きな本を一通り読んでいる。感想をねだれば、肯こう定てい的な意見だけではないにしても、話が盛り上がった。

「そうだ、ウィリアムは彩さい雲うんを見たことがある？　わたし、昨日初めて見たの。とても綺麗だったわ！」

　シャルロットは手を組んで、キラキラと輝かがやいていた雲を思い出した。

「もしかして、ラバーズヒルに行ったの？」

「そうよ。とても素す敵てきな場所ね！　帝国にも作るべきだわ」

「あの騎士と一緒に？」

　ウィリアムに確かく認にんされて、シャルロットはハッとした。今日のために予行練習をしたと言ったら気を悪くするだろうか。

「ええ……」

　しどろもどろに返事をしながら、昨日のことを思い出してシャルロットは頰を緩ゆるめる。マルクと過ごした時間はとても楽しかった。

　それを見たウィリアムの表情が曇くもる。

「やっぱり、彼と仲がいいんだね」

「マルクは六歳からわたしの騎士だから」

「彼とは、それだけ？」

「それだけって？」

　シャルロットは首をかしげる。

　そのとき、開演のベルが鳴った。

「あっ、始まる」

　シャルロットはワクワクして、前のめりになりながら舞台を見下ろした。

　本を繰くり返し読んで内容は暗記しているが、芝しば居いとなると新しん鮮せんだ。

　舞台に集中しようとするシャルロットの耳元で、ウィリアムが囁ささやいた。

「シャルロット、手をつないでいてもいいかな」

「えっ」

　姿勢を戻すと、ウィリアムの端整な顔がすぐ近くにあった。

（近いっ）

　ドキリとしてシャルロットは背を反らした。

（なぜか昨日から、すぐ心臓が激しくなる！）

「どうぞっ」

　シャルロットは左胸を押さえながら返事をした。

　ニッコリと微笑んだウィリアムは、自分の手を肘ひじ掛かけにあるシャルロットの手に重ねた。更さらに五指の隙間に長い指を差し込んで、指を絡からめるようにシャルロットの手を握り込む。

（わたしの知ってる握り方と違うっ）

　シャルロットの鼓こ動どうが激しくなった。

　いつまでもウィリアムの手が離れないどころか、ときどき指が動いて手の平をくすぐられるので、観劇どころではなかった。

　結局シャルロットは、芝居の内容をほとんど覚えていなかった。







（疲れた……）

　シャルロットは案内されたシュルーズメア城の貴き賓ひん室しつのソファに倒れ込んだ。

　常に気力や体力がマックスのシャルロットにとって、珍しい消しょう耗もうの仕方だった。

　いわゆる、気き疲づかれだ。

　観劇が終わったのは日が暮れ始めたころだった。

　お互たがいに夜会の準備をしなければならないので、二人は馬車でシュルーズメア城に向かった。

　シャルロットは緊張が長時間続いたことで意識が朦もう朧ろうとしてしまい、ウィリアムに支えられて歩くありさまだ。すると密着するので、ますます緊張するという悪あく循じゅん環かんだった。シャルロットはずっと火ほ照てっていたので、ウィリアムは温石でも抱だいているような気分だったのではないだろうか。

「真っ赤だね。可愛いな」

　ウィリアムは楽しそうにシャルロットの顔を覗いてきたので、わざと密着していたのかもしれない。

「大だい丈じょう夫ぶ？　具合が悪いようだったら無理しないでね。また来るから」

　わざわざこの部屋までシャルロットを送り届けたウィリアムは、そう労いたわって去っていった。

　ううう、とシャルロットはうなる。

　心や身体が思うように制せい御ぎょできないことは初めてで、どうしていいのかわからない。

「失礼いたします」

　ノックのあとに聞き慣れた声に、シャルロットはガバリと起き上がり、ぴょんとソファから飛び降りた。そして扉から姿を現したアンヌに抱きつく。

「いかがなさいましたか、シャルロット様」

「わたしの心臓が壊こわれた！」

　シャルロットは涙なみだ目めで訴うったえた。

　アンヌは背中をさすってシャルロットを落ち着けて、改めてソファに座って話を聞いた。シャルロットは昨日から起こる動どう悸きについて説明した。

　シャルロットが必死になるほど、アンヌの口角が上がっていく。

「まあ、それはおめでとうございます」

「なにがっ!?」

　シャルロットは半泣きで、笑顔のアンヌにしがみつく。

「それは壊れたのではなくて、治ったのですわ。シャルロット様が成長している証あかしです」

「そうなの？」

　シャルロットは雫しずくがついたままの長い睫まつ毛げをまたたかせる。

「素敵な殿との方がたに触れられたら、鼓動が速くなるのは当然です」

　シャルロットは左胸を押さえる。今はアンヌといてリラックスできているせいか、心臓の動きはゆっくりだ。

「殿方なら誰だれでも同じわけではないはずですわ」

　言われてみれば、街ではぐれ者たちに腕を摑まれても、なにも感じなかった。

「激しい運動をせずに鼓動が速くなるのは、主に緊張をしたときです」

　不安、恐きょう怖ふ、期待、驚きなどからくる緊張だ。

「シャルロット様。次は殿方といるときの、ご自分の鼓動を観察されてみてはいかがでしょう」

　なぜドキドキするのか。どんなふうにドキドキするのか。

　そこにはきっと、意味があるはずだ、とアンヌはシャルロットに伝えた。

「……よくわからないわ」

　シャルロットはシュンとする。なにしろドキドキすると、頭まで真っ白になってしまうのだ。考えている余よ裕ゆうなどない。

「難しく考えなくてもいいのです。胸の鼓動は、自分の意思で速くしたり遅おそくしたりはできません。心を映すとても素す直なおな臓器ですから、分ぶん析せきのしがいがあると思いますわ」

　アンヌはシャルロットの髪かみをなでながら微笑んだ。

　観察、分析は、美容薬開発などでシャルロットが日常的にしていることだ。

　自分の心について、それをしろとアンヌは言っている。

（アンヌは簡単に言うけれど、やっぱり難しそう）

　なんと言っても心はかたちがないし、見えないのだ。薬の素材とは話が違う。

「焦あせらなくても大丈夫ですわ。正常に動き始めたばかりなのですから」

　アンヌは自分の左胸を軽く叩たたく。

（わたしの心臓は、今まで異常だったのかしら）

　シャルロットは細い眉をひそめた。

「そろそろ準備を始めなければなりませんわね」

　アンヌに促され、シャルロットは着き替がえることにした。




　シャルロットはベルベット地のモスグリーンのドレスと、アップにした髪に同色のヘッドドレスを身に着けた。皇女としてではなく子爵令れい嬢じょうの肩かた書がきなので装飾は少ないが、胸むな元もとに上品なレースなどがあしらわれており、それだけで周囲の華か美びな装よそおいの令嬢を遥はるかにしのぐ輝きを放っていた。

　シャルロットや後ろに控えるアンヌの美しさに、夜会の会場はざわめく。

「マルク様は会場で合流することになっています。もういらっしゃるはずですわ」

　アンヌがシャルロットに耳打ちした。

（マルクが……）

　今朝は避けるような態度を取ってしまった。会って詫わびたい。

　フロアは最さい奥おうの人物が見えないほどに広い。歩きながら探すしかなさそうだ。

「あっ、ウィリアム発見」

　グラスを片手に持ったウィリアムは令嬢たちに囲まれていた。

　白いサテン地の夜会服に銀のサッシュがかけられ、それがプラチナブロンドの白はく皙せきの美び貌ぼうによく似合っていた。

（女性たちがウィリアムに熱ねつ烈れつな視線を送るのも当然ね）

　そこに、ウィリアムもシャルロットに気づいて近づいて来ようとする。シャルロットは首を横に振り「あとで」と口パクで伝えた。

（邪じゃ魔まをしてはいけないわ）

　貴婦人たちから若じゃっ干かん離れて、廷臣たちも順番待ちをしていた。さすがに第一王子は忙いそがしそうだ。

　視線を巡めぐらせると、もう一つわかりやすい大きな輪ができていた。中心にいるのは、やはり容姿の整った若い紳しん士しだった。

　こちらはウィリアムと対局な装いで、素材がわからないほどコートに銀糸や金糸で豪ごう華かな刺し繡しゅうがされている。

「ううむ……」

　シャルロットの〝美しいもの探知機〟はピクリともしない。

　シャルロットにはよくあることで、眉び目もくが秀しゅう麗れいでもこみ上げる感動がなく「美しい！」とは思えない。

　ここはシャルロットの感性としかいいようがないが、「容姿は心の鏡」なので、どんなに外見は整っていても、心に淀よどみがあると、容姿もどこか曇って見えるようだ。

「あの者は？」

「第二王子のジョルジュ殿でん下かですわ」

　シャルロットの問いにアンヌが答える。

「あれがウィリアムの弟……、似ていないわね」

　男性にしては珍しく、カラス羽のような深いブルネットの髪を肩まで伸のばし、片側の耳の横で一つに結ゆっている。一重の切れ長の瞳は知性を感じさせるが、神経質そうでもある。母親は異国人なのか、エキゾチックな魅み力りょくがあった。

（兄弟仲良くできるといいのだけれど）

　シャルロットの兄姉は人数が多いうえに仲がいいので、改善方法はまったく思いつかない。

（……あれは）

　更にもう一つ、控えめな輪を見つけた。

　壁かべ際ぎわにいる半円形の輪の中心に、ダークブラウンの髪の男性がいた。長身なので大勢の人の中でも頭一つ分抜けている。シンプルな黒いフロックコートがスタイルの良さを際きわ立だたせていた。

（マルクだわ）

　こうして夜会で、軍服以外の装いをしているマルクを見るのは初めてかもしれない。

　壁に背を預けながら、女性たちと談だん笑しょうしているマルクの表情は穏おだやかだ。

（わたしに対してはいつも、眉み間けんにしわを寄せているくせに）

　シャルロットはムッとする。

（昨日はそうじゃなかったけど。むしろ昨日のマルクなんて、もっと笑顔だったから！）

　シャルロットは心の中で張り合った。

「ねえアンヌ、マルクは今日、なにをしていたの？」

「存じませんわ。……マルク様が気になりますか？」

「そういうわけじゃ……」

　シャルロットは口ごもった。

（今日はほとんど一緒にいなかったのに、なぜマルクのことばかり考えてしまうのかしら）

　そこに、管かん弦げん楽がく団だんによる演奏が始まった。歓かん談だんする者は壁際に寄り、中央はダンスフロアになる。

　美び麗れいな令嬢がマルクに話しかけている。

（ダンスに誘っているのね）

　マルクは令嬢になにか返事をして、顔を上げた。

　シャルロットと視線が合う。

　ドキリとして、思わずシャルロットは身をひるがえした。

「アンヌ、行きましょう！」

　マルクが令嬢と踊おどる姿なんて見たくない。

（なによ、デレデレしちゃって。わたしの騎士なのに！）

　だんだん怒いかりがこみ上げてきた。

　会場を出て回かい廊ろうを歩いていると、片かた隅すみで一人の令嬢がシクシクと泣いていた。

「どうしたの？」

　シャルロットは驚いて、しゃがんで令嬢に声をかけた。

「気にしないでください。私なんかといると、公こう爵しゃく令嬢に目を付けられますわ」

　令嬢はうつむいたまま肩を震ふるわせている。

（埒らちが明かなそうね）

　シャルロットは令嬢の両手を握って、自分が立ち上がる勢いで令嬢も引っ張り上げた。強制的に立ち上がらされた令嬢は、瞳に雫をつけたままキョトンとしている。

　令嬢のドレスには、胸元から腰の下まで、みごとに赤ワインのラインが入っていた。誰かにワインを引っかけられたようだ。

「よかったら事情を話して」

　シャルロットは令嬢に微笑みかける。

　シャルロットの行動とともに、その美しさにも絶句していた令嬢は、しばらくして口を開いた。

「私はロザリーと申します」

　ロザリーは十八歳の男だん爵しゃく令嬢だった。豊かな紅茶色の髪で、細く短い眉が常に下がり気味で弱気に見えるが、大きな瞳で可愛らしい。

「実は、公爵家のティンクチャーと私のドレスの模様が似ていると、その公爵家のご令嬢を怒らせてしまって……」

　ティンクチャーとは、紋もん様ようの模様や色の総そう称しょうだ。

　ロザリーの説明を聞く限り、それらの模様はさほど似ていない。ロザリーと公爵令嬢は同じ学校の級友で、いじめの口実のようだ。

「そのご令嬢はとても力を持っていて、誰も逆らえないんです。近々ウィリアム殿下と婚こん約やくをするのだと、いつも口にしています」

（ウィリアムと婚約？）

　そんなに性格の悪そうな令嬢とウィリアムが婚約することに、シャルロットは違い和わ感かんを覚えた。

「私が悪いんです。それに、慣れていますから……」

「慣れているって、よくあることなの？」

　ロザリーはうなずいた。シャルロットは眉をつり上げる。

「私は醜みにくいですし、仕方がないんです」

「軽々しく醜いと口にするなんて！　だからあなたはいじめられるのよっ」

　シャルロットから事情を話せと迫せまったくせに、シャルロットは理り不ふ尽じんにもキレて、ロザリーの顔の横に両手をついた。その迫はく力りょくにシャルロットより背が高いはずのロザリーが「ヒッ」と小さく悲鳴をあげる。

「そこから抜け出そうと努力をしたの？」

「し、してません。意味がないですし」

「美しければ抜け出せるのね？」

「慰なぐさめてくれなくてもいいんです。私はこんなに、のっぺりして地味な顔なんですから」

「化け粧しょうが下手すぎ！」

　シャルロットの指し摘てきに、ガーン！　と効果音が入りそうなほど、ロザリーの顔が瞬しゅん時じに真っ青になった。

「美しさを追求しない者は見過ごせないから手伝ってあげるわ。来て」

　シャルロットはロザリーの手を引いて空き室を探した。

「ここでいいわ。アンヌ」

「はい」

　控ひかえ室しつになっている人のいない部屋に移動すると、ソファにロザリーを座らせた。そして化粧品の一式をアンヌから受け取ったシャルロットは、化粧落としから始めて、改めてロザリーに化粧をほどこした。その間にアンヌもロザリーの髪を手直しする。

「よし、できた。鏡を見て」

　シャルロットが促すと、ロザリーは鏡を見ながら口を半開きにして言葉を失った。

「これが、私？」

「ね？　努力しないとわからないでしょ」

　彼女を美しく仕上げたシャルロットは胸を張った。

　短めだった眉はほどよい角度と長さに修正されて、睫毛は黒々と伸びてくりっとした瞳がより大きく見えるようになった。鼻筋がすっとして、荒あれていた唇くちびるもぷるんと潤うるおっていた。

「これはわたしが開発した化粧品よ。今日使ったものはサンプルとしてあげる」

　アンヌから受け取った羊皮紙に羽根ペンで、シャルロットは化粧のコツをサラサラと書いて、化粧品とともに袋ふくろに入れてロザリーに渡した。

「知識は武器！　美しくなれば幸せになるのよ。精進するように！」

　ピシッとシャルロットは指先をロザリーに突つき付つけた。

「シャルロットさん……！」

　ロザリーはシャルロットに抱きついた。

「泣かないの！　化粧をし直さなきゃいけなくなるでしょ！」

　慌ててシャルロットはロザリーを引きはがした。

「はい。嬉しくて、つい」

　泣き笑いのロザリーに、シャルロットはにっこりと微笑む。

「あとは、ドレスね。わたしのドレスと交換しましょうか」

「いいんですか？」

「もちろん。このわたしの美しさが、ドレスごときで損そこなわれると思う？」

「お、思いません」

　ふるふるとロザリーは首を振る。

「では」

　シャルロットとロザリーは、アンヌの手を借りてドレスを交換した。

「素敵なドレスに仕立て直すから、ロザリーがそのまま着ていてもいいと思ったのだけど、応急処置で少しワインの匂においがつきすぎるものね」

「ワインの匂い？　……って、なにをしているんですか、シャルロットさん！」

　シャルロットは自分が着ているドレスに、ボトルワインをぶちまけた。もともと斜ななめに入っていたワインの染しみは気にならなくなったが、それ以上にワインの染みだらけになってしまった。

「この染みをこうして……」

　シャルロットとアンヌは、叩たたくようにして赤い染みを広げていく。すると、その染みはバラの花のようになっていった。

　その上に胸元からひざ丈たけまでの白いレースを重ね、腰にはバラの花束を飾かざり、頭には花の冠かんむりをのせた。

「バラの妖よう精せいみたい」

　ロザリーはうっとりとシャルロットを見つめた。もともと、このように仕立てられたドレスのようだ。まったくワインの染みには見えない。

「みじめにしか見えないと思っていたドレスが、こんなに素敵なドレスに生まれ変わるなんて」

　ロザリーは淡たん々たんとした口調で、しかし湧わき上がる気持ちを抑おさえるように話す。

「私はどうせ醜いのだと決めつけていました。諦あきらめ癖ぐせがついていたんだわ。シャルロットさんに、『だからいじめられるんだ』って叱しかられて当然です。私、生まれ変わります！」

「ロザリーならできるわ！」

　シャルロットは満足そうにうなずいた。

「シャルロット様、ワインの匂いはかなり取れましたから、いつもの香こう水すいをおつけになっては」

「そうだ、そちらのドレスに入れっぱなしだったわ」

　シャルロットが愛用している香水は、上品な甘さのホワイトローズを主とし、いくつかの花の精油を抽ちゅう出しゅつしてブレンドしたものだ。着衣だけでなく、入浴時や寝しん具ぐにも使っている。

　先ほどまで着ていたドレスのポケットから小こ瓶びんを取り出し、ドレスや首筋に香水を振りかけると、いつもの香りに包まれて安らぎが増した気がする。

「ロザリー、会場に戻りましょう」

「はい、ありがとうございました！」

　三人は会場に戻り、深々と礼をしたロザリーと別れた。ロザリーの周りがざわめき、数人の男女に話しかけられている。級友のようだ。みな美しくなったロザリーに驚いている。

　そのなかで、おもしろくない表情をしている女性の集団がいた。ロザリーをいじめていたという公爵令嬢たちだろう。

　ロザリーは談笑していたうちの一人の紳士にエスコートされて、フロア中央に移動しながら踊り出した。頰を染めたロザリーは満面の笑みを浮かべている。

「見てアンヌ、やっぱり美しさは幸せを呼ぶのね」

「さすがシャルロット様ですわ」

　ロザリーは前向きになり、アンヌにも褒められてシャルロットが気持ちよくなっていると、視界にマルクが入ってきた。

（あっ……）

　シャルロットを探していたらしいマルクと目が合うと、令嬢たちと談笑していた姿を思い出して、むっとして思わず背を向けてしまった。

　そこに、「シャルロット」と柔やわらかい声が届いた。そちらに顔を向けると、笑みを浮かべたウィリアムが立っていた。たくさんの人たちの話を聞き疲れているはずなのに、表には微み塵じんも出していない。

「もういいの？」

　この会場にはウィリアムと話したい者が山ほどいるはずだ。

「もちろん、と言いたいところだけど、きりがつくのを待っていたら夜会が終わってしまうよ。僕はシャルロットと踊りたい。付き合ってくれる？」

「喜んで」

　シャルロットは差し出されたウィリアムの手に、手を重ねた。曲はワルツだ。ゆったりとした三さん拍びょう子しで、腰が密着する。

　美しい二人のダンスに周囲の者は息をのみ、ざわめきまでやんだ。演奏がクリアに聞こえる。

「シャルロットは誰よりも輝いているね。どこにいても、すぐにわかるよ」

　ウィリアムの甘やかな口説き文句も、シャルロットは当然だと受け流してしまう。

「話は聞いたよ」

「なんのこと？」

「このワインのドレスのこと」

　なんと耳の早い。

「あの公爵令嬢は傍ぼう若じゃく無ぶ人じんで知られているんだけど、父親が為い政せい者しゃで力があるから、注意できる人がそういないんだ」

「親が偉えらくても、子どもが偉いわけではないのに」

「シャルロットのように考えられる貴族は多くないよ」

　ウィリアムは愉ゆ快かいそうに目を細める。

「そういえば、ウィリアムはその令嬢と婚約するんでしょ？」

「まさか！　またそんなことを言っていたのか。シャルロットは真に受けていないよね？」

（やっぱり、おかしいと思っていたのよね）

　曲に合わせてターンをする。

　またマルクが目に入ってしまった。シャルロットは眉を寄せる。

（目を離すと、すぐに女性たちに囲まれるんだから！）

　シャルロットの胸はモヤモヤとする。

「その話はずいぶん前に断ったんだ。なんだろうね、噂話を広げれば既き成せい事実になると思っているのかな」

「そうかもしれないわ」

　シャルロットの視線は、つい壁際に行ってしまう。

　マルクはまったくこちらを見ない。シャルロットが踊っていることに気づいていないのだろうか。アンヌがついているからと安心しているのかもしれないが、職務怠たい慢まんではないか。

「僕にはずっと気になる人がいた。内政でそれどころではなかったけど、落ちついたらシャルロットに会いに行くつもりだったんだ。だから、こうして会えたのも運命みたいで……」

「そうね」

「ねえ、シャルロット。僕たち……」

　シャルロットの意識は、半分壁際に行っていた。耳をそばだてたって、マルクたちの会話が聞こえるわけではないのに。

「……しよう」

「ええ」

「本当にいいんだね？」

　ウィリアムに腰を引かれた。身体が密着する。至近距離にあるウィリアムの顔は真しん剣けんそのものだ。

「え、ええ。もちろんよ」

　シャルロットはやっとウィリアムに顔を向けた。話を聞いていなかったとは言えない。

　ぱっとウィリアムの表情が輝いた。

「嬉しいよ、シャルロット」

　ウィリアムは足をとめて、ギュッとシャルロットを抱きしめた。周囲で踊っていた者たちも何事かと足をとめる。

（えっ、なに？　なんのこと？）

　シャルロットは内心、冷や汗をかいた。

「みんな、聞いてほしい」

　ウィリアムの声に、生演奏もやんだ。視線が集中する。

「僕は彼女と婚約することになった！」

　ウィリアムの手がシャルロットの肩に回された。にっこりと笑みを向けて来る。

　わっと歓かん声せいが上がり、人が押し寄せて来た。

（ええっ、わたしとウィリアムが婚約!?）

　とてつもなく重要な言葉に、シャルロットは生返事をしてしまった。
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「殿下、この美しいご令嬢を紹しょう介かいしてください」

　ウィリアムが問われているのを、シャルロットはぶんぶんと首を横に振る。今はお忍しのびで来ているのだ。正体を明かすわけにはいかない。

「近いうちに正式に発表するよ。今日は仮発表ということで。彼女から返事をもらえたから嬉しくて。ねっ」

　シャルロットはうなずいた。うなずくことしかできない。

（ど、ど、ど、どうしようっ）

　確かにウィリアムと恋愛し、あわよくば結けっ婚こんを目指してやってきたので、順調に進んでいることを喜ぶべきなのだろうが、大事になってしまって困こん惑わくする。一度アンヌたちに相談したい。

「ウィリアム、今日は疲れてしまったみたい。申し訳ないけれど、先に失礼してもいいかしら？」

　周囲が騒さわがしいので、シャルロットは背せ伸のびをしてウィリアムの耳元で囁いた。

　このままではシャルロットも質問攻ぜめにあいそうだ。シャルロットには上手く質問をかわす器用さも話術もないので、これ以上ボロを出さないうちに退散したほうがいいだろう。

「わかった。大丈夫？　明日も会いに行っていいかな？」

　ウィリアムもシャルロットの耳元で返事をした。シャルロットはこくこくとうなずく。この場から逃げ出せるならなんでもいい。

　二人の仲睦むつまじいやりとりに、また周囲から歓声があがる。

「お似合いですな」

「シュルーズメア王国も安あん泰たいだ」

「このお二人のお子ならば、さぞや美しいでしょう」

　さまざまな声が聞こえてくる。早くも世よ継つぎの話まで出始めた。

（しまったわ！　マルクに会場では目立たないようにと言われたのに！）

　シャルロットは頭を抱かかえた。これ以上ないというほど目立ってしまった。大目玉を食うに違いない。

（でも、わたしのことを放っておいたマルクの職務怠慢のせいでもあるんだからね！）

　心の中で責せき任にん転てん嫁かする。

　対応をウィリアムに任せて、シャルロットは大おお騒さわぎになってしまった会場から逃げ出した。身を低くしてコソコソと抜け出したので、マルクやアンヌの姿を探すことはできなかった。

　人の少ない回廊まで避ひ難なんできて、シャルロットは胸をなでおろす。

（どうやってマルクたちに合流すればいいんだろう）

　二人はまだ会場にいるのだろうか。だとしても、あの喧けん騒そうの中に戻ることはできない。

「どこで待っているのが正解かしら……」

　考えながら歩いていると、急に腕を引っ張られた。

「あっ」

　シャルロットは驚いて振り返った。

「あなたは……」

　さっきの公爵令嬢、と思ったときには、胸を強く押されていた。

「よくも私のウィリアム様を……！　婚約なんて認めませんわ！」

　背中に衝しょう撃げきを受けるのと、ドアが閉まるのはほぼ同時だった。ドンとドアになにかがぶつかる鈍にぶい音が続く。

　燭しょく台だいの明かりもないので部屋は薄うす暗ぐらい。幸い窓から月光が差し込んでいて、真っ暗にはならなかった。予備の控室らしく、テーブルやソファがあるだけの簡素な部屋だ。

「イタタ、危ないったら」

　シャルロットは起き上がってドアを開けようとしたが、外開きのドアは開かなかった。鍵かぎはないようなので、外側から重いもので塞ふさいでいるのだろう。いくら押しても、シャルロットの力ではびくともしなかった。

「わかりやすい嫌いやがらせね」

　からかいやすかったであろうロザリーを立ち直らせ、ウィリアムと電でん撃げき婚約宣言をしたシャルロットに腹を立てたに違いない。

「嫌がらせなんて……、初めてだわ！」

　シャルロットはハッとして、胸がドキドキし始める。まるで意地悪をされる小説の主人公のようだ。

　帝国では変わり者とよく言われたが、嫌きらわれてはいなかったし、常にマルクかアンヌが傍そばにいたため攻こう撃げきを受ける隙すきもなかった。

「そう。いじめられるって、こういう気持ちなのね」

　高鳴る胸に手をのせて、少々口角を上げながらシャルロットはつぶやいた。突っ込み役は不在である。

　窓を開けて外を見ると、会場からは離れてはいるものの、一階や二階のテラス席が見えるので、大声で呼べば誰かしら気づきそうだ。

　大声を出すなど、淑しゅく女じょとしては恥はずべき行こう為いだろう。シャルロットはなんとも思わないが、公爵令嬢としては、こうして恥はじをかかせようと考えたのかもしれない。

　それをしなくてもここは二階なので、シャルロットの身体能力をもってすれば、飛び降りることも可能だ。多少の擦り傷は覚かく悟ごしなければならないが。

「どうしようかな」

　シャルロットは窓の縁ふちに肘ひじをのせて頰ほお杖づえをつき、丸い月を見上げた。柔らかい風がシャルロットの後れ毛を揺らす。

「こういうとき、騎士が助けに来るものじゃないかしら」

　ふと、ポケットに小瓶が入っていることに気づいた。

　シャルロット愛用の香水だ。

「そもそも、ダンスのときに気もそぞろになってしまったのはマルクのせいだし、こうしてわたしが閉じ込められてしまったのも、目を離したマルクの失態よ」

　そう言いながらシャルロットは小瓶の蓋ふたを外して、香水を一いっ滴てきたらす。

「マルクは気づくかな」

　もう一滴。

「来たら、許してあげる」

　更に一滴。

「来る……来ない……来る……来ない……」

　シャルロットは花占うらないのように、香水をゆっくりと落とした。

「シャルロット」

　マルクの声がした。聞き違いだろうか。

「そんなところで、なにをしているんだ。殿下と一緒ではないのか」

　シャルロットは窓の縁に手をついて身を乗り出した。

　テラス席とは反対側。一階の暗くら闇やみの方向からマルクが小走りにやってきた。

「来たっ」

　シャルロットは目を丸くする。

「一人よ。部屋から出られないの！」

　シャルロットの言葉に「なぜ？」という疑ぎ問もん符ふを浮かべながらも、マルクは窓の位置を確認するように視線を巡らせた。

「待っていろ」

「マルク！」

　テラス席のほうに駆け出そうとするマルクをシャルロットは呼びとめた。そして窓の縁に足をのせて立ち上がる。ドレスのスカートが風でふわりと広がった。

「受けとめて！」

「なにやってるんだ、やめろっ」

　シャルロットの行動に気づいたマルクが制止をするが、構わずシャルロットは飛び降りた。

「……っ」

　文句を言う暇ひまもない。マルクは一番衝撃のない方法を瞬時に考えて、クッションになるよう全身を使ってシャルロットを抱きとめた。

　横抱きにされたシャルロットは、ギュッと両りょう腕うでをマルクの首に巻きつける。

「ナイスキャッチ！」

「おいっ」

「やっぱりマルクは来てくれた」

　シャルロットは顔を上げると、花びらが開くように顔をほころばせた。マルクはその表情を見て、大だい渋じゅう滞たいを起こしながら喉のど元もとまで出かかっていた小言の数々が消しょう滅めつした。

「部屋に行くまで待っていられなかったのか。危ないだろ」

「でもマルクは、もっと高いところから落ちたわたしを受けとめてくれたことがあるでしょ」

　シャルロットは出会った日のことを言っているようだ。

「あれは緊きん急きゅう事態だっただろ」

「今も緊急事態だったんだもの」

　シャルロットはマルクの首筋に顔をうずめた。

「マルクが足りなかったの」

「……なにを言ってるんだ」

　そう言いながらも、マルクは優やさしい手つきでシャルロットの髪をなでた。

　トクトクトク。

　シャルロットの鼓動が速くなっている。




　──シャルロット様。次は殿方といるときの、ご自分の鼓動を観察されてみてはいかがでしょう。




　アンヌの言葉を思い出した。シャルロットは目を閉じる。

　これはなんのドキドキだろうか。

　高いところから飛び降りたから？　それとも、マルクに抱えられているからだろうか。

　速いけれど、心ここ地ちよいリズムだ。

　抱き上げられて、揺りかごのように包まれる安心感があるのかもしれない。

　いや、たとえ抱き上げられていなくても。

　シャルロットにとってマルクの腕の中は、どこよりも安全で、安らげる場所なのだ。

　ならばきっとこの動悸は、飛び降りたことによるものだろう。

　そう結論を出して、シャルロットは目を開けた。

「今朝はごめんなさい、避けるようにしてしまって。悪気はなかったの」

「構わない」

「昨日からマルクを見ると、なぜかドキドキしてしまって」

　シャルロットは頰を染める。

「……」

　マルクは瞠どう目もくし、シャルロットから顔をそらして盛せい大だいにため息をついてから、小さく嘆なげいた。
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「……あまり期待させるな」

「なに？　聞こえなかった」

「こちらのことだ」

　マルクはシャルロットをそっと地に降ろした。

「ねえマルク、なにもない暗がりから来たけれど、どこに行っていたの？」

「用があったわけじゃない。頭を冷やしがてら外を歩いていただけだ」

「頭を冷やすって……」

「それより」

　更に追及しようとしたシャルロットの言葉が遮さえぎられた。マルクが話を切るのは珍しい。

「殿下と婚約したんだな」

「そう、それ！」

　シャルロットはマルクの両腕をガシリと摑んだ。

「どうしようっ」

「なにを言っている。嬉しくはないのか」

「喜ぶべきなのかもしれないけど、なんだか急すぎるんだもの」

「そういうものか」

　マルクが首をひねる。

「マルクだって、相手が好きな人でも、急に婚約が決まったらびっくりするでしょ」

「驚くかもしれないが、喜ばしいだろう」

　いや、俺の場合は相手が特とく殊しゅだからな、とマルクが更に首をひねったあとに、

「ありえない想定はどうでもいい」

　と言いながら首を振った。

「帰るのか？」

　マルクは改めてシャルロットを見下ろした。

「ええ。あの会場には戻れないもの」

「そうか」

　二人は歩き出した。




　──その様子を、離れた二階のテラスから、ウィリアムが見ていた。
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　子し爵しゃく家の屋や敷しきには、前日と同じように王室の馬車が到とう着ちゃくした。

　違ちがいは、二台であること。

　ウィリアムが、マルクとアンヌにも同行を求めたのだ。

「どこに行くの？」

　シャルロットは隣となりに座るウィリアムに尋たずねた。今日も馬車には二人きりで、マルクとアンヌは後続の馬車に乗っている。

「シャルロットにいいところを見せたいと思って」

　ウィリアムはニッコリと微笑ほほえんだ。

「婚こん約やく発表のこと、迷めい惑わくだった？」

「まさか！　ただ、びっくりしてしまって」

「僕も性急すぎたかなと思ったよ。でも後こう悔かいはしていない。シャルロットは捕つかまえていないと、どこかに行ってしまいそうだから」

　ウィリアムはシャルロットの手を握にぎった。昨日、長時間手をつないでいたので多少は慣れたが、それでもまたシャルロットはドキリとしてしまう。

　ウィリアムはそのままシャルロットの華きゃ奢しゃな肩かたにもたれて来た。プラチナブロンドからふわりと柑かん橘きつ系の香りがした。

「少し、僕の生おい立たちのことを話していい？」

　シャルロットはうなずいた。

「僕には兄がいた。会ったことはないけれど」

　静かな語り口だ。シャルロットが視線を向けると、ウィリアムは目を閉じていた。

「会ったことはない？」

「僕が生まれる前に夭よう逝せいしてしまったから」

　兄は正せい妃ひの子どもだった。

　正妃というのは、ジョルジュの母親のことだ。

「それから数年後、第だい二に妃ひが待望の男児を出産した。それが僕」

　その一年後、正妃も男児を出産した。それがジョルジュだ。

「王おう妃ひ陛下はジョルジュが正統な王位継けい承しょう者だと主張し続けているんだけれど……」

　シャルロットは、「王妃陛下」という言葉が気になった。あまりにも他た人にん行ぎょう儀ぎで、それだけで関係性がわかる。

「王妃陛下の気持ちもわかるよ。自分は正妃で、本当の第一王子は自分が産んだんだ。自分の子どもを王にしたいという気持ちが人一倍強かったんだろう。僕はどちらでもよかったんだけど、僕が決められるものではないからね」

　慣例に従って、ウィリアムが継承順位一位で、ジョルジュが二位となる。

　しかし、ウィリアムの身体からだが弱いことが浮うき彫ぼりになってくると、ジョルジュが王にふさわしいと、再び正妃は強く主張した。廷てい臣しんたちの囲い込みもあったのか、ウィリアムへの風当たりが強くなっていく。

　ジョルジュも母親に影えい響きょうされたようで、ウィリアムと口をきくことは一いっ切さいなく、敵てき愾がい心しんを隠かくしもしなかった。

　そんな兄弟関係に、政務に忙いそがしい国王は無関心だった。唯ゆい一いつの味方だった母親は、ウィリアムが十歳になるころに他界してしまう。

　孤こ立りつ無む援えんで、自分の身体さえ思うようにならず、自身にまで裏切られている気になった。

　そこに、遊学の話が舞まい込んだ。これはウィリアムにとっても願ってもないことだった。

　自国はウィリアムにとって逃にげ場ばのない、息苦しい場所になっていた。

　ここでウィリアムは、人生の転機ともいえる人物と出会う。

　シャルロットだ。

　彼女のアドバイスに従うと、侍じ医いから奇き病びょうで治らないと言われていた症しょう状じょうが改善した。

　健康な身体になって自国に戻もどると、複数の廷臣たちに秘ひ密みつ裏りに相談を受けた。実はジョルジュの派は閥ばつは国を脅おびやかすほどの不正を行っていて、なんとかしたいという反対派の者たちだった。

　ジョルジュの派閥の者たちは地位が高く、国王の覚えもめでたいため、直じき訴そしても信じてもらえないどころか自分の地位が危あやうくなりかねない。不正の物的証しょう拠こは巧こう妙みょうに隠され、摑つかめていないのだという。

　ジョルジュが王位に就ついてしまえば国が傾かたむきかねず、民たみが飢うえる。不正を正し、なんとしてでもウィリアムに次期国王になってもらいたい。

　そう頼たのまれてしまえば無下にもできない。王子として生まれた責務でもある。

　それからウィリアムは、内政の立て直しや、不正を働く廷臣たちの洗い出しに奔ほん走そうすることになった。

　それが目め障ざわりなのだろう、当然、ジョルジュ派の妨ぼう害がいや圧力が強くなった。

　犯人は捕まっていないが、ウィリアムの暗殺未み遂すい事件まで起こった。ジョルジュ派の仕業だろう。

　この闘たたかいはウィリアムかジョルジュ、どちらかが失しっ脚きゃくしなければ終わらないかもしれない。

　──そして、今に至る。

「急にこんな話をしてごめんね。もう噂うわさで聞いているかもしれないけど、婚約が正式に決まる前にちゃんと話しておきたくて……。それに、本当にシャルロットには感謝しているんだ。あの日出会っていなければ、僕はどうなっていたかわからない」

「そんなことはないわ。立ち直ったのはウィリアム自身の力よ」

「いいや、シャルロットのおかげだ」

　ウィリアムはシャルロットの手を両手で握り込んだ。

「再会したときは驚おどろいた。場所や服装もそうだったけど、なにより、記き憶おくの中のシャルロットがそのまま成長していたから」

　ウィリアムは柔やわらかく微笑む。

「話してみれば、真っすぐなところも、優やさしいところも、正義感が強いところも、なにをしでかすかわからなくて目が離はなせないところも、全部変わっていなかった」

「それは、わたしが子どものまま進化がないと……」

　シャルロットは眉まゆをひそめた。

「違うよ。嬉うれしかったんだ、僕が好きになったシャルロットのままでいてくれて」

　シャルロットは強く抱だきしめられた。

「好きなんだ、シャルロット。僕の妻としてずっと傍そばにいてほしい。シャルロットさえいてくれたら、他の誰だれを敵に回しても構わない。強い王になってみせるから」

「ウィリアム……」

　孤こ独どくな少年時代を送ってきたウィリアム。

　一度は誰からも見放されたにもかかわらず、王としての価値があると周知されると、今度は担かつぎ上あげられた。ウィリアムは責任感から、自分のことは二の次にして国のために邁まい進しんしている。しかも敵対しているのは血を分けた弟だ。

　ウィリアムは口にはしなかったが、理り不ふ尽じんだと思ったことは一度や二度ではないだろう。

（正義感が強くて優しいのは、ウィリアムのほうだわ）

　だから民に愛されているのだ。

　シャルロットはそっと、ウィリアムの背中に手を回した。

（わたしにできるのなら、支えてあげたい）

　シャルロットは広い背中を強く抱きしめた。




　馬車から降りると、低山のふもとだった。雑草がある程度刈かり込まれて整地されている。

　ウィリアムはシャルロットに並び、歩調を合わせて歩く。アンヌは一歩下がった位置からシャルロットに日ひ傘がさをさしていて、マルクはその後ろに続いている。

「アンヌ、ウィリアムも日ひ陰かげになるようにして」

「はい」

　アンヌは一回り大きな日傘に持もち替かえた。

「僕は大だい丈じょう夫ぶだよ」

「精しょう進じんしなければだめだと言ったでしょ、日光は美容の大敵なのよ。日焼け止めは塗ぬってる？　アンヌとマルクにはクリームを渡わたしてあるんだけど」

　驚いているウィリアムに、シャルロットは有う無むを言わせずクリームを塗りたくった。

「わたしが開発したものだから、効果は保証するわ！　美び肌はだ効果もあるのよ！」

「シャルロットは本当に変わらないな」

　胸を張っているシャルロットに、ウィリアムは苦く笑しょうした。

「ところで、ここはどこ？」

「王室専用の狩しゅ猟りょう場だよ。といっても、今日はあちらを使う」

　ウィリアムが指さした先には的があった。円が五重になっていて、中央の一番小さな円は赤くなっている。

「射しゃ撃げき勝負をしよう」

　ウィリアムは肩かた越ごしに振ふり返かえった。

「ね、マルク」

　突とつ然ぜん話を振られたマルクは、わずかに瞠どう目もくした。

「いえ、恐おそれ多おおく……」

　マルクは控ひかえめに首を振った。

「そんなこと言わないで。せっかく準備したんだから。僕の得意分野で申し訳ないけれど」

　ウィリアムは従者にマスケット銃じゅうを二丁持ってこさせる。

「シャルロットにいいところを見せたいんだ。一人で撃うっていても、比ひ較かく対象がないと腕うで前まえがわからないからね」

「……それでしたら」

　マルクは承しょう諾だくした。引き立て役に選ばれたのだと考えたのだろう。

「よかった。純じゅん粋すいに、一人で撃っていてもつまらないし」

　ウィリアムはにこやかに、銃じゅう口こうを下に向けたマスケット銃を一丁マルクに渡した。

「手加減はしないでね。わざと外して、僕を引き立てようとしなくていいから」

　マルクは少々身体を緊きん張ちょうさせて唇くちびるを引ひき締しめた。図星を突つかれた。

「そうだな、きみが本気になるように、賭かけをしよう」

「賭け、ですか」

　マルクが眉を寄せた。長身の二人が見つめ合う。相手の腹を読み合おうとしているかのようだ。

「ご褒ほう美びならば、姫ひめの口づけがふさわしい。そう思わない？　シャルロット」

（姫の口づけって……？）

　シャルロットが意味を理解するよりも早く、ウィリアムは人差し指を唇に当て、マルクににっこりと微笑んだ。

「勝ったほうがシャルロットにキスしてもらえるってことで。もちろん、唇にだよ」

「ウィリアム、ちょっと待っ……！」

「いいではございませんか」

　アンヌは慌あわてるシャルロットの肩を引き留めて、動きを制した。

「殿との方がたの勝負事には、戦利品は不可欠ですもの」

「アンヌまでっ」

（そこは侍じ女じょとして、フォローするところでしょ！）

「快かい諾だくしてくれて嬉しいよ。では、行こうか」

　ウィリアムはアンヌに微笑みかけてから、マルクを促うながした。

「きみにはずいぶんとアドバンテージを取られているからね。きちんと勝って自信をつけたいんだ。だから手を抜ぬかないで」

　ウィリアムはマルクにだけ聞こえる小声で話した。マルクはウィリアムの意図を察した。

「承知いたしました」

　ウィリアムとマルクは的の正面まで移動した。そこにはテーブルがあり、従者が銃の道具を並べる。二人から若じゃっ干かん離れた後方に椅い子すが用意されていて、シャルロットとアンヌは並んで座った。

　的からの距きょ離りは百メートルほどあった。マスケット銃の性能から、正確に命中させるには五十メートル以内だと言われている。的の中心どころか、かすりもしない可能性すらある距離にいた。

「これは……、珍めずらしいですね」

　マルクは興味深そうに銃口を見る。

「わかってくれる？」

　ウィリアムは銃の準備をしながらマルクに視線を向けた。

　一いっ般ぱん的なフリントロック式マスケット銃かと思いきや、銃じゅう身しんにライフリングが施ほどこされている。これがあると弾だん丸がんが施し条じょうに食い込んで回転するので、ないものと比べて直進性が高まる。つまり、格段に命中率が上がるのだ。

「これだけの距離がある理由がわかりました」

「普ふ通つうのマスケット銃だと狙ねらい通りに飛ばなくて、おもしろくなかったからね。銃だけは極きわめようと思って練習していたら、開発に口を出すようになっていたんだ」

「試ためし撃ちをしても？」

「もちろん。やる気になってくれて嬉しいよ」

　マルクは弾だん薬やく箱から弾丸を取り出し、装薬と弾丸を込こめ矢で一メートル以上ある長いマスケット銃の銃身の奥まで押し込んだ。

「ライフリングがある分、押し込むのに抵てい抗こうがありますね」

「そうなんだよ。やっぱり手て馴なれているね。剣けんは得意だと聞いていたけど、銃もよく扱あつかうの？」

「一通りは。軍人ですから」

　マルクは準備を済ませた銃を両手で持ち、女性二人を振り返った。

「耳を塞ふさいでいたほうがいい」

　マルクは改めて的と向き合い、射撃姿勢を取ると、照準を定めて引き金を引いた。

　銃の爆ばく発はつ音とともに硝しょう煙えんが上がった。マルクたちからしばし離れた場所にいるシャルロットの耳が痛くなるほどの音だった。残ざん響きょうが山を跳はね、火薬の臭においが鼻につく。

（ものすっごく、うるさいっ！）

　シャルロットは今いま更さらながら耳を押さえた。好こう奇き心から直接聞いたことを後悔する。

　弾たまは的の下方の端はしにかろうじて当たっていた。

　的がはっきりと見える位置にいる従者が白い旗を上げた。赤い旗も持っていることから、的のどこかに当たれば白旗、中心に当たれば赤旗、的に当たらなければ旗を上げない仕様なのだろう。

「なるほど。想定以上に直進しました」

「試作を繰くり返しているからね、いい性能だろ」

「大量生産できるのなら、帝てい国こくに売っていただきたいくらいです」

「おっと、思わぬ商談に発展しそうだね」

　ウィリアムは朗ほがらかに笑って、「話を戻すけれど」と続けた。

「勝負は、赤い的心を先に外したほうが負け、ってことでいいかな？」

「御ぎょ意いに」

　マルクは冷静に次の弾を込めるための準備をしている。

「もう一度、練習する？」

「結構です」

「無理しなくてもいいよ。的のギリギリだったじゃないか」

「銃の特性はわかりました。それに」

　マルクは手をとめて、ウィリアムと視線を合わせる。

「ご心配されなくても、自分は負ける気はありません」

「……そう。安心したよ」

　二人の視線の間で一いっ瞬しゅん火花が散る。

「では本番といこう。僕から撃つよ」

　ウィリアムは肩に担いでいたマスケット銃を構える。その動きは流れるようにスムーズだ。狙いを定めて引き金を引くと、みごと的の中央にヒットさせた。赤旗が上がる。

　フリントロック式マスケット銃から吐はき出だされた白はく煙えんが周囲に広がった。

　フリントとは火打石のことで、火花が装そう塡てんされた点火薬に着火し、銃身内のガス圧が高まって、弾丸が押し出されて発射される。その原理は基本的に大たい砲ほうと変わらないので、激しい噴ふん煙えんと轟ごう音おんになるのだ。

「おおっ」

　狩猟を避さけていたシャルロットは、こんなに近きん距きょ離りで射撃を見たのは初めてだった。

　迫はく力りょくのある発射音、緊張感の高まる火薬の匂いと噴煙、なにより弾丸がみごとに的の中央に着ちゃく弾だんするのは爽そう快かい感があった。

（すごいわっ！）

　シャルロットは射撃に引き込まれた。

　次はマルクの番だ。立射の構えで照準すると、床しょう尾び板ばんを肩と頰ほおにつけて固定し、発射する。的心に穴が開いた。

「マルクも当てたっ」

　シャルロットは両手を組んで興奮した。試し打ちでは的の端だったのに、本当に銃の特性を把は握あくしたようだ。

「やるじゃないか」

　ウィリアムがマルクに声をかける。

「優ゆう秀しゅうな銃をお借りしていますから」

「簡単に勝たせてはくれないか。でも、長期戦になれば慣れと集中力がものをいう」

　二回目に入る。

　次もウィリアムはなんなく的の中央を貫つらぬいた。

　シャルロットは拍はく手しゅを送った。ウィリアムが振り返ってシャルロットに笑え顔がおを向ける。

「ところで、シャルロット様」

　アンヌが小声で話しかけた。

「なに？」

　シャルロットは射撃を見るのが楽しくなっていて、射撃手の二人から目を離さない。

「シャルロット様はどちらを応おう援えんしておられるのですか？」

「どっちも応援してるに決まっているでしょ」

「そうですか。……では、言い方を変えます」
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　アンヌは更さらに唇をシャルロットの耳元に近づけた。

「どちらと口づけたいのですか？」

「えっ？」

　シャルロットは飛び跳ねるようにアンヌに顔を向けた。

「シャルロット様の口づけがかかった勝負なのですよ」

（忘れてたわ……！）

　マスケット銃の爆ばく音おんとともに、そんな条件は頭から吹ふき飛んでいた。

「そんなこと、二人とも忘れているんじゃないかしら」

「そんなはずはありません。お二人の真しん剣けんな表情をご覧になっているでしょう」

「それは的の真ん中に当てなければいけないから……」

「いいえ」

　アンヌはシャルロットの色づいて潤うるおった唇に、長い指先でちょんと触ふれた。

「この果実を、欲ほっしておいでなのですわ」

（うわぁぁぁっ！）

　アンヌの艶なまめかしい言い方に、シャルロットは全身が真っ赤になった。

「そんな、そんなわけが……」

　シャルロットはあわあわと口ごもる。

「マルク様が構えに入りますわね」

　アンヌの言うとおり、マルクは銃口を的に向けている。

「マルク様が外せば、その唇はウィリアム殿でん下かのもの」

　マルクが当てれば三回目に入る。

　この勝負は、どちらかが的心を外すまで続くのだ。

「もう一度お聞きします。シャルロット様は、どちらを応援されますか？」

　どちらとキスしたいのか。

（そんなこと、急に言われても……！）

　マルクか。ウィリアムか。

「わたしは……」

「ウィリアム殿下！」

　そのとき、背後からウィリアムを呼ぶ声がした。この狩猟場に護衛として立っている衛兵や従者とは身なりが違うので、側近の廷臣だろう。

　廷臣がウィリアムになにやら耳打ちすると、ウィリアムは眉まゆ根ねを寄せて小さく吐と息いきする。

「すまない、急用ができた。勝負はお預けだ」

「いえ」

　マルクは構えを解いて、マスケット銃を下げる。

「僕の得意分野でこれなんだから。今度はきみの弱点を調べておくよ」

「お手柔らかに願います」

　マルクが一礼をした。

（なに？　勝負は流れたの？）

　こわばっていたシャルロットの全身から力が抜けた。

（よかった！）

　まだ心臓がバクバクしている。

　ウィリアムはシャルロットに近づいてきた。火薬の臭いがする。

「すごかったわ！」

　シャルロットは気を取り直して立ち上がった。

「どうやら弟がまたおかしな動きをしているようだ」

「そうなの……。気を付けて」

　ジョルジュ一派に命を狙われたこともあると馬車で聞いた。小こ競ぜり合あいではすまなくなっているようだ。

「ありがとう。勝負が流れてしまって残念だ。だから」

　シャルロットはウィリアムに抱きしめられた。

「わっ、ウィリアム？」

「これは参加賞」

　すぐに身を離して、ウィリアムは微笑む。

「早く、正式に婚約発表をしよう」

「え、ええ」

　シャルロットは頰を赤らめたまま、ぎこちなくうなずく。

　その表情を、マルクは肩越しに見ていた。

　ウィリアムは廷臣とともに去った。

（まだ、胸がドキドキしている）

　なんのドキドキだろう。

　アンヌに言われたとおりに考えようとするのに、一気にいろんな感情が押し寄せたので、どうにもまとまりがつかなかった。




　帰りの馬車では、シャルロットの正面にマルク、隣りにアンヌが座っている。

「シャルロット様、応援がどっちつかずでしたわね」

「えっ」

（なぜ蒸むし返すの!?）

　アンヌの言葉に、シャルロットはビクリと肩をすくめた。

「それは、どちらにも勝ってもらいたかったし……」

　この話の本質が「どちらとキスしたいか」だと気づかれていないか、シャルロットはそっとマルクを窺うかがった。

　マルクは長い脚あしを組んで窓まど際ぎわに肘ひじをのせて頰ほお杖づえをつき、視線だけシャルロットに向けていた。

　表情に感情をのせていないマルクと視線が合う。

「おまえは、ウィリアム殿下と本当に婚約するのか」

「ええ。なんだかとんとん拍びょう子しに進んでしまって、不思議な気分なのだけど」

「それでいいのかと聞いている」

　シャルロットは動きをとめて、何度かまばたきをする。

「それがおまえの求めていた幸せな結けっ婚こんにつながるのなら、俺はなにも言わない」

「偶ぐう然ぜん出会って、デートをして……。恋こいって、たぶん、こんな感じでしょ」

「ならばなぜ、ちっとも嬉しそうにしていないんだ。昨日も、さっきも」

　昨晩、ウィリアムに婚約の申し込みをされたとき。

　さきほど、正式に婚約発表をしようと確かく認にんされたとき。

　どちらも、戸と惑まどいが先に立った。

「だって、婚約なんて初めてだもの」

　マリッジブルーという言葉があるくらいだ。好きな人と結ばれることは、ただ幸せなだけではないに違いない。特にシャルロットは恋れん愛あいや結婚について知らないことが多すぎる。

「おまえは、本当に殿下のことが好きなのか」

「えっ……」

「容姿がいい相手なら、誰でもいいのではないか」

「違うわ！」

　シャルロットは憤いきどおった。近いことは何度も言われたことがあるし、それは笑い飛ばせたが、一番の理解者ともいえるマルクには言われたくない。

「ウィリアムは心も美しいもの！　とても優しくて、正義感が強くて……」

　言いながら、馬車内で打ち明け話をする際の寂さびしげなウィリアムの表情が浮かんできた。

「子どものころから虐しいたげられてきて、きっと寂しい思いも悔くやしい思いもたくさんして、それなのに、自分よりも国や民のことを優先して、一番近しいはずの身内に命まで狙われて……。だからわたしはウィリアムを支えたいと思ったの！」

　そうだ。支えたいと思った。

「シャルロット」

　マルクが冷静な声で指し摘てきする。

「同情と愛情を混同していないか」

　シャルロットは目を見開いた。

「そんな、こと……」

　この国に来てから知った、さまざまな感情が一気に溢あふれた。

　混乱する。頭が真っ白になる。

　人を好きになるというのは、どういうことなのだろう。

（わたしはウィリアムが好きではないの？）

　そんなはずはない。なぜならば、憧あこがれていた恋愛小説と同じようなシナリオを辿たどっているからだ。

　──本当にそうなのか。

　摑みかけていたものが遠のく。

　なにもわからなくなる。

「知らない！　そんなことを言うマルクなんて嫌きらい！」

　シャルロットはドアを開けて、動いている馬車から飛び降りた。

「シャルロット！」

　追いかけようとするマルクをアンヌがとめる。

「マルク様、ここはわたくしにお任せを。先にお戻りになってください」

　アンヌがマルクに笑えみを向けた。

　御ぎょ者しゃに馬車をとめさせると、アンヌはシャルロットを追った。

　シャルロットはすぐ近くの木こ陰かげにしゃがんで、膝ひざを抱かかえていた。

「シャルロット様」

　声をかけて、アンヌはシャルロットの隣りに腰こしをおろす。

「アンヌ、どうしよう……初めてマルクに嫌きらいと言ってしまったわ。怒おこっているかしら」

　シャルロットは膝の間に顔をうずめたまま話す。

「マルク様はそんなに狭きょう量りょうではありませんわ」

「でも、マルクも悪いのよ。よくわからないことを言って、わたしを混乱させるから」

「よくわからないことではありません。シャルロット様が避けていたことを、並べてくださったのですわ。ご存知のように、マルク様もわたくしも、常にシャルロット様を一番に考えております」

　シャルロットは顔を上げた。迷子になった子どものような、頼たよりない表情をしていた。

「好きって、どんな気持ちなのかしら」

　シャルロットが尋ねているのは、恋愛としての「好き」だろう。

「人それぞれですわ。それに人の心は移ろうものです。そのかたの最適解が、次の瞬しゅん間かんにひっくり返っているかもしれません。シャルロット様が悩なやむのはもっともなのです」

「アンヌは以前、難しくないと言っていたのに」

　シャルロットはぷくりと頰をふくらませる。

「先のことを考えても埒らちが明きませんもの。今、この瞬間のお気持ちを見つめることは、そう難しくありませんわ」

「今のわたしの気持ち？」

「答えはすでに、シャルロット様の中にあるはずです」

　アンヌは諭さとすように微笑んだ。

「わたくしなら、ずっと傍にいたい。独どく占せんしたいと思うかたが〝好き〟に当たりますが、シャルロット様はいかがですか？」

（傍にいたい、独占したい……）

　今は感情が荒あれているので、胸に刻み付けてあとでゆっくりと考えることにする。

（傍にいてほしい人は、常に傍にいるからピンとこないのかしら）

　それは言わずもがな、シャルロットが寵ちょう愛あいしているマルクとアンヌだ。

「侍女のわたくしはともかく、マルク様はずっと傍にいるわけではありませんよ」

　シャルロットの思考を読んだようにアンヌが発言した。

「えっ、なぜ？」

「マルク様はシャルロット様の専属騎き士しである前に、帝国軍人ですもの。シャルロット様の嫁とつぎ先までついていくことはできかねますわ」

「そんな……」

　シャルロットはショックを受けた。

　マルクはいつまでも、ともにいるものだと思っていたのだ。

　幼いころから傍にいたマルク。

　マルクのいない日常など想像できない。

「雛ひな鳥どりはいずれ、居い心ごこ地ちのいい巣から旅立つものです」

　シャルロットは落ち込んで、再び膝の間に顔をうずめてしまった。

「さて、マルク様とシャルロット様の関係は、親鳥と雛ひななのでしょうか」

　アンヌの声は、混乱しているシャルロットの耳には届かなかった。







　その夜。

　食欲がなかったシャルロットは、屋敷に戻るとすぐに部屋にこもってしまった。

　日課になっている肌はだの手入れにも身が入らない。拘こだわりぬいた美容薬をテーブルに並べたまま、何時間もぼんやりとしていた。

　この隣りん国ごくに来てから、脳の使い慣れない部位ばかりを酷こく使しして、知ち恵え熱を出しているような状態なのかもしれない。

　いつの間にかとっぷりと日が暮れていた。窓から満月が見えている。

（夜風に当たろう）

　シャルロットはベッドからおりた。ワンピースの寝しん衣いに、腰まであるブロンドの髪かみは自然のままにおろしている。ぼんやりとしているせいか、普ふ段だんよりもいっそう幼い印象になっていた。

「あっ……」

　窓を開けてベランダに出ると、隣りのベランダにマルクがいた。マルクも少々驚いているようだ。

（気まずい）

　会いたかったようで、まだ会いたくなかったようで。でも、やっぱり会えてよかった。

　仲たがいをしたあとは、時間が経たつほど溝みぞが深くなるものだ。

「マルク、さっきはごめんなさい。嫌いだなんて思ってないから！」

　シャルロットは思い切って謝った。

「いや、俺の言い方が悪かった」

　シャルロットはプルプルと首を横に振る。

「マルクの言うことは、いつも正しい」

　シャルロットは満月の周りに砂さ金きんを撒まいたような夜空を見上げた。空気が澄すんでいる。昼間は暖かいが、こうして夜になると肌はだ寒ざむい。

「わたし、ちゃんと考えるわ。今日は屋敷に戻ってきてから、心臓が壊こわれてからのことをずっと考えていたんだけど、もっともっと考えてみる」

「心臓が壊れた？」

「あっ、治ったんだった」

　マルクがなんのことかと眉根を寄せた。そこで、「クシュン」とシャルロットがくしゃみをする。

　マルクは二階の高さをものともせず、ベランダの手すりをヒラリと飛び越こえた。

「外に出るなら、なにか羽織ってこい。いつも俺が傍にいるわけではないんだからな」

　シャルロットは胸がズキリとした。

　やはりマルクも、シャルロットと別れることを想定している。

　マルクが膝ひざ丈たけの上着を脱ぬごうとするのを、シャルロットはとめた。

「それじゃあマルクが寒いでしょ」

「おまえとは鍛きたえかたが違う」

「うん。でも」

　シャルロットはツツッと遠えん慮りょがちにマルクの胸に背をつけて、マルクの上着の合わせを自分の胸の前でクロスさせた。

「これなら二人で暖かい。だめ？」

「……構わない」

　窺うように見上げてくるシャルロットに、マルクは苦笑した。

「よかった！」

　許可が出たので、シャルロットは遠慮なくマルクに寄りかかった。

「おまえな」

「ふふふっ」

　やっぱり、マルクの腕うでの中は安心する。

　今も少しドキドキしているけれども、分ぶん析せきなんて後回しだ。心ここ地ちよくて、こうしていたいのだから、それでいいではないか。

「こうしていられるのも、あとわずかだろうしな」

　目の前にある手すりに両腕をつけるマルクを、シャルロットは不安げに見上げた。

　あとわずか、なのだろうか。

「わたしが結婚したら、こうしていられないの？」

「無茶なことを言うな」

　マルクはあきれた表情になる。

「おまえと出会ってから十年。長いようで短かったようにも感じる」

　別わかれ際ぎわの思い出話のようだ。実際にマルクはこの夜空の下で、シャルロットとの思い出を振り返っていたのかもしれない。

「おまえには何度も肝きもを冷やされた。縮んだ寿じゅ命みょうは十年ではきかないだろうな」

「そんなこと言ったらわたしだって、マルクのせいで寿命が縮んだことがあるんだから」

「そんなはずがないだろう」

「あるわ。マルクが戦地に行っていたときのことよ」

　シャルロットは不満そうに眉をつり上げた。

「ああ……」

　マルクは苦い表情になる。




　忘れられないあの日のことを、マルクは思い出した。
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　ことの起こりは二年前。

　争いのなかにある友好国を支し援えんするため、ヴァローズ帝国は部隊派は遣けんを決めた。小国ではあるが、その国が落ちることは国防的に問題があったのだ。

　近この衛え騎き兵へいのマルクは本来対象外だったが、その派兵に十九歳のマルクは志願した。ヴァローズ帝国はあまりにも大国で情勢的にどの国からも攻せめられる兆きざしがない。それならば、訓練してきた力を貸すのは国営の軍人として当然だと考えた。他国の諍いさかいとはいえ、帝国への脅きょう威いを未然に防ぐことにもつながるからだ。

　シャルロットは猛もう反はん対たいし、泣いて縋すがってマルクを止めたが、このときばかりはマルクは意志を曲げなかった。

　マルクが現場に行くと、危き惧ぐしていたとおり寄せ集めの部隊は士気が低く、あまり訓練を受けていない兵卒や傭よう兵へいが主だった。

　そこに、マルクを中心とした統とう率そつの取れた軍人たちが指揮をして部隊をまとめ上げることで、戦せん況きょうはガラリと変わった。

　想定より争いは長引き、一年ほどかかったものの、友好国の勝利で幕を閉じた。

　ただし、終戦間ま際ぎわの激しい攻こう防ぼう戦のなか、最前線で指揮をしていたマルクは部下を庇かばって重傷を負ってしまった。

　一週間生死の境を彷徨さまよい、馬車で移動できるまでに容体が回復してから帰国した。だがまだ傷は癒いえておらず、身体中に包帯を巻いているような状態だった。




　それから数日後。

　自室のベッドで上半身を起こして本を読んでいたマルクは、外が騒さわがしいことに気がついた。馬車が慌ただしく停とまり、「傘かさなどいらない！」と張り上げている少女の声が聞こえた。

　シャルロットだ。

　小こ雨さめの中、従者が雨あま傘がさをさしかけるのを待たずに馬車を飛び出したのだろう。

　案の定、すぐに廊ろう下かを走る軽快な音が近づいてきた。

「帰ってきたのねマルク！」

　自らドアを開け放ち、息を切らしたシャルロットが駆かけ込んでくる。

　十五歳になったシャルロットは、一年見ない間に成長し、美しさを増していた。

　マルクは戦地でもシャルロットを忘れたことはなかった。

　わがままな姫に振り回されてばかりいたが、いつしか、かけがえのない存在になっていた。

　できることなら添そい遂とげて、自らの手でシャルロットを守り続けたい。

　ならば、自分にはもっと力が必要だ。さらに心身を鍛え成長したいと考えた。

　派兵に志願したのは、そのためでもあった。

　無事に帰国したら、その気持ちを打ち明けるつもりだった。

「なぜすぐに、わたしのもとに報告に来ないの!?」

　シャルロットがマルクのいるベッドに近づいてくる。

「ですから、シャルロット様。マルク様は、絶対安静だと、あれほど……」

　あとからやってきたアンヌは、ドアに手をついて荒あらい呼吸をしている。

「マルクはそんなに、やわじゃ……」

　包帯だらけのマルクに気づいたシャルロットは、ハッとしたように動きをとめた。

「久しぶりだな、シャルロット。屋敷から出ることは医師に止められていた」

「戦地で死にかけたというのは、本当だったのね」

「ああ」

「一時期は戦死したという噂もあったのよ。どれだけわたしが心配したと思っているの」

　見み舞まいに来たのかと思えば、シャルロットは理不尽にマルクを責めた。しかしそれは、シャルロットが胸を痛めていたことの表れだろう。よく見ると、シャルロットはやつれていた。

「だから、あれほど止めたのに……！」

　涙なみだを浮かべたシャルロットはゆっくりと歩み寄ってくる。

「悪かった」

　ベッドサイドまで来たシャルロットは、痛々しそうに眉を寄せた。

「血が……」

　塞がりきっていない傷があり、いまだに包帯を赤く染めていた。

「だいぶ良くなっている。大丈夫だ」

　マルクは安心させようとシャルロットに右手を伸のばした。その手にはまだいくつか傷が残っているが、左ひだり腕うでは骨折していて動かせない。

　マルクの手を見て、シャルロットは青ざめ、慌てて下がった。

「触さわらないで！」

　マルクは驚いて手をとめた。シャルロットに拒きょ絶ぜつされたのは初めてだ。

「とにかく、マルクが無事でよかったわ。また来るから」

　シャルロットは動どう揺ようしたように踵きびすを返して、速足で部屋から出て行った。それはまるで、少しでも早くマルクから離れたいかのように見えた。

（なぜ、逃げるように去ったのだろうか）

　マルクは伸ばした右手を見た。

　傷だらけの手。

（そうか）

　シャルロットは美に偏へん執しつしている。

　この手が、この血に濡ぬれた身体が、シャルロットには醜みにくく映ったのかもしれない。

　だとしたら。

　自分は軍人だ。有事には剣となり盾たてとなるのが自分の役目だ。これからも同じことが起こるに違いない。

（俺では、だめだ）

　シャルロットがマルクを褒ほめたたえるのは、いつも容姿だ。

　では、この容姿が損そこなわれたら、シャルロットは見向きもしなくなるのだろう。

　マルクの伯はく爵しゃくという地位だって、シャルロットに与あたえられたようなもの。

　そもそもの階級からしても、シャルロットは遠い存在だったのだ。

　マルクは大きく息を吐き出した。

　ずるずるとヘッドボードを滑すべるようにして、ベッドに横たわる。

「俺は、なにを勘かん違ちがいしていたんだ……」

　あまりにもシャルロットから特とく別べつ扱あつかいを受けていたから。

　そして、シャルロットを理解している気になっていたから。

　ともにあり続けるのは自分なのだと思い込んでしまった。

　実際に、結婚適てき齢れい期きに近づいてきたシャルロットにはマルクが相応ふさわしいのでは、という声もあがっていた。

　それも勘違いに拍はく車しゃをかけていたのだろう。




　しばらくマルクはふさぎ込んでいたが、吹っ切った。

　シャルロットへの思いは変わらない。

　基本の方針も変わらない。

　これからもシャルロットの幸せを一番に考え、全力で守りぬく。

　ただ、シャルロットとともに歩む相手が、自分ではない誰かに代わるだけなのだ。

　──マルクはシャルロットへの思いを封ふう印いんした。




　それからマルクは自分の思いを悟さとらせまいとするあまり、今まで以上にシャルロットに不ぶ愛あい想そうな態度になっていった。

　シャルロットと物理的に距離を置こうと皇こう宮ぐうを離れる仕事を積極的に受けつつも、できるだけ長く、シャルロットとの穏おだやかな時間が続けばいいと矛む盾じゅんする気持ちも抱いていた。

　しかし、終わりは来るものだ。

　シャルロットが隣国へ恋探しの旅に出たいと言い出した。

　シャルロットのわがままの中でも、特大級の難題だった。

　断るのが当然の選せん択たくだったが、アンヌの言うとおり、これがシャルロットとの最後の思い出になるだろう。

　どうもアンヌは、マルクの思いに気づいている節がある。それも含ふくめて、マルクはアンヌに苦手意識があった。

　それでも、今回ばかりは提案に乗ることにした。

　シャルロットへの思いを断たち切る、いい機会にもなると思ったのだ。

　しかし隣国に来てみれば、シャルロットは普段とは違う言動をしてきた。

　期待しそうになり、何度も思いが溢れそうにもなった。

　おそらくシャルロットは、やっと「異性」というものを意識したのだ。

　今まではお気に入りのマルクとアンヌを傍に置き、そのほかを極力排はい除じょしていたせいで、性別の違いを気にせずにここまで来てしまった。恋をしたいと言いながらも、精神的にあまりにも幼かったのだ。

　その一方、シャルロットは目当ての第一王子と出会い、本当に射止めてしまった。

　さまざまな幸運や偶然もあっただろうが、なんだかんだとやり遂げてしまうところがシャルロットらしい。

　相手のウィリアムはシャルロットも認める端たん麗れいな容姿で、能力のある王子であり、性格もよさそうだ。マルクよりも遥はるかにシャルロットを幸せにできるだろう。

　一つだけ気き掛がかりなのが、これだけの条件が揃そろいながら、シャルロットが幸せそうに見えなかったことだ。

　一つとはいえ、大きな問題だ。

　そこがクリアになれば、マルクは全力でサポートするつもりだった。

　言い方がきつかったのか、追つい及きゅうするとシャルロットを怒らせてしまったのだが……。

　気持ちの部分は本人が整理をするしかない。

　あとは当人同士の問題だ。これからは二人をそっと見守ろう。

　夜空を見ながら、マルクはそう考えていた。

　そんなとき、ベランダにシャルロットが現れた。
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「マルクが戦地に行っている間、ずっと気が気じゃなかったわ」

「そうか」

「終戦して兵士が次々と帰国するのにマルクは戻らなくて、戦死したかもしれないという噂を聞いてから数日、眠ねむれなかったし、食事も喉のどを通らなかった。絶対に寿命が縮んだから！」

「すまなかった」

　確かにあの日、部屋に駆け込んできたシャルロットはやつれていた。

「マルクが戻ってきているって聞いたとき、わたしは温室にいたの。なぜかマルクが帰国していることを、誰も教えてくれなかったのよ」

　当時を思い出して憤ふん慨がいしているシャルロットに、マルクは苦笑した。

　シャルロットに知らせれば、すぐにマルクに会いに行くに違いない。シャルロットが見境なくマルクに飛びつくことは誰もが把握していた。シャルロットへの報告は絶対安静の期間が過ぎてからだと気を利きかせたのだろう。

　しかし、日に日にやつれていくシャルロットを見ていられなくなったアンヌが、マルクの帰国を伝えたのだ。

「マルクに会いに行ったら、本当に包帯でぐるぐる巻きにされていて、びっくりした」

「そうだろうな」

「それでね、マルクの傷だらけの手を見て、わたしは来ちゃいけなかったんだってことをやっと思い出して、慌てて部屋を出たの」

「……？」

　話の流れに、若干の違い和わ感かんがあった。

　マルクが絶対安静だということを思い出したということだろうか。それならば手を見るまでもなく、包帯だらけの身体を見た時点で気づくのではないか。

「わたしは温室にいたって言ったでしょ。有毒性のある植物を扱っていたのよ。もしわたしがマルクに触れて、傷口から毒素が入ったら大変なことになると思って。湖のときと理り屈くつは同じよ。それでなくてもマルクは重じゅう傷しょうで免めん疫えき力も落ちているのに。それで、急いで部屋を出たの」

「……なんだって」

　マルクは瞠目してシャルロットを見つめた。

「あのあと大変だったのよ。安心したら廊下で腰が抜けちゃって、アンヌに馬車まで運んでもらって……、どうしたのマルク」

　シャルロットは驚いて、半回転してマルクに向かい合い、その頰に触れた。マルクの瞳は珍しいくらいに見開かれている。

「おまえは俺の身体を嫌けん悪おして出て行ったのではなかったのか」

「なにそれ。どういうこと？」

　シャルロットは聞き返した。

「もしかして、湖でマルクが言っていた、わたしが〝血が嫌い〟というのは、そのこと？　もちろん、血なんて嫌いよ。血が流れるってことは、命が流れているのと同じだもの」

　シャルロットはマルクの背中に手を回す。

「争いだって嫌い。でも騎士たちが国のために頑がん張ばってくれるから、安心して暮らせるのも知っているわ。もちろん命に係わるような怪け我がはしないでほしいけれど、どんなに傷だらけでも、マルクが美しいことには変わりないわ」

「知っていたのか」

「当然よ」

　マルクはシャルロットには傷きず跡あとを知られないようにしていた。理由はもちろん、シャルロットが忌いみ嫌うと思ったからだ。

「この傷跡は、マルクが頑張ってきた証あかし」

　シャルロットはマルクをギュッと抱きしめた。

「……そうか」

　わずかな肌はだ荒あれさえ見み逃のがさず咎とがめてくるこの皇女は、それを含めてマルクを美しいと言い続けていたのだ。

「もっと早く知っていれば……」

　マルクもシャルロットを抱き返した。

　マルクは勝手に思い違いをして、気持ちを封ふうじていた。

「いや、信じ切れていなかった俺が悪い。おまえのことは俺が一番わかっているつもりだったのに」

「マルク、さっきからどうしたの？」

「シャルロット」

　マルクは真っすぐにシャルロットを見つめた。

「俺の願いは、おまえの幸せだ。だから、おまえの選ぶ道を尊重する。だが、その先に不ふ穏おんな兆しがあれば、すぐに迎むかえに行くから」

「それって、どういう……きゃっ」

　マルクは上着を脱いで、シャルロットに頭からかぶせた。シャルロットが大きな上着を肩にかけ直している間に、マルクは隣りのベランダに移っていた。

「身体を冷やすなよ。おやすみ」

「ええ。おやすみなさい、マルク」

　マルクは軽く手を振って部屋に入っていった。その耳が赤く染まって見えたのは、気のせいだろうか。

　しばらく静かに星空を眺ながめたあと、シャルロットも部屋に戻ることにした。

　マルクの上着はぶかぶかで、袖そでを通すと袖が余って指先すら出ない。丈たけも足首まで届いてしまう。

　その上着を着たまま、シャルロットはベッドに横になった。

（マルクの匂いだ……）

　マルクが身につけている香こう水すいは、本人の好みを聞いてシャルロットが調合したものだ。いくつかのハーブを中心とした、爽さわやかで落ちつく香りだった。マルクがつけていることで、それは唯一の香りになっている。

　その香りに包まれながら、シャルロットは目を閉じ、もう一度、この国に来てからのことを考える。

　初日は無ぶ頼らい漢かんに絡からまれているところを、ウィリアムに助けられた。その流れから、マルクと疑ぎ似じデートをすることになった。

（待ち合わせをして、食べ歩きをして、ラバーズヒルに行って、ボートに乗って……。楽しかったな）

　ウィリアムと観劇にも行った。

（ドキドキしすぎちゃって、芝しば居いの内容はあまり覚えていないのよね）

　その日の夜会ではウィリアムに婚約宣言をされた。嬉しさよりも、戸惑いが強かった。

　そして今日、シャルロットの口づけをかけて射撃勝負が行われた。

　アンヌに、どちらと口づけたいかと尋ねられて、シャルロットは返事ができなかった。

　ウィリアムだ、と答えればいいだけのはずなのに。

　なぜなら、ウィリアムにはプロポーズを受け、シャルロットもウィリアムを支えたいと思ったのだから。

　──同情と愛情を混同していないか。

　マルクの言葉がリフレインされた。

　胸がズキリと痛む。

　──わたくしなら、ずっと傍にいたい。独占したいと思うかたが〝好き〟に当たります。

　アンヌの言葉も浮かんできた。

　疑似デートの最中や夜会のダンスの最中。

　シャルロットは、マルクを見ている女性に気づき、胸がざわついた。

　……それは、独占欲ではないだろうか。

　その一方、夜会で公こう爵しゃく令れい嬢じょうとウィリアムが婚約すると聞いても、心は揺ゆさぶられなかった。

（あれは、不確定な情報だったからかしら）

　嫁げばマルクと離れることになると知り、ショックを受けた。

　マルクを失う喪そう失しつ感は、計り知れない。

　マルクの腕うでの中は、幼いころから安らげる大切な場所だ。

（それは、家族以上に長く一いっ緒しょにいたから……）

　シャルロットは寝ね返がえりを打った。

（わたしは……）

　シャルロットは長い袖で、唇を押さえた。

（わたしが好きなのは）

　シャルロットは静かに目を開いた。

　その青い瞳に、迷いはなくなっていた。
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「どうぞこちらへ、ご案内します」

　シュルーズメア城の入り口で、衛士の一人がシャルロットに礼をする。

「行ってくるわ。マルクはここで待っていて」

「俺も行く」

「いいの。すぐに戻もどるわ」

　シャルロットはマルクに馬車内に戻るようジェスチャーをして、シュルーズメア城に入っていった。

　本当は一人で来たかったのだが、単独行動は許されなかった。すぐに終わる用事なので、アンヌは子し爵しゃく邸ていで待機だ。

　シャルロットはウィリアムに、婚こん約やくを解消してもらいたいと頼たのみに来た。

　正式に婚約をしたわけではないので本来は解消など必要ないのだが、夜会であれだけ騒さわぎになっては、うやむやにすることもできない。

　第一、ウィリアムはその気になっているのだ。

　そう考えると、シャルロットは申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　このことは、まだ誰だれにも話していない。

　誰よりも先に、ウィリアムに伝えるべきだと考えたのだ。

　城に向かう馬車内で無言を貫つらぬいたシャルロットを、さぞかしマルクは不ふ審しんに思ったに違ちがいない。

　衛士に続いて歩くシャルロットは唇くちびるを引ひき締しめて表情を硬かたくしている。両手も握にぎりしめて緊きん張ちょうしていた。

（ごめんね、ウィリアム）

　思い返せば、シャルロットはイベントのような気持ちでこの国に来ていた。恋こいをしたい、恋れん愛あい結けっ婚こんをしたいという気持ちは本物だったが、それはもっと心が成熟してから行うべきだったのだ。

　どう伝えればウィリアムは傷つかずにすむだろうか。

　シャルロットは昨夜から、そればかり考えていた。

（あれ……？）

　考え事をしながら歩いていると、周囲の回かい廊ろうは薄うす暗ぐらく、人通りがないことに気がついた。

　城は広いため人の少ない場所はあるだろうが、王族の部屋は中央付近の日当たりのいい場所にあり、通路にも衛兵が増えるはずだ。

「わたしはウィリアムの部屋に行きたいのだけど、行き先は合っている？」

「はい、もう少し先になります」

　振ふり返かえらずに衛士が言った。

（……なんだか、おかしいわ）

　シャルロットの野性の勘かんが、危険信号を送ってきていた。

（戻ろう）

「あっ」

　シャルロットが振り返ると、なにかにぶつかった。

「もう少し先だと言われただろう」

　その声に顔を上げると、見覚えのある人物だった。

　片耳の下で結ゆわいた肩かたまであるブルネットの髪かみ、神経質そうな一重の黒い瞳ひとみ。

「あなたは、ジョルジュ」

　ウィリアムの異い母ぼ弟ていだ。

「オレのことをウィリアムに聞いているようだな」

　名を呼び捨てにされたのが気にくわないのか、不快そうな表情になる。

「さあ、来い」

「ちょっ……んんっ！」

　シャルロットが抵てい抗こうしようとすると、ジョルジュに口を塞ふさがれ、抱かかえられた。すぐ先では先導していた衛士が廊ろう下かにあるドアを開けている。そこは、ただの壁かべにしか見えなかった場所だ。

（隠かくし扉だわ）

　シャルロットも皇こう宮ぐうから抜ぬけ出だすときに使ったものだ。ジョルジュはシャルロットを抱えたまま、隠し通路に入っていく。

（これってわたし、さらわれてる？）

　気づいたシャルロットは大声を出そうとしたが、まだジョルジュに口を塞がれているためくぐもった声にしかならない。

（城内でこんなことになるなんて！）

　マルクも城なら安心だと判断し、シャルロットを一人で行かせたに違いない。

　ジョルジュは石造りの階段を下っていき、その後ろには衛士が続く。ブーツの硬い足音が通路に響ひびいた。

　壁に吊つるされたランタンには灯ひがともっていて、それらは使い込まれていた。床ゆかに埃ほこりは溜たまっていないので、この通路は頻ひん繁ぱんに使われているようだ。

（マルクに知らせなきゃ）

　声を出せないならどうするべきか。

（そうだ、香こう水すい！）

　夜会では、マルクは香水の匂においに気づいてくれた。

　しかし。

（ないわ……！）

　ポケットを探さぐってもなにも入っていなかった。ドレスに入れ忘れたのだろうか。今日はウィリアムになんと言おうかとばかり考えていて、記き憶おくがあいまいだ。

　ならばと、暴れるふりをしてシャルロットは靴くつを脱ぬぎ落としてみた。

（ダメだわ、これじゃ意味がない）

　やってはみたものの、靴くつでは隠し扉を見つけるヒントになりそうもなかった。香水ならば匂いが回廊にまで届き、隠し扉に気づいてくれる可能性があったはずなのだが。

「ここは王族のみが知る場所だ。ウィリアムは知らない。助けは来ないぞ」

　ジョルジュの言葉にシャルロットは疑問を抱いだく。隠し通路は城が建こん立りゅうされるときに作られ、その情報は主に城主と近しい者たちに受うけ継つがれていく。本来、第一王子のウィリアムが知らないはずがない。

　ここにもジョルジュの母である正せい妃ひの悪意が見え隠れする気がした。

「いずれ捕つかまえようと思っていた餌えさがそちらから来てくれるとは、手間が省けた」

「餌？」

　シャルロットの言葉はくぐもっていたが、相手に伝わったようだ。

「まさか、ウィリアムが婚約するとはな。わかりやすい弱みができてありがたい」

　婚約者であるシャルロットを使って、ウィリアムを陥おとしいれようと企たくらんでいるようだ。

　シャルロットは腹を立てる。

（なんて卑ひ怯きょうな！　そんなことはさせないわ！）

　シャルロットはジョルジュの脛すねを思いきり蹴けった。靴をはいていないので、痛みよりも驚おどろきによって手が緩ゆるんだようだ。シャルロットはジョルジュの手から抜け出した。

　入ってきたドアに向かいたいが、そちらにはジョルジュや衛士がいる。階段は狭せまく、かわしながら引き返すことはできそうもないので、シャルロットは走って階段を下りる。膝ひざ上うえでリボンでとめている手編みシルクのタイツ越ごしに、冷たい石段を感じた。

「待て！」

　ジョルジュが追いかけて来る。

「待つわけないでしょっ」

　身軽になった足で、シャルロットは二段抜かしで駆かけ下おりる。

（出口だわ）

　ランタンがあるとはいえ、薄暗い階段通路の突つき当あたりにドアが見えた。シャルロットは体当たりをするようにドアを開ける。

「騒そう々ぞうしい」

「何事だ」

　二十人近くの男たちがこちらを見ている。年格好からすると、部屋の中央にあるテーブルについているのが廷てい臣しんで、壁かべ際ぎわに控ひかえているのは付き人のようだ。

　シャルロットはざっと周囲を見回した。

　広さはさほどないが、三階分ほどの高さのある吹ふき抜けのフロアだった。窓はない。どうやらここは地下二階にあたる場所のようだ。ランタンや燭しょく台だいに火が灯ともっているので、部屋は明るい。

　壁際の棚たなには書物や書類などが収納されている。暖だん炉ろもあり、凝こった装そう飾しょくのマントルピースの上にはジョルジュの肖しょう像ぞう画が飾かざられていた。

　その頭に冠かんむりを戴いただいている。ジョルジュは戴たい冠かんしていないのでイメージ画だろう。シュルーズメア王は現げん役えきなので不敬なのではとチラリとシャルロットは思ったが、そんなどうでもいい感想はすぐに捨てた。

　大切なのは、ここがジョルジュ派たちの集つどう隠し部屋だろうことだ。

　部屋にいる面々はシャルロットの容姿に目を奪うばわれて、しばし黙だまり込んだ。

　ようやくポツポツと、

「この娘むすめは夜会で」

「ウィリアム殿でん下かの」

　と口にしだす。

「話していないで、その娘を捕とらえよ！　上には行かせるな」

　男たちの会話をジョルジュが遮さえぎった。

（上？）

　この部屋で行き止まりかと思っていたが、奥には弧こを描えがくような螺ら旋せん階段があり、地下一階のフロアが見えている。そのフロアの奥にはドアがあるようだ。

（ドアの先は、城の外につながっているのかも）

　目標が見つかり、シャルロットは俄が然ぜんやる気を出した。身体能力には自信があるが、階段の入り口を塞がれてはどうにもならない。誰よりも早く階段にたどり着かなければいけない。

　シャルロットは長いブロンドの髪とドレスを翻ひるがえして再び走り出した。男たちが手を伸のばしてくるのをヒョイヒョイと軽快に避よける。

（よし、ゴール！）

　シャルロットは繊せん細さいな彫ほり物ものがされている階段の親柱に手をついた。

「あなたたち、こんなことをして恥はずかしくないの？」

　階段を途と中ちゅうまで上がったところで、シャルロットは振り返った。上のフロアには誰もいないことを確かく認にんした。もうシャルロットが逃にげる道を阻はばむ者はない。

　こうなると、一言物申さずにはいられない。

「なんのことだ」

　ジョルジュが聞き返してくる。

「上に立つ者たちがこうしてコソコソと雁がん首くびを揃そろえて、正統な継けい承しょう者を陥れてまで、玉座を奪おうとしていることよ」

「なにが正統な継承者だ。オレよりたった八ケ月早く生まれただけではないか」

　ジョルジュは憎にく々にくしげにシャルロットを睨にらみ上げる。

「一日でも一秒でも同じよ！　しきたりを守らず秩ちつ序じょを乱すような者が、国を統治できるはずがないでしょ。普ふ段だんから悪だくみばかりしているから醜みにくくなるのよ！」

「なにを言っている。その目は節穴か」

　容姿に自信があるらしいジョルジュの表情が険悪さを増した。シャルロットは指先を突き付つけて鼻で笑う。

「わたしほどの美の目め利ききはいないわ！　見た目で心の美しさがわかるの。ジョルジュ、あなたは恨うらみばかり抱えているから瞳がにごって口が歪ゆがんでいるのよ！　そっちのあなたも不正を働いているのがお腹なかの肉に現れているわ！　あなたも！　あなたも！　悪いことをしているのはお見通しよ！」

　調子に乗ったシャルロットは一人一人の醜さを指し摘てきしていった。男たちが怒いかりにざわめく。

「その棚にある書類は不正の証しょう拠この山？　まったく汚けがらわしい！　あなたたちが世界の美の偏へん差さ値ちを下げているのよ。牢ろうの中で反省……いたっ」

　シャルロットは羽は交がい締じめにされた。

「なっ、なぜ後ろに!?」

　振り向くと、見知らぬ中年男性がいた。彼もジョルジュ派の貴族のようだ。下のフロアにはいなかった顔だ。

「女性の声が聞こえると思ったら、ウィリアム殿下の婚約者とは」

　後ろの男がシャルロットをヘビのような目で見る。

「よくやった。今回ばかりは遅ち刻こく癖ぐせが役に立ったな」

「遅刻癖とは聞き捨てなりませんな。わたしは忙いそがしいのです。それに、まだ来ていない者がいるでしょう」

「役に立ったと褒ほめているのに。いいから、その女を縛しばり上あげろ。足あし癖くせが悪いから、足を縛るのも忘れるなよ」

　ジョルジュが命じ、シャルロットは下のフロアから上がってきた兵に縛り上げられてしまった。

　シャルロットを羽交い締めにした男は、螺旋階段とは別のドアからやってきたようだ。そこが地上につながっているのなら、外からこの部屋に入ることができるのは当然だ。シャルロットはそれを失念していた。

　さっさと逃げ出していればよかったものを、余計なことをして、またシャルロットは捕まってしまった。

（ぐぐっ、悔くやしい）

　シャルロットは臍ほぞを噬かんだ。

　ぐるぐるに縛られたシャルロットは上のフロアに運ばれて、椅い子すに座らされた。そこにワラワラと集まったジョルジュ一派に囲まれて、もう逃げ出す隙すきはない。

「黙っていれば、この世のものとも思えぬほど美しいものを。口を開くと変人か」

「転てん婆ばも過ぎるが」

「この豪ごう奢しゃな髪は一本でも値ねが付きそうですなあ」

「見世物じゃないのよ！　そこのあなた、わたしに触ふれるならダイエットしなさい！」

　シャルロットはおかしな基準で拒きょ絶ぜつした。

「ジョルジュ殿下、この令れい嬢じょうをどうなさるのですか？　殺すには惜おしい」

「さあ、使用する作戦によるな。どうやってあいつを破は滅めつさせるか。思ったよりも餌が早く釣つれたから、考える時間はたっぷりとある」

（あいつって、ウィリアムのことよね）

　またシャルロットはムッとする。

「なぜ兄弟仲良くできないの。兄を支えるのが、弟の役目じゃない」

「オレは王になるために育てられたんだ。王にならなければ、生を受けた意味がない」

　ソファに座るジョルジュが、冷たく燃える瞳でシャルロットを見み据すえた。

　その奥の壁には、ジョルジュと女性の二人が描かれた肖像画が飾られていた。女性は四十代後半くらいの貴婦人で、艶つやめく長いブルネットの髪が印象的なエキゾチックな美女だ。おそらく、ジョルジュの母親だろう。

　優ゆう雅がに微笑ほほえむ女性の細く長い指は、食い込むほどにしっかりと、ジョルジュの肩を握っている。

　母親に、王にならなくては意味がない人生なのだと、ジョルジュは叩たたき込まれて育ったのかもしれない。そう考えるとジョルジュも憐あわれではあった。

（そんなの、言い訳にならないけど）

　そんなことより逃げ出さなければと、シャルロットは周囲を見回した。

　上のフロアにも下のフロアにも人がいて、自分は縄でぐるぐる巻き。猿さるぐつわはされていないのでしゃべることはできるが、手も足も動かせない。

（ピンチ……！）

　この場所はジョルジュ派以外知らない隠し部屋なのだ。このままでは、自分はウィリアムを陥れる道具にされてしまう。

（どうしよう）

　考えあぐねていると、下のフロアのドアが動いた気がした。

（えっ……）

　次の瞬しゅん間かん、ドアが大きく開いて、剣けんを構えた騎き士しがフロアに飛び込んできた。

（マルク……！　なんで？）

　隠し通路のドアから入ってきたのは、間ま違ちがいなくマルクだった。

　マルクは素す早ばやく周囲を見回した。地形の把は握あくと、近くに武器を持った兵士がいないことを確認したようだ。

　シャルロットとも目が合う。

　マルクは眉まゆをつり上げて即そく座ざに縛られた皇女に駆け寄ろうとすると、「待て」と声がして足をとめた。

　その声の主である剣を握ったウィリアムも、ドアから姿を現した。

「ジョルジュと話がしたい」

　ウィリアムはシャルロットを痛ましそうに見つめたあと、厳しい表情をジョルジュに向けた。

「ウィリアム殿下だ」

「なぜここが……！」

　フロアが一気にざわめく。ウィリアムの視界から逃のがれようと隠れる素そ振ぶりをする者もいた。

「慌あわてるなっ」

　ジョルジュが鋭するどく同志たちを叱しっ咤たした。

「ジョルジュ、彼女を解放して」

　ウィリアムは上のフロアのジョルジュに向かって吹き抜けから声をかける。

　ジョルジュは素早くシャルロットを片手で引き寄せると、抱えて少々張り出している手すりまで連れて行き、その細い首に短たん剣けんを当てた。シャルロットはムッとしてジョルジュを睨む。

「我がアジトへようこそ、兄上」

「彼女に危害を加えるな」

「それは兄上次し第だいだ」

　異母兄弟は視線をぶつけ合う。

「なにが目的だ」

「それは兄上がよくわかっているだろう」

「だから、なにをすればシャルロットを解放するのかと聞いている」

「そうだな」

　ジョルジュは心底楽しそうに、薄うすい唇をめくるようにして笑った。昏くらい笑いだ。

「まずは兄上に、オレの靴でもなめてもらおうか。みじめに這はいつくばってさ」

　周囲でジョルジュ派の男たちから「殿下もお人が悪い」と嘲ちょう笑しょうが起こった。

「どうした。婚約者が大切ではないのか。さっさと来いよ兄上」

　動かないウィリアムを煽あおるようにジョルジュが呼ぶ。

「そんなことでシャルロットを返してくれるなら、たやすいことだ」

　ウィリアムは憐れんだ表情をジョルジュに向けると、階段に向かって歩き出した。

「なんだと」

　予想外の反応だったのだろう、ジョルジュがたじろいだ。

「ウィリアム、従ってはダメよ！　靴はばい菌きんだらけなんだから！」

　シャルロットが叫さけんだ。周囲が「清潔ならいいのか」とざわつく。

「あなたは兄に向かってなんと言うことを言うの！　恥はじを知りなさい！」

　シャルロットは思いきり頭を振って、髪を鞭むちのようにしならせてジョルジュの顔を打った。

「この女、なにをする！」

「きゃっ」

　怒りに顔を赤く染めたジョルジュがシャルロットの髪を摑つかんだ。引っ張り上げようとした瞬間に、その手が離はなれる。

「つっ……！」

　それはジョルジュからあがった小さな悲鳴だ。痛みにシャルロットの髪から手を離す。

　ジョルジュの手には、一筋の赤い筋が走っていた。

「皮一枚というところでしょう。さほど痛みもないはずです」

　マルクが短剣をジョルジュに向かって投げたのだ。あまりの早はや業わざに、誰も止めることができなかった。マルクとジョルジュの間は十五メートルほど離れている。

「自分は殿下の急所を狙ねらうこともできました。眉み間けんでも、首の頸けい動どう脈みゃくでも」

　マルクの射殺しそうな視線に、ジョルジュはビクリと肩をこわばらせて怯ひるむ。

「恐おそれながら、人ひと質じちは丁てい重ちょうに扱あつかうのが得策かと存じます」

　マルクが軽く一礼する。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを絵に描いたようだ。

「貴様、何者だ！」

　ジョルジュの問いには、しれっとしてマルクは答えない。

「もうよい。お遊びは終わりだ！」

　ジョルジュは改めてシャルロットを引き寄せた。

「まずは、その男がおかしな動きをしないように、武器を取り上げて縛れ」

　ジョルジュは部下に命じる。「その男」とはマルクのことだ。

　マルクは寄ってきた兵士に大人しく剣を渡わたし、両りょう腕うでを背中に回す。さきほどの神かみ業わざを見ていた兵士は、恐きょう々きょうとした態度でマルクの腕を後ろ手に縛った。

「兄上は、その壁にあるランタンを取ってよ」

「ランタン？」

「いいから早く」

　ウィリアムはいぶかしげな表情で、壁からランタンを持ち上げた。

「さあ、次は地下二階に灯油を撒まくんだ」

　次の言葉は部下に対して発する。

「殿下、まさか……！」

　廷臣の一人が驚いたような声をあげた。

「そうだ。おまえたちもこちらに上がってこい」

　下のフロアの床に大量の灯油が流された。独特の硫い黄おう化合物の臭いが鼻につく。

　そして、マルクとウィリアムを残し、ジョルジュ派の者たちは全員上のフロアに上がっていった。

「お待ちどおさま。兄上の婚約者を解放する方法を決めたよ」

　ジョルジュはニッと口角を上げた。

「兄上がそこの油に火をつけたら、彼女を放そう」

「そんなことができるはずないだろう！　城が燃えてしまう」

　ウィリアムが叫ぶ。

「そうだよ、城を燃やすんだ。大だい丈じょう夫ぶ、ここは地下だからね、全ぜん焼しょうはしないよ。基き礎そは石造りだし」

　だけど、とジョルジュは笑えみを深めた。

「それなりには燃えるよね。煙けむりに巻き込まれても人は死ぬらしいじゃないか。どれくらい死者が出るかな」

「なぜ、そんなことを僕にさせたいんだ」

「この国って放火は重罪だろ。兄上を犯罪者にしたいんだ。しかも兄上が大事にしている国の秩序とやらもおかしくなるだろうね。王子が放火殺人なんか起こすんだからさ」

「もし火を放ったとしても、ウィリアムは脅きょう迫はくされたんだから、無罪に決まってるわ」

　シャルロットが口を挟はさむ。

「まさか、オレは脅迫なんてしてないよ。ねえみんな」

　ジョルジュは周囲を見回した。ジョルジュ派の者たちは一様にうなずく。

「犯罪を捏ねつ造ぞうするつもりなのね。卑怯者！」

　シャルロットはジョルジュを睨む。

「別に兄上は火を放たなくたっていいんだよ。その場合、彼女がどうなるかわからないだけで。証人はこんなにいる」

　人数ばかり多くても、ジョルジュに都合のいい意見しか言わない者たちだ。シャルロットやマルクは口くち封ふうじをされるに違いない。

「さあ、選んでよ兄上。オレはそれほど気が長くないよ」

　城か、シャルロットか。

「ジョルジュ……」

　ウィリアムの青白くなった顔が歪む。兄の苦しむ姿を見るのが楽しいのか、ジョルジュは限界まで口角を上げてにやけている。

「ジョルジュはそんなに僕が嫌きらいなんだね」

　ウィリアムの声は、やっと押し出したように弱々しい。

「今いま更さらだろ。目め障ざわりだ。大嫌いだよ」

　ジョルジュは言葉の鈍どん器きで殴なぐりつけるように叫ぶ。

「うん。知っていたけどね。はっきり言われるとつらいよ。いつか、ジョルジュとうまくいく日が来たらいいなと思っていたから」

　ウィリアムは表情を歪めた。

「できるわけないだろ、玉座は一つなのに」

「そんなもの、僕はいらなかった。ジョルジュがしっかりと国を守ってくれるようなら、安心してとっくに継承権を放ほう棄きしていたよ」

「オレなりに国を守ってやるよ。こいつらとな」

「……そう」

　ウィリアムは悲しそうに目を伏ふせる。

「僕は犯罪者になるわけにはいかない。僕にも国を守ろうとする同志がいるからね。当然、城に火をつけて被ひ害がいを出すわけにもいかない」

「あっそ。兄上にとってこの女は、その程度だってことだ」

「違う。シャルロットは僕にとって大切な女性だ」

　ウィリアムのアッシュブルーの瞳が、なにか訴うったえかけるようにシャルロットを見つめる。

「僕には、どちらも選べない」

「どちらかだと言っているだろ」

　ウィリアムは下した唇くちびるをかみしめた。

「……僕は、三つ目の選せん択たくをするよ。ジョルジュも満足するだろう。だから絶対に、シャルロットを解放してほしい」

　ウィリアムはランタンを近くのテーブルに置いた。

「シャルロット、巻き込んでしまって、怖こわい思いをさせてしまってごめんね」

　ウィリアムはシャルロットを見上げて謝る。シャルロットは首を横に振った。

「この国のことは、きっと同志が守ってくれるはずだ。そう信じる」

　そう言ったウィリアムは鞘さやから剣をシャラリと抜いて、その刃はを首に当てた。

（まさか）

　ウィリアムは自死するつもりだ。

「ウィリアムやめて！」

　シャルロットが悲痛に叫んだ。

　ウィリアムは強く目を閉じた。一つ呼吸をする。そして、鈍にび色いろに光る剣を首筋に押し付けた手を、思い切ったようにスライドさせた。

「ウィリアム！」

　シャルロットが悲鳴をあげた。

　──ウィリアムの手は空を斬きった。

「……」

　痛みがないことを不審に思ったウィリアムが目を開けると、視界にマルクが映る。

　マルクがウィリアムの剣の軌き道どうをずらしていた。ウィリアムの首には、かすり傷一つついていない。

「きみは、縛られていたんじゃ……」

　ウィリアムが驚く。止められると思っていなかったのだろう。

「自分を縛る兵士の腰こしは引けていましたから、緩むように細工するのは造作もないことでした」

　マルクは後ろ手で縛られてすぐに縄抜けをしていた。そのあと、縛られているふりをしてシャルロットを救うチャンスを窺うかがっていたのだ。

「殿下の覚かく悟ごは見せていただきました」

　マルクは硬い口調で続ける。

「命を賭としてシャルロットを守る姿勢には感服いたしました。突きつけられた選せん択たく肢し以外の道を選んだことも。しかし命を投げ出してしまっては、シャルロットを幸せにはできません。別の道を作るなら、どちらも手に入れる選択をしていただきたかった」

　マルクは首を振った。

「残念ながら、殿下にはシャルロットを任せられません」

「きみは……」

　ウィリアムが瞠どう目もくする。

　マルクが振り返ると、全力で走り出した。まさに疾しっ風ぷうのごとき速さで、一直線にジョルジュに向かっていく。

　階段さえ使わず、壁を蹴って跳ちょう躍やくし、実質三階分の高さのある手すりに摑つかまると、力ちから技わざで身体を翻して上のフロアに到とう着ちゃくした。

　一いっ瞬しゅんの出来事で、誰もマルクに反応できない。

「なんなんだ、貴様は……！」

　ジョルジュ派たちがやっと現状の理解に追いつくころには、マルクはシャルロットを取り返し、ジョルジュを含ふくめて二十人強を手刀であっという間に気絶させていた。

「マルク……！」

　シャルロットはまさに体当たりをするようにマルクの胸に飛び込んだ。

「縛られているのに動くな。危ないだろう」

　マルクはシャルロットを受け止めた。椅子に座らせ、拾った剣でシャルロットの縄を切っていく。

「やけに執しつ拗ように縛られているな」

「わたし、捕まる前にちょっと暴れたから」

「なにをやっているんだ、おまえは」

　縄を解くと、マルクは腰の麻あさ袋ぶくろからシャルロットの靴を取り出した。

「あっ、それ」

「階段通路に落ちていた」

「うん、わざと落としたの。でも、それじゃヒントにならなかったでしょ？　なぜ隠し扉がわかったの？」

「おまえの香水の匂いがした」

　ジョルジュに抱えられ移動する間に、シャルロットは香水の瓶びんを落としていたようだ。それが隠し扉に入ってすぐの場所だったおかげで、マルクは匂いに気づき、隠し扉を見つけることができた。

「そうだったのね。今回ばかりはどうしようかと思ったわ。さすがマルク！　そしてナイスわたし！」

　ぐっと拳こぶしを握るシャルロットの髪を、眉をつり上げたマルクがグリッと混ぜた。

「無事だったのはただの運だ。危ないことはするなと何度言わせるんだ」

「理り不ふ尽じんよ！　今日のは、わたしのせいじゃないわ！」

「……確かに、城内なら安心かと一人で行かせた俺も悪かった。ジョルジュ派が暗あん躍やくしているのを知っていたのに、見通しが甘かった」

　すぐに戻ると言っていたシャルロットの帰りが遅おそいので、マルクは衛兵に頼み、ウィリアムに取り次いでもらった。するとシャルロットは来ていないと言われたので、ウィリアムが信しん頼らいできる数人の兵と手分けをしてシャルロットを探し始めたのだ。

　やれやれと肩をすくめたマルクは、シャルロットに靴をはかせる。

「おまえが無事で、本当によかった」

　表情を緩めたマルクを見て、シャルロットの胸がトクリと鳴った。

（危ないところを助けられて、靴をはかせてもらって、まるで小説の中のヒロインみたい）

　そう思ったが、もうシャルロットは恋愛小説のような恋をしたいとは思わなかった。

　今、鼓こ動どうが高まったのは、小説と同じシチュエーションだからではない。

　シャルロットをときめかせるものは、本から現実世界に移った。

　目の前の、自分の唯ゆい一いつの騎士に──。

（ん？）

　そのとき、どこかでなにかが光った気がした。

「あっ」

　視界の端はしで剣がひらめいたかと思うと、貴族らしき男が剣で斬りつけて来た。マルクはシャルロットに靴をはかせるため、男に背を向けて屈かがんでいる。

「マルク危ない！」

　シャルロットはとっさにマルクにかぶさった。

　剣がシャルロットの頭上に振り下ろされる。

　マルクはシャルロットを抱き込みながら身体からだを半回転させて、間かん一いっ髪ぱつで男の剣を避けた。立ち上がりながら男の剣を弾はじき飛とばし、鳩尾みぞおちに拳を入れて気絶させる。

　男は二階のドアから入ってきたようだ。ずっとマルクが隙を見せるのを待っていたのかもしれない。

「なにをしている。危ないだろう」

　マルクがシャルロットを叱しかる。騎士が姫ひめに守られるなど本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「だって……」

　マルクは座り込んでいるシャルロットの前で屈んだ。顔を上げたシャルロットを見て、マルクは瞠目する。シャルロットは泣き出しそうなほど表情を歪ませて、肩を震ふるわせていた。そんな表情を見せるのは珍めずらしかった。

「マルクが前みたいになったらと思ったら、怖くて……。身体が勝手に動いていたんだもの」

　シャルロットは、マルクが戦地から帰ってきたばかりのころを思い出しているのだろう。

「俺は簡単に斬られたりしない」

　マルクはシャルロットの頭を優やさしくなでた。

「本当？」

「当然だろ。周囲を見ろ」

　みごとな死し屍し累るい々るいの山が築かれている。

「おまえは安心して俺を盾たてにすればいい」

　シャルロットは眉をつり上げた。

「そんなの嫌いやよ。守られてばかりいるなんて性しょうに合あわないわ」

　そう言ったシャルロットは妙みょう案あんを思いついたように、ぱっとマルクに笑え顔がおを向ける。

「ね、一いっ緒しょに剣になれたら、カッコよくない？」

　マルクは苦く笑しょうした。シャルロットはくるくると表情を変える。

「おまえはすでに、飛び道具のようなものだからな」

「なにそれ、褒められてる？」

「そうだな」

　マルクは雑に流した。

「ともあれ、無事でよかった」

　マルクは大きく吐と息いきして、シャルロットを強く抱きしめた。
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「おまえが姿を消している間、生きた心ここ地ちがしなかった。俺の目の届かないところで二度と危険なことに巻き込まれないでくれ」

　シャルロットは大きな身体と親しんだ香りに包まれ、安心して身をゆだねた。

　──ここが自分の居場所なのだと、改めて確信する。

「じゃあ」

　シャルロットは広い背中に腕を回し、マルクを見上げた。

「ずっと目の届くところにいてくれる？」

　マルクはライトブラウンの瞳を見開いた。そして、柔やわらかな笑みを浮うかべる。

「おまえが望むなら」

　シャルロットはくすぐったそうに笑い、マルクの胸に顔をうずめた。




　それから、シュルーズメア城は大おお騒さわぎになった。

　なんと言っても、第二王子が投とう獄ごくされたのだ。そのほか連行されたジョルジュ派の者たちも地位のある廷臣たちが多く、大混乱となった。

「ごめんなさい」

　隠し部屋の書類は不正の証拠品として押おう収しゅうされ、それらが一段落してから、シャルロットはウィリアムに謝罪をした。

　婚約解消の件だ。

「いいんだ」

　隠し部屋でのやりとりで、ウィリアムは自分のふがいなさを感じていた。

　自己犠ぎ牲せいからはなにも生まれない。死んだら終わりだ。

　欲しいものは、最善の手段を捻ひねり出して手に入れなければいけなかった。

　特に、王たる者ならば。

　マルクに器うつわが足りないと突きつけられ、ウィリアムは納なっ得とくせざるを得なかった。

「婚約の件は、僕が急ぎすぎた。僕こそごめんね」

　シャルロットとマルクの仲に危機感を覚え、強ごう引いんに進めてしまった。

「そんなっ」

　シャルロットはブルブルと首を横に振った。

「国もシャルロットも両方守れるくらいに力をつけたら、改めて迎むかえに行くから」

　ウィリアムは去り際のシャルロットの背中に向かって誓ちかった。




　翌日、帰国するためにシャルロットたちは馬車に乗っていた。

　車内にはシャルロットとマルクのみ。二人に気を利きかせて、アンヌはピエールとともに表の御ぎょ者しゃ台にいる。

「予定の日程内に帰国できるな。陛下になんとか顔向けができる」

　マルクは安あん堵どしたように長い足を組んだ。

「父上に？　なぜ？」

　シャルロットは首をかしげた。

「陛下に旅行の報告をしているからに決まっているだろう」

「えっ！　これはお忍しのびじゃなかったの？」

「そんなわけがあるか。国際問題になると言っただろう。ヴァローズ帝てい国こくとシュルーズメア王国の両陛下には、事前に許可をいただいていた」

　マルクがたびたび姿を消していたのは、それぞれに進しん捗ちょくを伝えるためだった。

「秘密の旅だと思っていたのに！」

　シャルロットはふくれた。

「楽しめただろ」

　マルクは口角を上げる。

　それでは、誰にも見られずに皇宮から抜け出せたのは、シャルロットの隠おん密みつ行動のおかげではなかったのだ。

「……楽しかったけれど」

　とてもワクワクしたし楽しかったが、なんだか悔しい。

（でも）

　ぷくりとふくらませていた頰ほおの空気が抜けていく。

　マルクはいつも、シャルロットのために奔ほん走そうしている。

（わたしのために）

　シャルロットはポッと頰を染めた。

「マルク、肩を借りてもいい？」

　シャルロットはおずおずと隣となりに座るマルクに尋たずねた。

「どうした。いつも勝手にするだろう」

「そういうのは卒業したの！　ところ構わずマルクに抱きつくのもやめるわ。淑しゅく女じょの嗜たしなみよ」

　マルクは「今更か」という表情になる。

　シャルロットが律りち儀ぎに返事を待っているので、マルクはシャルロットの小さな頭を引き寄せた。マルクの肩に頭をのせたシャルロットは嬉うれしそうに微笑む。

「わたしね、素す敵てきな恋愛結婚に近づく方法を見つけたの」

　マルクはシャルロットに視線を落として軽く眉を寄せた。その話は一段落ついたと思っていた。

「恋愛をするには、相手にわたしを好きになってもらわなきゃいけないでしょ」

「そうだな」

「今まで恋愛できなかったのは、わたしに美しさが足りなかったからよ！」

（だから好きになってもらえていないの、マルクに！）

　容姿には努力の積み重ねによる絶対の自信があるので遺い憾かんではあるが、相手も一筋縄ではいかないほど美しいので、今のままでは足りないのだろうとシャルロットは考えた。

　マルクは「それは容姿の問題ではないだろう」と思いながらも、話の先を促うながす。

「でね、自分磨みがきは思いつく限りのことを既すでにしているから、どうしようかと思ったのだけど、美の徳を積むいい方法を思いついたのよ。容姿は心の鏡だから」

　マルクにはたくさん縁えん談だんが来ているそうだから、急がなければいけない。

「マルク、見ていてね。わたし頑がん張ばるから！」

　シャルロットがやる気を出しているので、マルクは応おう援えんの意味を込こめてシャルロットの頭に手をのせた。

「なにを始めるんだ？」

「それはね……」

　シャルロットが張り切って説明を始める。

　二人は笑顔を絶やすことなく、他愛もない話を続けた。

　車内は明るい日差しに照らされていた。
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　──皇こう宮ぐうでは最近、とある噂うわさが流れていた。

　ある部屋に女性が入っていくと、悲鳴があがり……。

　そして、美しくなって出てくる、と。




「今日はここまでよ。お疲つかれさま」

　シャルロットが手を打つと、三十席ほど設置された椅い子すから貴婦人たちが立ち上がる。

「皇女殿でん下か、ありがとうございました」

「時間があっという間でしたわ」

　ここはシャルロット主しゅ催さいの「美容サロン」。

　顔のパーツの黄金比、それに寄せるための化け粧しょう法、色しき彩さいから受ける印象とその組み合わせ、ファッション、姿勢、歩き方、ときにはストレッチや整体、食事の指導などなど。

　これまでシャルロットが学び研究してきた美についての知識を、希望者に伝えていた。だれもが受講可能で、女中から貴族の紳しん士しまで、幅はば広ひろい人が美容サロンに集まる。

　シャルロットが一ひと月つきほど前、隣りん国ごくのシュルーズメア王国から帰国する際にマルクに話した「美の徳を積む方法」というのは、このサロンのことだった。

　いままでシャルロットは自分磨みがきをしながら、周囲から美しい者以外を排はい除じょしていた。そして、明らかに美意識の低い者を見ると苛いら立だっていた。

　だからシャルロットは、変わり者の皇女だと言われてしまったのだ。

　しかし、シャルロットは気づいた。

「わたしの手で、みんな美しくしてしまえばいいのだわ！」

　隣国の夜会で、ロザリーを救ったことで、シャルロットはひらめいたのだ。

　美は人を幸せにする。みなが美しくなれば、みな幸せになる。

　視界に入る者が美しければシャルロットも幸せだし、いいことをして美の徳を積み、心が美しくなれば見た目にも反映されるはずだ。

　こんなに幸せな連れん鎖さがほかにあるだろうか。

「いや、ない！」

　シャルロットは満足げに断言する。

　美容サロンは盛せい況きょうで、募ぼ集しゅうをするとすぐに埋うまっていた。シャルロットも、それを手伝う侍じ女じょたちも大おお忙いそがしだ。

「皇女殿下、片付けはいつものように済ませておきますわ」

「そろそろお部屋に戻もどらないと、殿下の騎き士し様がいらっしゃるお時間です」

　シャルロットの侍女たちが声をかけてきた。

　いままでシャルロットは、「美しさが足りない」と侍女を補ほ充じゅうせず、侍女の仕事をアンヌ一人に任せていた。

　しかし、シャルロット自身の手で磨き上げた者たちをこうして侍女につけることにした。シャルロットの侍女になると特別に美しくなると噂になり、希望者が殺さっ到とうしている。

　サロンの参加者たちはみな笑え顔がおになり、シャルロットに感謝して帰っていく。




　今回の秘密の旅は、シャルロットにたくさんの経験と成長をもたらしてくれた。

　そして、恋れん愛あいができなかったら母の言うとおりに結婚すると話していたシャルロットは……。

　──いまだに婚こん約やく者すらいないままである。




「ねえ、アンヌ」

　シャルロットは横を歩くアンヌを見上げた。光が差し込む回かい廊ろうは二人きりだ。

「いかがなさいましたか、シャルロット様」

「わたしはあとどれほど美しくなれば、マルクに愛されるのかしら？」

　シャルロットの大きな瞳ひとみには、ワクワクとした期待が込こめられていた。アンヌは瞠どう目もくしたまま、しばし皇女の整った相そう貌ぼうを見つめた。

「シャルロット様は、マルク様を愛しておられるのですか」

「言わせないで。アンヌだって気づいているのでしょう？」

　シャルロットは一月前よりも少々引ひき締しまったようにも見える頰ほおを桃もも色いろに染めた。

「わたくしからは、なんとも……」

　アンヌはそう言いながら口元を扇せん子すで隠かくし、顔をそむけた。それを見たシャルロットは「まだまだなのね」と唇くちびるを丸めた。

「サロンを増やそうかしら。いっそ、他国にも美を喧けん伝でんするべき？」

「あまり忙いそがしくされると、マルク様と過ごす時間が減ってしまいますわ」

「それはいけないわね」

　シャルロットの部屋に二人が入ると、焼き立てのスコーンやショートブレッドの香りが鼻び腔こうをくすぐった。赤大理石を使ったテーブルにはテーブルクロスがかけられ、ティーセットが配置されている。侍女たちが準備したもので、「お帰りなさいませ」と声が飛んでくる。

　しばらくすると、皇こう帝てい近この衛え騎き兵へい連れん隊たいの訓練を終えた制服姿のマルクがシャルロットの部屋にやってきた。

「わたくしたちはしばらく席を外しましょう」

　アンヌが気を利きかせて、ほかの侍女たちに声をかけた。

「マルク様」

　声をかけられたマルクはアンヌに視線を向ける。

「おめでとうございます」

「……？」

　含ふくみ笑わらいを浮うかべながら去ったアンヌの後ろ姿を、マルクはいぶかしげに見送った。

「マルク、ここに座って」

　シャルロットは隣となりの席にマルクを誘さそった。

「どのお菓か子しも甘さを控ひかえてあるの。これは隠し味にレモングラスが、こっちはシトラスが練り込まれているのよ」

　それらはマルクの好みを反映したものだ。

　シャルロットは恋愛小説だけではなく、恋愛指南書も読み始めたのだが、「第一歩は相手を知ること」と書いてあった。

　十年も一いっ緒しょにいるのに、シャルロットはマルクの好みをほとんど知らず、愕がく然ぜんとした。だからシャルロットは最近、マルクを質問攻ぜめにしている。

「サロンを始めて、一月が経たつのだけれど」

　シャルロットは温かいスコーンを手に持ち、頰を染める。

「マルクから見て、わたしは一月前より、美しくなった？」

　マルクはシャルロットをまじまじと見つめた。

「いや、変わらないが」

「やっぱり！　まだまだ努力が足りないのね……」

　シャルロットはがっかりする。

「おまえはもともと美しいだろう」

「えっ」

　シャルロットは大きな目を限界まで見開いた。

　シャルロットからマルクには数えきれないくらい「美しい」と言ってきたが、言われたのは初めてだ。

　容姿を褒ほめられるのはシャルロットにとってあいさつのように当たり前になっているが、マルクから言われるのは別だった。

　シャルロットはあわあわと動どう揺ようし、全身が真っ赤になって、思わず持っていたスコーンをマルクの口に押し付けた。

「おまえは、どうしても俺を窒ちっ息そくさせたいようだな」

　口に届く前にシャルロットの手首を摑つかんだマルクは、スコーンを取り上げた。

「はっ！　ごめんなさい、つい」

　シャルロットはうなだれた。

（こんなことばかりしていては、愛あい想そを尽つかされてしまう……）

　恋愛を学ぶほど、今まで自然にできていたこともできなくなり、シャルロットはジレンマに陥おちいっていた。

　マルクは腰こしに下げていた麻あさ袋ぶくろから、手の平にのるほどの小こ瓶びんを取り出した。

「それは……」

「バラの砂糖漬づけだ。好きだと言っていただろう」

　先日マルクの好物を聞く際に、シャルロットも自分のことを話していた。グラニュー糖でコーティングされたバラの花びらは宝石のように輝かがやき、口に含むと食べる香こう水すいのごとくふわりと香る。視覚も味覚も満たしてくれるクリスタリゼだ。

　マルクもシャルロットの話を覚えていて、用意してくれていたのだ。

「俺の好みに合わせては甘あま味みが足りないだろう。ほら」

　マルクはスコーンを一口サイズにちぎり、花びらを一ひと片ひらのせてシャルロットに差し出した。

「おいしい」

　こうしてマルクに食べさせてもらうのは疑ぎ似じデート以来だった。あの楽しかった日を思い出しては、今度はマルクと本物のデートをしたいとシャルロットは考えていた。

「わたしも食べさせてあげる」

　シャルロットもスコーンをちぎって、ぎこちなくマルクの口元に運んだ。マルクの顔が近づいてくる。見慣れているはずなのに、マルクの顔が至近距きょ離りにあるとドキドキする。

（あっ）

　スコーンが小さかったのか、シャルロットの指先までマルクの唇に含まれた。温かく湿しめった感かん触しょくがする。

　シャルロットの心臓は跳はね上がった。

（こ、こ、こ、こんなときには、どうすればいいのっ？）

「あっ」

　混乱したシャルロットは突とつ如じょ立ち上がり、ドレスを踏ふんで転びそうになる。さっと立ち上がったマルクに抱だきしめられて、シャルロットは真っ赤になった。

「なにをやっているんだ」

　言葉とは裏腹に、マルクは柔やわらかな眼まな差ざしを向ける。

「これだから、目が離はなせない」

　マルクは豪ごう奢しゃな金きん髪ぱつを一ひと房ふさすくい、その髪かみに唇を落とした。

　至近距離で視線が絡からみ合う。空気が一気に濃のう密みつになった。

　まるで口づけを交かわす直前の恋こい人びとたちのようだと恋愛小説を思い出す余よ裕ゆうもなく、シャルロットは頭が真っ白になって、一いっ瞬しゅんのうちに茹ゆで上がった。

「マルク！　わたしの特技を見て！」

　パニックになったシャルロットはテーブルクロスをむんずと摑むと、勢いよく引っ張った。ティーセットはそのままに、テーブルクロスだけが引き抜かれる。

　マルクは突然のことに驚おどろいていたが、皇女に賞賛の拍はく手しゅを送った。

「シャルロット様……」

　ドアの隙すき間まから覗のぞき見ていたアンヌは、つぶやきとともに額を押さえた。

　シャルロットの恋が成じょう就じゅする日は、まだ先のようだ。
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　じゅん麗れい香かと申します。このたびは本書をお手に取ってくださり、ありがとうございました。楽しい読書タイムをお届けできておりましたら、作者冥みょう利りに尽つきます。




　この作品は、第四回ビーズログ小説大賞「私の推おしはコレ！」賞を受賞させていただいたものです。

　美を偏へん愛あいする皇女によるドタバタのラブコメディで、美男美女ばかり登場する煌きらびやかな世界です。……が、皇女が変わり者のため、トンデモ展開が続きます。イケメンとの恋こいにキュンキュンしていただいたり、「そんなわけあるか！」と突つっ込みながら読んでいただけると嬉うれしいです。

　もし、ご意見ご感想などがございましたら、書しょ籍せき購こう入にゅうサイトのレビューやＳＮＳに書き込んでいただけますと幸いです。しっかり読ませていただき、勉強させていただきます（お待ちしております！）。




　最後に、この場をお借りして謝辞を。

　イラストを担当してくださった春はる野の薫た久く先生。キャラクターデザインをいただいたときからウキウキし、表紙イラストを見て小こ躍おどりしました。素す敵てきなイラストをありがとうございました。

　担当編集者のＯ様。打ち合わせや改かい稿こうに膨ぼう大だいなお時間をくださり、本当にありがとうございました。的確なご指し摘てき、ご提案に、いつも感動しておりました。

　編集部の皆みな様さま、出版や販はん売ばいに関わってくださった皆様。そして、ここまで読んでくださったすべての皆様に、深く御おん礼れいを申し上げます。




　また、次の著書でお目にかかれますように。


じゅん麗香






　本書は、二〇二一年にカクヨムで実施された「第四回ビーズログ小説大賞」で「私の推しはコレ！」賞を受賞した「美し姫の遠回りな恋」を加筆修正したものです。








電子書籍特典　書き下ろし短編

『盗賊王子』









　寝静まった夜の城下町に、一つの影が駆け抜ける。

　家の外の「チャリン」という金属音で目が覚めた女性がドアを開けると、何枚かの金貨が置いてあった。

　女性が空を見上げると、月明かりに一瞬だけ細身の男性が照らされて、闇に消えた。男性の腰には、細身の剣とフリントロックピストルが携帯されている。

「義賊さまよ！　また義賊さまが来てくださったわ！」

　その声に、付近の家の明かりが灯っていく。外に出て来た人々が歓声をあげ、義賊をたたえた。

（いけない。もっと静かに置かないと、起こしてしまうな）

　窓から城の自室に戻ったウィリアムは、呼吸を整えながら、目元を隠すヴェネチアンマスクを外した。蠟燭の明かりに、端正で柔らかな相貌が浮かび上がる。

　サラリとしたプラチナブロンドの髪を整えて、義賊の黒服からシルクの寝衣に着替えると、ウィリアムは夜が明けるまで、天蓋付きのベッドに身を沈めてしばし休息をとった。




　──ウィリアムは、「王子と義賊」という二つの顔を持っていた。




　正しい政治を行っていても、悪質な犯罪はなくならない。民を泣き寝入りさせないために、ウィリアムは不正を働く王侯貴族の宝物庫に夜な夜な忍び込んでは、民に金銭を配っていた。

　ある日、ウィリアムは隣国に遊学に行くことになった。仮想敵国ではあるが、表面上は友好的な関係を維持している国だ。

　しかし、隣国を調べるほど、自国とは比較にならないほどの悪事を見つけてしまい、ウィリアムはいても立ってもいられなくなった。

（ここでも、義賊に活躍してもらおう）

　滞在中、夜は義賊として民のために行動しようと考えたウィリアムは大胆にも、本丸の城に狙いを定めた。王やその側近がひどい悪事を行っていたのだ。

　入念な下調べをした上で、ウィリアムは城に忍び込んだ。

　その途中、誰もいないはずの通路に人影が現れた。その人物に燭台を向けられる。

（なぜ、ここに人が……！）

　暗闇に目が慣れていたウィリアムは、まぶしくて小さくうめく。

「あなた、もしかして……、ウィリアム？」

　細い腕が伸びてきて、仮面を外された。

「やっぱり。こんな時間に、どうしてここに？」

　燭台を持つ人物は、この国の姫である、シャルロットだった。腰まである豪奢なブロンドの髪が蠟燭の明かりで煌めいている。

　シャルロットとは何度か夜会で会っていて、面識があった。

「マスク、全身黒尽くめの服、腰には剣と銃……。まさか、あなたは義賊だったの？　この城の財宝を狙って……？　誰か……！」

　はっとしたシャルロットが叫ぼうとするのを、ウィリアムは口を塞いでとめた。近くの空き部屋に連れ込む。

「残念だけど、知られたからには、このまま放すわけにはいかない」

「わたしを殺すの？」

「そんなことは、したくないけれど」

　正直、ウィリアムも困っていた。正体に気づかれたのは初めてだ。

「こんなことをするなんて、お父さまが話していたとおり、あなたの国は野蛮なのね」

「なんだって？　野蛮なのはどっちだ」

（夜会でも、シャルロットの態度は悪いと思っていたんだ。こうなったら、この国の悪事をすべて話してやる）

　ウィリアムが話を聞かせるも、シャルロットは信じなかった。今度はウィリアムの国についてシャルロットが話し出す。

　でたらめばかりだった。

　どうやらシャルロットは、周囲の大人たちからウィリアムの国について、ないことばかり吹き込まれていたようだ。

（それで僕への態度が悪かったんだ）

　ウィリアムは根気強く説明して、シャルロットの誤解を解いた。

「そうだったの。わたし、失礼な態度をとっていたわね。ごめんなさい」

　今まで睨まれてばかりだったので、しゅんと落ち込むシャルロットが可愛らしく見えた。

「いいんだ。それより、なぜきみは、あんなところにいたの？」

「お父さまの言いつけで、城から出られないの。だから、見晴らしのいい塔から景色を眺めるのが好きで、部屋に戻るところだったのよ。今日は月が綺麗だったから」

　王を恨む者は多いので、城に閉じ込めているのは、姫に逆恨みが行かないための配慮かもしれない。

（でも、それじゃあ可哀想だ）

「僕が義賊であることを黙っていてくれるなら、きみをこっそり外に連れ出してあげるよ。夜限定だけどね。それでどう？」

「素敵な提案ね！　でもウィリアムは、わたしが誰にも言わないって信じてくれるの？」

「もちろんだよ。シャルロットは、噓をつくようには見えないからね」

「ウィリアム……」

　シャルロットは頰を染めた。

　こうして夜な夜な二人は城を抜け出して、逢瀬を重ねた。

「わあ、この国に、こんな素晴らしい場所があるなんて！」

　シャルロットが感嘆した。

　広い湖と草原がひらけて、地平線いっぱいまで星空が広がっている。湖にも星が映っているため、星空に包まれた空間にいるような錯覚に陥った。

「ちょっと、寝転がってみようか」

　ウィリアムは外套を脱いで芝生に敷き、その上にシャルロットを横たわらせた。自分もその隣で仰向けになる。

「すごい……、星が降ってくる」

　シャルロットが感動したようにつぶやいた。

　比喩ではなく、実際に星がいくつも流れていた。

「きっと僕たちの頭上では、いつも星が流れているんだ。でも城は夜でも明るくしているから、流れ星が見えないんだね」

「こんなに流れていたら、たくさん願いが叶ってしまうわ」

　くすりと笑ったシャルロットは、上半身を起こした。

「だけど、この流れ星たちへお願いしたいことは、ただ一つ」

　シャルロットはウィリアムの手を両手で握った。

「わたしは、ウィリアムと結ばれたい」

「シャルロット」

　驚いたウィリアムも上体を起こした。

「明日、国に戻ってしまうのでしょ？　ひどいわ。あなたはわたしの心を盗んだのに」

「きみには大切な人がいるんじゃないのか？　だから僕は諦めようと……」

「それは護衛の騎士のこと？　彼は口うるさいただの幼なじみよ」

　ウィリアムはシャルロットを抱きしめた。

「シャルロット、愛している」

「わたしもよ、ウィリアム。愛しているのは、あなただけ」

　二人は至近距離で見つめ合った。ウィリアムがシャルロットの滑らかな頰に手を添えると、大きな青い瞳が閉じていった。

　更に顔を近づけていくと、シャルロットの温かい吐息を肌に感じる。そして、潤ったその小さな唇が、ウィリアムの唇に──
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　目を覚ますと、見慣れたベッドの天蓋が見えた。

「夢……」

　そう口にしたウィリアムは、真っ赤になった顔を両手で覆った。

（なんて夢を見ているんだ僕は────っ！）

　芝居で観た『盗賊王子』の物語と、現実と願望がごちゃ混ぜになっていた。

　夢の中の、シャルロットの言葉を思い出す。




　──愛しているのは、あなただけ。




（……言われたい）

　再びウィリアムは、ぽっと頰を紅潮させる。

（待っていても変わらない。言われるようにならなくちゃ）

　シャルロットがお忍びで、このシュルーズメア王国に来たのは三週間ほど前。それからウィリアムは、身体を鍛えることを日課にしている。

（魅力的な男になって、シャルロットを迎えに行きたい）

　それにしても、目覚めるのがあと一分遅ければ……、と名残惜しく思いつつ、ウィリアムは起き上がって、トレーニングの準備を始めるのだった。




























箱はこ入いり皇こう女じょは至し高こうの恋こいをお望のぞみです！




～理り想そうの殿との方がたを探さがす旅たびに出でます。ただし、美うつくしい者もの以い外がい認みとめません!?～【電でん子し特とく典てん付つき】
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